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不完全神性機関イリス２


１００億の時めぐる聖女
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　カスカベアキラ
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　　Phase.1『不完全インパーフエクト家政婦機関メイドアームズ』







　　　　１





　拝はい啓けい　出で稼かせぎに出ている父上、母上。


　突とつ然ぜんですが、あなた方の息むす子こである俺──凪なぎは、軍学校アカデミーの定期テストで赤点取って教官に怒ど鳴なられそうですごめんなさい。





　深夜二時。


「ふぁ……もうこんな時間か」


　リビングのテーブルに半分つっぷした状態で、俺──凪・一いち咲さき・ジールは落ちかけた瞼まぶたをこすって、漏もれかけたアクビを嚙かみころした。


「頑がん張ばれ俺、眠ねむったら最後だ。……眠ったらおしまいなんだ」


　頭をふって意識を覚かく醒せいさせ、教本を読みすすめていく。


「えーと、まずたっぷりの水を注いで素す早ばやく米を研とぐ。米ヌカを落として水が澄すんできたら三十分ほど吸水させて、鍋なべの火は始め弱火の後から強火。炊たけた後は十分に蒸むらすことを忘れない。はい、出来上がり♪　って、なんで傭よう兵へい科の俺が美お味いしい米の炊き方なんて覚えなくちゃいけないんだよ!?　今どき炊すい飯はん器きのスイッチ一つで炊けるじゃねぇか！」


　ペンを握にぎりしめる俺。


「ああ、やばい。落ちつけ俺、まだあと七時間ある。慌あわてるな……」


　そう。


　帝てい立りつ・宝ほう条じよう軍学校アカデミー──俺の通ってる学校で、明日が夏休み前の定期テストなんだ。


　俺の住んでいる帝国領は普ふ通つうの高等部も多いけど、軍事関連の士官や傭兵、それに軍事兵器を開発する技術者のための軍学校アカデミーも同じくらい多い。


　え？　軍学校アカデミーってなんだか硬こう派はなイメージ？


　かくいう俺も去年の入学まではそう思ってた。けど実際は、学園祭や運動会にマラソン大会なんかもあって普通の学校と変わらないんだぜ？


　ただ……ただちょっとだけ……


「無理っ！　テストの試験科目が多すぎるだろコレ!?」


　そう。普通科の学生が勉強する数学や物理なんかに加えて、俺の選せん択たくコースである傭兵科の専門科目が山ほどあるのが問題なんだ。


「ふ、はは……救命法は無勉強でも何とかなる。実技試験の銃じゆう器き組立と無線設置は俺の得意分野だし、サバイバル概がい論ろんはマーク式だから勘かんで勝負。うん、いけるいける。問題なのは記述式の三科目。帝国法総論に帝国歴、あと暗号解読か」


　さらに、なぜか音楽と美術と家庭科までテストがあるのがウチの学校。


　おかげで俺は、傭兵科の専門科目の合間に『おいしい米の炊き方（家庭科）』だの『トランペットの正しい持ち方（音楽）』だの、傭兵に全然関係なさそうな分野まで必死に丸暗記するはめになっている。


「うあっ、あと六時間五十分しかねぇのか。急げ俺……いそ……げ…………」


　……ああ眠い。


　今日が休日だったおかげで早朝から勉強できたのはいいけど、そのぶん疲ひ労ろうが蓄ちく積せきして意識と裏腹に瞼が閉じていく。


「だめだ、休きゆう憩けい」


　熱いシャワーでも浴びて目を覚まそう。


　眠気と疲労でふらつきながら廊ろう下かに出て、その先にある浴室へ。


「うげ。やばい。眠すぎてシャワー浴びながら寝ね────」


「あ、凪もお風ふ呂ろですか？」





　扉とびらの先で、上着もスカートも脱ぬいだ下着姿の女の子がふり向いた。





　童話の世界の妖よう精せいみたいに愛らしい少女だ。


　透すけるように光り輝かがやく銀ぎん髪ぱつに、大きく印象的な真しん紅くの瞳ひとみ。愛あい嬌きようのある優やさしげな笑え顔がおには、可愛かわいらしさだけに留とどまらない儚はかなさと繊せん細さいさまでもが備わっている。


　……夢？


　そんな可愛い子が、よりによって俺の家の浴室で下着姿で立ってるなんて。


「……やば。疲つかれすぎて幻げん覚かくが見える」


「大だい丈じよう夫ぶですか凪？　なんか目に隈くまできてますよ。一いつ緒しよにお風呂入りますか」


「おう。じゃあ一緒に────おい、幻覚じゃねえのかよ！」


　あられもない恰かつ好こうを気にも留めず近づいてくる少女。質素な下着の内側に、天然の真しん珠じゆさながらに淡あわい乳白色の胸むな元もとが覗のぞいてる。しかも、それが歩くたびに下着の中で踊おどるように揺ゆれていて────


「っだだだだ、だめだ待てイリス、落ちつけ！」


「凪、顔が真っ赤です」


「だ、か、ら、その恰好で近づいてくんじゃねえよ、服を着ろ！」


　はたと我に返り、俺は慌てて後ずさった。


　……そうだった。両親が出稼ぎで不在にしてる我が家には、つい最近、いろんな意味で最終兵器な同居人がいるんだった。


「あれ、凪？　お風呂は？」


「いらねぇよ、おかげさまでバッチリ目ぇ醒さめた」


「えー？　せっかくお背中流そうと思ってたのに。いま話題の垢あかすりも覚えたんですよ。ほら、ちゃんと金属ヤスリもここに」


「……おう。お前が俺の背中をすり下ろす殺意に満ちていることだけはわかった」


　嬉うれしそうに金属ヤスリを掲かかげる彼女に、俺は深い深い溜ため息いきをついた。


　イリス、それがこの子の名前だ。


　思わずドキッとするほど可愛らしい外見だけど、実は彼女は人間じゃない。帝国が誇ほこる高度機械技術で造りだされた機メ械カ。特に、イリスみたいに人間そっくりに造られたものを人型機械体アンドロイドと呼んだりもする。


　そしてイリスはつい最近、家メ政イ婦ドロボとして我が家にやってきた。
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「そういやお前、俺の部屋は？」


「というと」


「家メ政イ婦ドたるものベッドメイクは基本です、みたいなこと言ってたじゃん。お前が俺の部屋でベッドメイクの練習したいっていうから、俺もわざわざリビングでテスト勉強してたんだろ」


　エプロン姿に着き替がえたイリスをじっと眺ながめてみる。


「シャワー浴びてたってことはベッドメイク終わったのか？」


「ああ、あれは諦あきらめ………………いえ、シャワーは小休止のつもりです。ベッドメイクがなかなかに難しいのでシャワーを浴びながらメモリ領域の増強をですね」


　うん。


　今いきなり本音がこぼれませんでしたかイリスさん。


「なんか、いきなりものすげぇダメ発言が聞こえた気が」


「な、なななな、なんのことですか？　私はちょっと気分転てん換かんにシャワーを浴びていただけです。ベッドメイクだって『あ、こりゃ無理そう』とか思ってないですよ!?」


「へぇ」


「な、なんですかその疑いの目。ちょ、ちょっとてこずってるだけですってば！」


　顔をほんのり赤くして手をバタバタさせる人型機械体アンドロイド。


　……しっかしまぁ、これだけ見てると本当に人間そっくりに見えるよなぁ。


　ちなみに顔が赤くなるのは情報処理が追いつかなくて、機械内部で熱が溜たまってる状態だからだ。その現象が、この子自身の精せい緻ちな造形と人間そっくりの仕草も相まって、本当に人間が顔を赤らめているように見えてしまう。


「本当に？　本当にベッドメイクできるのか？」


「当然！　ベッドメイクどんと来いです！」


　エプロン姿で胸を張る彼女。


「よし、じゃあ見にいくか」


「へ？」


「俺の部屋、今どれだけベッドメイクできてるか見にいくぞ」


「ひゃあああぁぁぁ、だ、だめだめだめだめ見ちゃだめ！　何を言ってるんですか凪！　このベッドメイクは途と中ちゆうで見ちゃ嫌いやです。だめなんだってば！」


　慌てて俺の行く手を阻はばもうとする。が、時既すでに遅おそし。俺はイリスの妨ぼう害がいをかいくぐって浴室の向かい側にある自分の部屋へ。


「だめですってば！」


「いーからいーから。どうせシーツもタオルケットもめちゃくちゃなんだろ。それくらい気にすんなって。別にそれくら……………………」


　……なにコレ？


　引き裂さかれたシーツと毛布。


　ベッドは後部の脚あしが二本とも真っ二つにへし折られ、枕まくらにいたっては謎なぞの液体に浸つかってびしょぬれだ。


「……凪、見てはいけないものを見てしまいましたね」


「なんだコレ、俺の予想の三段階は上いってるぞ」


「ベッドメイクの犠ぎ牲せい者しやたちです」


「もっと意味わかんねぇよ!?　ベッドメイクに犠牲が出るなんて聞いたことねぇぞ！」


「あ、いえ、その……一応、理由はあるんです。シーツと毛布は、皺しわになってる箇か所しよを伸のばして皺取りしようとしたら勢いあまって…………」


　引き裂いたわけですか。


　人型機械体アンドロイドのパワーは人間の比じゃないもんな。


「ベッドは？」


「ベッドは、ベッドメイクの時に位置をずらそうと動かしたんです。そうしたら動かしている間に『メキメキミシッ！』って音が」


「……これが最後だ。枕がびしょ濡ぬれなのは？」


「あ、それは花か瓶びんをひっくり返しちゃったからです」


「花瓶の水かよ!?　もはやベッドメイクの犠牲ですらねぇぞこんちくしょう！」


　がくっ、と床ゆかに膝ひざをつく俺。


　……床が濡れてる。


　……こいつ、相当ハデに花瓶ひっくり返したな。


「どうだすげぇだろ？　これが俺ん家ちのダメ家メ政イ婦ド。略してダ家メ政イ婦ドだ……」


「凪、誰だれに向かって説明してるんですか」


「俺の心の嘆なげきだ、気にするな」


　よろよろと立ち上がる俺。部屋を一通り見回してみる。よかった、どうやら机やらクローゼットは無事だったみたいだ。


「ん？　でもさ、そういやお前の力でコレ直せたりしないのか？　ほら、不完全神性機関てやつの力で奇き蹟せきみたいなの起こせたりしそうだけど」


「家具の修復ですか？　できるかもしれませんが危険を伴ともないます」


「危険て？」


「まだ機き神しんとしての出力が未調整です。繊細な出力設定に失敗して力の属性が真逆に作用すると、凪の家が消しよう滅めつしてクレーターになってしまうかも」


「よしわかったやめろ」


「でも、凪が私を信しん頼らいしてくれるなら愛の力で家具の修復だって……」


「おいバカやめろ、絶対するなよ！　絶対だからな！」


「む～、凪のいけずぅ」


　ぷっくり頰ほおをふくらませる彼女。


「大丈夫ですよぉ。私はすごい力をもった家メ政イ婦ドロボなんですから」


「……すごい『破は壊かい』力をもった家メ政イ婦ドロボな。元は軍用人型機械体アンドロイドだし」


　実のところ、イリスは家メ政イ婦ドロボでも何でもない。


　人類に残された最終兵器。


　戦せん闘とう用として素体ボデイも人工知能であるＡＩも特別に強化され、帝てい国こく領域に配備された何十万体という軍用人型機械体アンドロイド────その頂点に君臨する五体の機き神しんのさらに上位にあたる機神


　不完全神性機関。


　世界の守護神ともいわれる神性存在『禁きん断だん水すい晶しよう』から神性を授さずかった機械。たった一体で人類の総軍事力を凌りよう駕がする究極機体。それこそがイリスの正体だ。


　……ほんと、いろんな意味で最終兵器だよなあ。


　スクラップ状態のを拾って修理してきたのが俺で、そのおかげでイリスは俺にすっかり懐なついてくれた。超ちよう性能の機神という点はさておき、見た目は可愛いし性格も素す直なおでいいことずくめなんだけど、ただ……


「世界の守護者から洗礼を受けても直らないダ家メ政イ婦ドっぷりだけは……」


「なにを言いますか凪。ほら、大丈夫。ベッドメイクはちょっと失敗したけど、このベッドだってちゃんと寝られます！」


　ななめに傾かたむいたベッドで自らうつぶせに寝てみせる家メ政イ婦ドロボ。


「見て見て、平気！」


「さっきからギィギィ軋きしんだ音が聞こえてるんですがね。ていうか俺、あいにく今日は徹てつ夜やでテスト勉強しなくちゃいけないし。工具ボックスは机の一番下の引き出しにあるから、明日あしたまでにベッドの脚だけでも直しといてくれ」


「…………」


「ん？」


　再びリビングで勉強再開、そう思った俺だけどできなかった。イリスが、無言で俺の右手をしっかり摑つかんでいたからだ。


　──真しん剣けんこの上ない表情で。


「どした？」


「……顔色が良くないです。目も隈だらけだし」


「そりゃ朝から休きゆう憩けいなしで勉強してるからな。別に慣れっこだし、いつもやってることだから問題ねぇよ」


「はい。でも、私は……やっぱり凪のそんな姿は見てて辛つらいです。凪がこんなギリギリでテスト勉強で焦あせってるのは、私のＡＩ調整と素体ボデイの検査メンテナンスを優先してくれていたことだっていうのは知ってます。ご迷めい惑わくをかけたのは私だって……」


「お前のせいじゃねぇよ。もともと機械いじりの類たぐいは俺の趣しゆ味みだ」


「はい。いきなり私に向かって『服を脱ぬげ』だなんて言うんですもん。あの時は、凪に何をされるのかドキドキしました」


「おう、お前が顔真っ赤にして『し、下着もですか……。で、でも待ってください。私まだ心の準備が…………』だなんて言いだした時だな」


　人型機械体アンドロイドに向かって服を脱げだなんてメンテナンス以外にないと思ってた俺だけど、このダメ家メ政イ婦ドはそれを何かと勘かん違ちがいしたらしい。


「とにかくです」


　にっこりと。


　口元に愛らしげな笑えみをたたえて、イリスが電子時計を指さした。


「学校のテストまであと六時間三十分あります。だから三時間、三時間だけベッドで休みませんか？　私がちゃんと起こしますから」


「けどよ」


「フラフラ状態で勉強するより仮か眠みんをとった方が効率も良いはずです。機械と違って、人間は睡すい眠みんをとらないと記き憶おくも構築されないんですよ？」


「んー……」


　唸うなって腕うで組ぐみしてみるも、内心で俺は半分説得しかけられていた。今回はイリスが正しい。俺自身の経験と照らしてみても、こうも眠ねむいときは寝ねるに限る。


「ね？」


　顔を真っ赤にさせて控ひかえめに首を上下させる家メ政イ婦ドロボ。


　……うあ。


　……イリスさん、その仕草はズルイです。


　俺の裾すそを握にぎったまま、深い赤の瞳ひとみでじっと見上げてくるんだもんな。見慣れたはずの俺ですら思わずドキッとなりそうなシチュエーションだ。


「…………わかった。今回はお前のが正論ぽい」


「はい！　さすが凪、それじゃあ三時間後に起こしてあげますから！」


「頼たのんだぜ。……ふぁ、そんなこと言ってたら眠気が」


　寝てもいい。そう心が緩ゆるんだ途と端たん、膝からがくんと力が抜ぬけて俺はベッドに倒たおれこんだ。


「おやすみなさい」


「おう、おやすみ」


　ぼんやりとした意識の中、笑顔のイリスに目をつむったままそう返す俺。


「……」


「なーぎ？」


「……」


　眠気に負けて反応できずにいる俺。そうこうしてるうちに、背中をおそるおそるイリスが突つついてくる。本当に弱い突き加減だから、俺が寝てるか確かめるためだろう。


「シャツ一枚で寝ちゃった。これじゃ寝ね冷びえしちゃわないかな」


「……」


　おいおい、まさかご丁てい寧ねいに毛布でもかける気か？　やめろ、今でも暑いくらいなんだから毛布なんてかけられたら暑くて寝てられないだろうが。


「凪はテストを控えた身。寝冷えで風か邪ぜをひけば致ち命めい的てき。……そ、それなら。ご、ご主人が寝冷えしないように添そい寝して温めてあげるのも家メ政イ婦ドロボの務め……だよね」


　背中に誰かがぴたりと密着してくる触しよつ感かん。


　続いて俺の首筋を撫なでるように細い指先が伝ってきて、それに、背中に押しつけるように密着してくるイリスの肌はだが本物の女の子みたいにやわらかくて。


「な、凪……寝てますよね？　もう少し密着するなら今のうち……は、はふぅ」


「────って、意味わからねぇよ！」


　直後、俺は絶ぜつ叫きようを上げながら跳はね起きた。


「凪!?　起きてたんですか？」


　想定外だとでも言わんばかりに目を見開いて驚おどろくイリス。


「あいにくまだ意識があったんでな。ところでイリスさんよ、今のはどういうことだ？　俺が寝てる間に何しようとしてたか言ってもらおうか!?」


「……そ、それは」


　なぜか顔を真っ赤にして目を背そむける家メ政イ婦ドロボ。


「…………凪がよく眠れるように子守歌を」


「噓うそつけ!?　俺の背中に密着しようとしてたの気づいてたからな！　明らかに子守歌以外の何かだっただろアレは！」


　……いや、まあ。


　俺だって不覚にも一いつ瞬しゆんドキっとしたのは事実だけど。


「と、とにかく凪はすぐ寝るべきです！　あとは私に身体からだを委ゆだねて！」


「どういう意味だよその怪あやしさ全開の台詞せりふは!?　とにかく、俺が寝てる間はお前も部屋から出ていって掃そう除じなり何なり別の家事をだな────ん？」


　やおら部屋に漂ただよってきた異い臭しゆうに気づき、おれは眉まゆをつりあげた。


「なんだ、この焦こげ臭くささ。こんな夜中に」


「あ！」


　しまった。そんな表情でぽんと手を打つイリス。


「そういえば、厨ちゆう房ぼうで特製ビーフシチューを煮にこんでる最中でした。シャワーを浴びたらすぐ厨房に戻もどるつもりだったんですが」


「添い寝に夢中になって火の番忘れたのかよ!?」


「……急いで消火してきます」


　逃にげるようにイリスが廊ろう下かを駆かけだした。


「ちょっと待て！　そこは『急いで火を弱めてきます』だろうが。消火ってどういうことだ、想像するのが怖こぇぞおいっ!?」


「凪、消火器はどこですか！」


「だからどういう意味だよ、我が家の厨房はどうなってんだよ!?」


　ああもうっ。


　誰だれか、誰でもいいからこのダ家メ政イ婦ドを何とかしてくれ！　マジで！





　　　　２





　早朝。


　重たいまぶたをこすりつつ、俺はふらふらと目的地まで歩いていった。


　宝条軍学校アカデミー──二年生教室は校舎の二階にあって、傭よう兵へい科はその一番奥の教室になる。


「よぉ……おいっす」


「あ、なぎ先せん輩ぱい！　おはようございますです！」


　ウェーブがかかった金きん髪ぱつの女の子が会え釈しやく。


　クラスメイトの一人、シィだ。


　本名システア・イ・カッサンテアリャア──金髪碧へき眼がんに人形めいた愛くるしい顔立ち、小こ柄がらな背せ丈たけには不ふ釣つり合いなほどグラマラスな体つきという子だ。特に……その、胸むな元もとが目立つといいますか。飛び級で進学してきてまだ十六という年ねん齢れいなのに、三年生の先輩からも羨うらやましがられるほどの発育っぷりで、男の俺からすれば目のやり場に困ってしまうのが問題なんだよな。


「なぎ先輩、いよいよ今日のテストが終われば夏休みですよ！　楽しみですね！」


「……お、おう」


　一科目でも赤点とると夏休みに補習地じ獄ごくだったよな……と思い返しつつ、俺は自信のないガッツポーズをとってみせた。


「あたしあたし、なぎ先輩から教えてもらった機関銃マシンガンの光学機器の組立あれから頑がん張ばったんですよ。参考書も買って自分なりに勉強したし！」


「すげぇじゃん。なら午後の実技テストいけそうだな」


　傭兵たるもの銃は必ひつ須す。そんなわけで、傭兵科の試験には機関銃の部品組立みたいな実技試験も山ほどある。それで先週、テスト対策としてシィに光学機器の組立から取りつけまでを教えてやった。


　ちなみに、シィの家に招かれたのはそれが初めてだ。


「あの時は悪ぃな。わざわざでっかいケーキまで焼いてもらって。おまけに夕飯まで用意してもらってて。手間かかっただろ」


「い、いえいえいえいえ！　むむむ無理してお願いしたのは、あ、ああ、あたしですもの！　夕ご飯だって毎日作ってますから」


　そうか、それならいいんだ。


　ただ……一いつ緒しよに勉強してる最中にシィが「先輩、ここ教えてください」って、やたら密着してきたことに困ったのは内緒だ。傭兵科で鍛きたえてるのは同じはずなのに、それでも男と違って女の子の身体ってほんと柔やわらかいんだと思った。しかも密着するたびに彼女の人一倍目立つ胸が腕や肩かたにくっつく感かん触しよくがあって……薄うす着ぎで、妙みように胸元が開いてるシャツだからなおさら見ないよう見ないよう目を背けてたっけ。


「……はぁ。すっごく恥はずかしいのこらえて頑張ったのに、なぎ先輩のガードは鉄てつ壁ぺきすぎです」


「ん？」


「な、なんでもないですぅぅううっ。独り言ですから！　テスト勉強の名目で近づきたい放題、このまま一気に親密度アップなんて思っってないですよぉぉぉっっっ！」


　顔を真っ赤にして廊下へ爆ばく走そうしていく彼女。


　なんだろな。最近、俺と話しててシィが急にあんな感じで逃げていくことが多い気がするけど、……なにか悪いことでも言ったっけか？


　と。


「よぉ、凪にしては登校が早いな。テストへの強気の表れか？」


　シィが飛びだしていった扉とびらから教室に入ってくる男子生徒が一人。


「そんだけ余よ裕ゆう綽しやく々しやくなら苦労しないっての。いいんちょは、だいぶ自信ありそうじゃん」


「程ほど々ほどにな」


　ふっ、と眼鏡のブリッジを押し上げる長身の男子生徒。


　整せい髪はつ料で固めた黒くろ髪かみと凜りんと構えた表情、それに黒ぶちの眼鏡がいかにも生き真ま面じ目めそうな雰ふん囲い気きを醸かもしだしている。


　京きよう命めい院いん卿きよう大だい。京命院が家名で卿大が個人名だ。


　由ゆい緒しよ正しい名前らしいけど、あまりに堅かた苦くるしい名前だから誰も本名なんかじゃ呼んでなくて、もっぱら「いいんちょ」で定着してる。クラスの評議委員だから「いいんちょ」。本人の性格が見た目通りの熱血系生真面目タイプだから、せめて愛あい称しようだけはユルくしておきたいというクラスの総意だ。


「ところで凪、イリスさんはどうした。特待生だって試験はあるだろ？」


「イリスなら家。アイツの転入はつい二週間前だし、一学期の成績も出しようがないってユメルダ先生が言ってた。テストも二学期からな」


「……む、そうか」


　どこからか取りだした高性能カメラを手にし、残念そうにいいんちょが溜ため息いき。


「残念。勉強するイリスさんのお姿コレクションを追加できると思ってたんだが」


「後から来るぞ。テストは受けないけど出席数はカウントされるし、家で家事をすませてから朝会ギリギリに登校するって言ってた」


「ふむ。ならば激写チャンスはあるか」


「いいんちょ、友人として忠告するけど盗とう撮さつはやめとけ。……イリスだから許されるけど、それを生身の人間にやったら犯罪だからな」


「なっ!?　なにを言う。お、俺はただ、クラスメイトの仲間たちが真しん摯しに奮ふん闘とうしている姿を記録として保存しておきたいだけでだな……」


　京命院卿大、十七歳。


　タイプ熱血系生真面目。男子からの支持は熱いものの、色々と変態っぽい趣しゆ味みのせいで女子からの信しん頼らいがいまいちなクラス委員である。


　逆に、女子は女子でまた別に取りまとめ役というかリーダー的な奴やつがいて────


「そういえば凪、ミカエルがお前を探してたぞ。さっき教室から出て行ったけど」


「げ。頭に思い浮うかべた途と端たんこれかよ」


「華か道どう部の早朝ミーティングと女子野球部の助すけっ人と相談、あと女子テニスサークルの朝練だとか」


「……テスト当日の朝から余裕なことで」


　とはいえ俺は俺で構ってる時間もない。大急ぎで作ってきた暗記用の単語帳を鞄かばんから取りだして、最低限のテスト対策だけは──


「凪、見つけましたよ！」


「……その高周波ボイスは」


「ごきげんよう凪。朝からずいぶんくたびれてますのね？」


　鮮あざやかな真しん紅くの長髪をなびかせる少女。


「……よぉミカエル」


　真っ赤な長髪をツーサイドアップにした女の子だ。


　大きく印象的な瞳ひとみは深い蒼あお色に輝かがやいていて、淡あわく色づいた唇くちびるや柔らかな頰ほおの輪りん郭かくなど一つ一つのパーツの時点で美少女というほかない。身長も男の俺に並ぶほどだし、すらりとした細身の体型も制服によく似合ってる。


「いいんちょから聞いたぜ。朝から余裕っぷりを見せつけてくれてるじゃねえか」


「ふ。わたくしを誰だとお思い？」


　おもむろにミカエルが前髪をかきあげてみせる。凡ぼん人じんがやったらキザっぽいだけの仕草だけど、彼女はそれが似合う数少ない例外だろう。


「入学以来、毎テスト全科目でベスト５圏けん内ない。傭兵科の専門科目においては常にトップ３を維い持じ。実技試験においては並ぶ者なし！　容よう姿し端たん麗れい才さい色しよく兼けん備び、昨年のミス宝条グランプリでは個別賞『見下されたいお姉様』部門にて堂々の第一位グランプリ。今年こそミス宝条の栄えい誉よを手にする予定の特待生！　それがわたくしミカエルですわ！」


「その自じ慢まんのほとんど、お前が人型機械体アンドロイドだからって理由だろ」


　そう、実はミカエルも歴れつきとした軍用人型機械体アンドロイドなんだ。


　そもそも俺たちが暮らす『帝てい国こく』は、世界でも機械工学に突とつ出しゆつした大国だ。


　この軍学校アカデミーも出席管理は校門に設置された自動生体認証機オートバイオメトリクス、教本教材も全すべて電子端たん末まつに一いつ斉せい送信されたものを使う。街や商店街も例外じゃない。イリスのように家メ政イ婦ド用の人型機械体アンドロイドが普ふ通つうに道を歩いているし、中にはミカエルのように厳しい認にん定てい基準を満たして「準人間権」を認められたものも存在する。


「人型機械体アンドロイドはいいよな。教本なんて一度目を通せば一発で完全暗記だもん」


「そ、それはそうですけど……それだけではミス宝条の最終選考には残りませんわ！　人型機械体アンドロイドという壁かべを越こえたわたくし自身のたゆまぬ努力の成果ですのよ」


　肩を怒いからせてミカエルが口をへの字に曲げる。


　……いやはや、こういう仕草がほんと自然に出るのはすごいよな。


　人間の容姿にかぎりなく忠実に似せた造形もイリスに負けず劣おとらず繊せん細さいに出来てるし、他クラスには今も彼女が人間と思ってる男子ファンがいるんだとか。


　ちなみにミカエルは、軍用人型機械体アンドロイドとしての功績を評価されて準人間権を取得。その権利を利用して軍学校アカデミーに入学したわけだ。


「ミス宝条グランプリ総合第四位、これ去年の一年生では最高位ですのよ」


「おーそうだった総合四位な。三位とも一ポイントの接戦だったんだっけ？」


「くっ……そ、そうなのですわ！」


　奥歯をぎりっと嚙かみしめて悔くやしがる彼女。


「得票なら第二位だったのにマイナス票のせいでまさかまさかの第四位転落。マイナス票があと一つ少なかったら第三位でしたのよ」


「あ、そのマイナス票たぶん俺だ」


「ちょっと────────っ!?　さらっと爆ばく弾だん発言しましたわね!?」


　あ、やべ口が滑すべった。


　そう思った時には既すでに遅おそし。後退する間もなくミカエルに詰つめ寄られる俺。


「な～～ぎ～～？」


「いやぁ。だって誰だれかにマイナス票入れなくちゃいけないんだろ。知らない人間に入れるの申し訳ないじゃん。しかもベスト４まで残ったの、お前抜ぬかせばみんな上の学年の先輩だっただろ。ますますマイナス票入れにくくて」


「だからってクラスメイトに入れますか普通！」


「悪かったって。ほら、今年は応おう援えんしてやるから。な？」


「……まあいいでしょう。しかし凪、わたくし今日はそんなことを言いに来たわけではありませんことよ。覚かく悟ごしてお聞きなさい！」


　高らかに宣言し、ミカエルが人差し指を突つきつけてくる。


「あなた、率直に言って今回のテストの自信はどうなんですの!?」


「正直に言って怒おこらないな？　たぶんヤバイ」


「だと思いましたわ。しかしクラスメイトの点数が赤点という事態、クラスリーダーとして見過ごすわけにはいきません！」


　ああ、そういえば教室ごとにクラス平均点と順位出すんだっけ。傭よう兵へい科は全部で四教室あって、残り三教室に勝ったか負けたかも一いち目もく瞭りよう然ぜんというわけだ。


「赤点取らないという自信は？」


「半々、てところかな」


「……わかってると思いますが、今回は誰か一人でも赤点とるとマズイのですわ。もう全員分の人数でホテル予約も終わってるんですわよ」


「ん？　それどういう意味だ」


　クラス順位が下がるって理由で突っかかってきてるのだと思ってた。それがホテル予約？　夏休みに？


「夏休みに何かあったっけ」


「はいはい！　夏休み二日目からクラスみんなで海に行くんですよ！」


　ようやく教室に戻もどってきたシィが勢いよく手を挙げた。


「二泊はく三日！　学生割引と集団割引が両方使えてすっごくお得で、ホテルもいいんちょが四か月も前から予約してくれてたんですです。ね、いいんちょ？」


「うむ。さらに早期予約割引も適用になった。本当なら学生じゃとても泊とまれない豪ごう華かホテルだ。期待していてくれ」


　自信ありげにうなずくいいんちょ。


　あーそっか。だからシィもいいんちょも朝から嬉うれしそうだったわけか。要は夏休みが待ち遠しくて仕方ないと。そりゃそうだよな。なんてったってクラス全員で海…………


「そんな話あったっけ？」


「四か月前のことだからな。記き憶おくも薄うすれてるんだろ」


「お待ちになっていいんちょ」


　待ったをかけたミカエルが、額にこぶしをあてて何かを思いだすように。


「四か月前の朝会の時ですわよね。……記録照会…………朝八時五十四分から八時五十七分までの三分間。わたくしが旅行の話をした時に凪はいませんでしたわ。たしか家の天てん井じようから雨あま漏もりがして、その修しゆう繕ぜんで遅ち刻こくしてきたはずです。凪、どうかしら？」


　四か月前、てことは二年生に昇しよう級きゆうしてすぐのことか。


「おお、そういや梅つ雨ゆの時期の前に直さなきゃって屋根を直したことあったあった。確かに遅刻した記憶もあるぞ」


　……いやでも待て。


　……このパターンは嫌いやな予感がするんですが？


「てことは誰かが俺にその話を別に伝えてくれたわけだよな。シィか？」


「え。あ、あたしは違ちがいますです！」


　なぜか顔を赤らめて大あわてで手をふるシィ。


「……ほ、ほんとはその役やりたかったけど、こういうのは旅行の実行委員のいいんちょが伝えるんだろうなって」


「俺は凪に話してないぞ。旅行の計画委員であるミカエルから伝えるのが筋だからな」


「あらそうでしたの？　わたくしもいいんちょが話すものだとばかり」


　互たがいの顔を見つめてぽかんと口を開けたままのクラスメイトたち。……ま、どうせそんなところだと思ったけど。


「よし、とにかく事情は摑つかんだ。つまり俺がテストで赤点を取るとまずいわけか。赤点の補習授業が入ると旅行に行けなくなるもんな」


「ええ。ていうか、あなた一人が旅行に行けなくても旅行代金は徴ちよう収しゆうしますわよ。お代は全員分をわたくしが前まえ払ばらいで立て替かえておきましたから」


「ひでぇ!?　テスト赤点＝イコール旅行行けずに金だけ取られるのかよ！」


「つべこべ言わずテストで奮闘なさいな。クラスの皆みなさんそうしてるんだから」


「くっそ……そりゃ俺だって知ってたらな」


　再び単語帳を取りだして暗記メモを凝ぎよう視しする俺だが、そんなこと聞かされたら逆に焦あせって覚えられるものも覚えられないわけで。


「────」


「ん？」


　気づけば、椅い子すに座る俺をミカエルが正面からじっと見下ろしていた。なんだ？　話ならもう終わっただろうに。


「…………こ、これ……使いなさいな」


　彼女が何かをすっと差しだしてきた。


　俺が持ってるのと同じ単語帳？　それも、俺が使ってるのよりずっとたくさん書きこめて紙の質も装そう飾しよくも良い高級品じゃないか。


「なんだこれ。……え、ちょっと待て。なんだこれ。噓うそだろ、もしかしてテスト全科目分の予想問題かよ！」


　ぱらぱらとめくってみて、驚おどろきのあまり息が詰まりそうになった。


　几き帳ちよう面めんな字で単語帳に筆記された文字列。それは本物みたいに忠実に作られた一問一答形式のテスト予想問題集だったんだ。しかも赤字で回答と解説まで。


「とにかく、その問題と解答だけは覚えなさい。テストを担当した教官の過去十年分の傾けい向こうから分ぶん析せきしてみましたの」


「いや、だけどこれはお前の……」


「わたくしを誰だと思いになって。全て記録済みですわ」


　そっか。そりゃ大容量メモリ内蔵の人型機械体アンドロイドだもんな。


　あれ？　でもそれなら、いちいち単語帳にこんなの準備する必要ない。だとすると彼女がコレを作ったのは。


「お前、まさか俺のために作ってくれたのか」


「か、……貸し一つですわよ」


　消え入りそうな声でそう応こたえるや、ミカエルがぷいっと顔を背そむけてしまう。


「勘かん違ちがいなさらないで。これはあくまで最底辺クラスメイトを救済するための措そ置ちですの。……あ、あなたが旅行に行けないと困るとか、間違ってもそんなつもりはありませんことよ。こんな救済は一度きりですから！」


「お、おう？」


　よくわからない迫はく力りよくに圧おされながらも、俺はミカエルの単語帳をしっかりと握にぎりしめた。


　誰しも一度は経験あると思うけど、他人の単語帳や講義メモって案外使いにくくて結局は使えないことが多い。だけどこの単語帳は、本当に俺の読み癖ぐせを把は握あくしててぼんやり文字を追っていくだけで内容が頭に入ってくる。


「こりゃあ勝てねぇわ、さっすがクラスリーダー」


　机に頰ほお杖づえついて苦く笑しよう。


　試験まであと三十分を切った状じよう況きようで、俺は最初のテスト科目である世界史に焦しよう点てんを絞しぼることにした。





　帝国歴29年。


　記録上三回目の幽ゆう幻げん種しゆ大だい侵しん攻こう。帝国領の第七特区から第十一特区までが壊かい滅めつ。この時に侵攻を受けた帝国の面積は？


　──正解『４万平方キロメートル』。


　帝国歴38年、幽幻種の侵攻に五つの国家が壊滅し、世界の国家数が二十年前の半分となった。この年に消滅した国家を５つ記述せよ


　──正解『ルキア連れん邦ぽう』、『倭わ暁ぎよう』、『第七レン共和国』、『ランカ密教界』、『メーテア島』。





「……なんつぅかな。世界史ったって実質的には人間と幽幻種の抗こう争そう歴ってのがまた」


　幽幻種。


　世界の75％を死の大陸に変えた侵攻者だ。


　目的も正体もいまだ不明で、奇き妙みような濃こ紫むらさき色いろの霧きりを全身にまとった奇き怪かいな怪物っていう見た目の姿くらいしか確かなデータがない相手だ。


　こいつらの厄やつ介かいな点が『魔ま笛てき』と呼ばれる特とく殊しゆな呪じゆ力りよくにある。その力に侵食されれば大地は腐くさって植物は壊え死しし、人間なら筋肉が壊死したり昏こん睡すいに陥おちいったりする。


　もちろん人間も黙だまってやられちゃいない。幽幻種の魔笛もここ数年で一気に解かい析せきが進んで、帝てい国こくの特殊機器によって浄じよう化かすることが可能になっている。この宝条軍学校アカデミーだって幽幻種と戦う軍人や傭兵を育成するための公機関だし、ミカエルだって元は幽幻種と戦うために製造された軍用人型機械体アンドロイドなんだから。


　と。


「凪、聞いてください凪！」


「うおっ」


　真横から突とつ然ぜんに声をかけられて、俺は反射的に小さく飛びあがっていた。


　制服の上にエプロンという一風おかしな服装の少女だ。小ぶりな両手をぎゅっと握りしめ、大きく愛らしい双そう眸ぼうで一心に俺を見つめていて──


「なんだイリスか、ちゃんと遅おくれずに登校できたんだな」


「はい！　ね、ねね凪。話はいいんちょさんから聞きました。旅行楽しみですね！」


「……旅行のこと聞いたのか？」


　しまった。旅行の件はイリスに内ない緒しよにしようと考えてたのに、よりによっていいんちょ経由で先に情報を仕入れたか。


　──たぶん、旅行の予約メンバーにイリスは入ってない。


　なにしろイリスが入学したのはつい二週間前だ。いいんちょが予約したのは四か月前。イリスを予約人数に入れるなんてできてるわけがない。


「さあどうする俺。おいて行くってのは悪いし、かといってそのまま連れて行ってもホテル側に断られる。なら別の部屋かホテルを予約して…………」


「いえ。既すでにホテルの電子管理システムに侵しん入にゆうできています。暗号解析も二分前に成功し、私たちの予約人数の強制上書きも完かん了りようです」


「立派な犯罪じゃねえか!?」


「もちろん最高級スイートルーム。ホテルの最上階を予約しました」


「俺が破産!?　お前の宿しゆく泊はく費ひどう考えても俺負担ですよねぇ!?　今月分の生活費あと食費ぐらいしか残ってないんだぞ？」


「え……そ、そんな。今月の生活費がそこまで減ってたんですか」


　ショックを受けたようによろめく家メ政イ婦ドロボ。ていうか俺の生活費がここんところ毎月ピンチなの、どこぞの誰だれかさんがことごとく家具を破は壊かいするからなんですけどね。


「家メ政イ婦ドである私への月給おこづかいはどうなっちゃうんですか！」


「取るのかよ!?　むしろ俺が弁べん償しよう代請せい求きゆうしたいくらいだよ！」


「冗じよう談だんです。それにお金も心配しないで」


　にこっ、と会心の笑えみでイリスがガッツポーズ。


「私のお金、いいんちょさんが代わりに立て替えてくれるって」


「……いいんちょが？」


　そういえばあいつ、傭よう兵へいたるもの身体からだが資本だとか言ってたしな。工事現場とかで身体を鍛きたえるアルバイトしててもおかしくない。


「はい。いいんちょさん優やさしいですね。『ばにぃがーる』と『ねこみみなーす』っていう衣い装しよう姿で撮さつ影えいさせてくれるなら最高級スイートルームとて安いものだ、って」


「犯罪ヘンタイだ──────────っっ!?」


「編隊？」


「気にするな。いずれにせよ、その提案は俺が丁重にお断りをしておく」


「でもお金が……」


「それも策を考える。お前には旅行の持ち物とかの用意を頼たのむから」


　……あー頭痛くなってきた。


　旅行に行けなかったらイリスが悲しむ。旅行に行ったら行ったでまたクラスでいつもの大おお騒さわぎ。どっちも勘かん弁べんしてください。





　　　　３





　軍学校アカデミーに響ひびきわたる鐘かねの音。


　ペーパーテストが終わり、テスト監かん督とく役の教官が机上のテスト用紙を回収しおえて教室から退室するのを見送って。


「ミカエル────────────ッッッ！」


　俺は、教室の最前列の席に座る人型機械体アンドロイドへと駆かけよった。


「な、なんですかいったい」


「すげぇ、すげぇよあの単語帳。まさにドンピシャ！　問題と解答覚えるだけで赤点なんか余よ裕ゆうで回かい避ひできそうだぜ！　助かったよ。ありがとな！」


　ミカエルの両手をとって、ぶんぶんと上下にふりまわす。


「ぴゃぁっ!?」


「おいおいどうしたんだよミカエル、そんなヘンテコな声出して」


「だ、だだ、だって……な、凪がわたくしの手を取って握あく手しゆだなんて。あ、あああ……」


「ん？　強かったか」


　手を離はなそうとして。


「…………」


　ぎゅぅぅううううううううっっっっっっっ。


　ええとミカエルさん。そんな本気モードな形相で無言のまま手を握り返されるとなんだか怖こわいんですが。


「ミカエル、手そろそろ離──」


「…………もう……少し……」


「は？」


「い、いいから！　人型機械体アンドロイドは握手なんて滅めつ多たにしないのですわ。貴重な経験データなわけですから協力なさい！」


　なんだそういうことかよ。それならそう言やぁいいのに。


「……この記録は永久保存して、と」


　ぼそりとミカエルが小声で言ってたけど、あんまり小さな声なもんで俺にはほとんど聞こえなかった。


「とにかく助かったぜミカエル。おかげで補習は免まぬかれるかも」


「………………ふ、ふん！　次はありませんからね、日ひ頃ごろから勉強しておくことですわ」
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　とにもかくにも夏休み前の期末テストは終わった。


　明日あしたから待ちに待った夏休み。俺もでっかい発明してみたかったし、この機に揃そろえたい機械パーツなんかもたくさんある。


「あと、アッチの方はどうなりました？」


「なんだ？」


「帝国司令部からの電報フアツクス。帝国司令部からの招待状だったわけですから、そろそろ日時なり場所なりの連れん絡らくがあっておかしくないでしょう？」


「……あーあれね」


　しばらく忘れていたくて、頭の隅すみに放置しっぱなしになっていた難題だ。


　ことの発ほつ端たんは俺たちを襲おそった幽幻種の大侵攻。３０００体超ちようという絶望的な個体数を俺たち三十人ちょっとの生徒で食い止めて……でも銃じゆう弾だんも尽つきかけて死を覚かく悟ごした矢先にイリスが不完全神性機関に覚かく醒せい。


　たった一機で３０００体超の幽幻種を殲せん滅めつしてしまったんだよな。


　その事件が終わってすぐ、俺宛あてに届いたのが帝国司令部──つまりはこの国で最高位の権力機関からの電報フアツクスだった。





〝凪・一咲・ジール様


　先の、ミオ渓けい谷こくへの幽幻種大侵攻において、人的被ひ害がいを最小限に食い止めたことは貴き殿でんの御ご尽じん力りよくの賜たま物ものと感謝しています。


　つきましてはその功績を讃たたえ、感謝の儀ぎを執とりおこないたいと考えております〟





　……ま、実際に活かつ躍やくしたのは俺じゃなくてイリスなんですけどね。


　とはいえ電報フアツクスに書かれてたのは本当にそれだけで、日時も場所も一いつ切さいの指定無し。ユメルダ先生の話じゃ後から連絡が来るだろうってことだけど。


「浮うかない顔ですのね？」


「……めんどくさいだけだからな」


　帝国司令部まで行くのが面めん倒どうなんじゃない。どうせ向こうの関心は不完全神性機関イリスの方ってわかってるのが問題なんだ。


　……俺はそんなつもりじゃないんだ。


　……イリスを、余計な権力とか取引の材料にしたくない。


「だって感謝の儀とか言っておきながらだぜ、日時も場所も指定無しっておかしいだろ？」


「その件ですが──」


　真正面に立つミカエルが斜ななめ前に足を踏ふみだした。俺の身体の陰かげに隠かくれるような位置をわざわざ選んで、俺の耳元に口元を近づけて。


「これはわたくしの独り言のつもりでお聞きなさい。……帝国は、もしかしたらイリスさんが第三者に狙ねらわれるのを恐おそれているのかもしれません」


「……どうしてそう思うんだよ」


「どんなに電子暗号化した電報フアツクスだって盗とう聴ちようされる危険はありますの。悪意ある第三者、たとえば不完全神性機関イリスさんの力を狙った組織や悪人に電報フアツクスが渡わたってしまえば、イリスさんがいつどのように帝国司令部へ招かれるか一いち目もく瞭りよう然ぜん。それに合わせて不完全神性機関イリスさんの強ごう奪だつ計画なんて企くわだてられたら一ひと騒さわぎですわ」


「さすがに考えすぎじゃねえのか？」


　だって帝てい国こくが抱かかえてる何十万体って人型機械体アンドロイドの頂点に五体の機き神しんがいて、そのさらに上位の機体がイリスなんだぜ？　それを強奪だなんて自殺行こう為いもいいところだ。どんな戦力で攻せめてきたってイリスに撃げき退たいされるのが目に見えてる。


「帝国がわざわざ電報フアツクスから祝賀会の日付を外したことを考えれば、そう的外れな推測でもないと思いますわよ？」


「帝国もそんな連中に心当たりがあるってことか……って待てよ。てことは、俺やイリスが普ふ通つうに通学してるのって危ないってことじゃんか!?　通学途と中ちゆうでいつ誰に襲われるかわかったもんじゃないんだろ！」


「しっ。声が大きいですわ」


「だってよ……」


　どんな奴やつらかもわからない連中に襲われるかもしれない。帝国司令部側もそれを知っていて、あえて放置してることになる。あわよくば俺らを囮おとりにしてソイツらを一いち網もう打だ尽じんに、なんて考えてんじゃないだろうな。


「不完全神性機関を狙う連中をわざと泳がせて、それに抵てい抗こうするイリスさんの戦せん闘とうデータを採取する。そんな目もく論ろ見みでもあるのかもしれませんわね」


「……ぞっとしねぇよ」


　突とつ拍ぴよう子しもない話に聞こえるけど、ミカエルに言われると説得力あるんだよな。夏休みだからって気を緩ゆるめるどころじゃないぞ。


「明後日あさつてからの旅行の時もか？」


「もちろん。ですが、あまり緊きん張ちようしてガチガチになってれば逆に警けい戒かいしていると周りに教えてあげてしまうことになるでしょう？　今の話は頭の片かた隅すみにしまっておいて、旅行は旅行として楽しむと割りきった方がいいと思いますわ…………勝負の海ですし」


「なんか言ったか？」


「い、いえいえいえいえ、なんでもありませんわよ？」


　ブンブンと頭をふってミカエルが否定。


　……ま、しょうがない。あまり考えても仕方のないことってのはミカエルの言うとおりだしな。あくまで推測の話だし。


　せっかくのクラス旅行を楽しまなくちゃもったいない。


　────ところで。


　ふと寒気を感じ、俺が背後へとふり返った矢先。


「ふ、ふふ……がんばれ、がんばれあたし」


「この夏、この旅行が勝負と見ました」


「いざ決戦ですわね」


　イリス、シィ、ミカエル。


　三人ぴったり息そろえて頷うなずきあってるのは何かあったのか？


　しかも三人揃って俺のことじっと見てるし。……俺、また悪いことしたっけか？　全然身に覚えがないんですが。




　　Phase.xxx『Lost』







　風の生まれる地。


　帝国の領土をはるか南に下った渓谷にそびえ立つ古い教会。長年の風雨によって屋根も壁かべも崩くずれ落ち、今では礼拝に通う者もいないという。


　その教会の最奥。かつては色鮮あざやかなステンドグラスと真しん鍮ちゆう色の燭しよく台だいに囲まれていたであろう大聖堂に彼女は立っていた。


「…………」


　彼女が見おろすのは、埃ほこりのつもった床ゆかに設置された小さな映像機だ。


　真っ黒な群勢。


　巨きよ大だいな鉱山を埋うめつくす黒色の異形たち。


　何百、いや何千体だろうか。獣けものの形をしたものから巨大な竜りゆうの形をしたものまで。ソレが這はいずって進んだ後に残されたものは、白く枯こ死しした植物と腐ふ敗はいした土ど壌じようだけ。


　幽幻種。


　そう名付けられた正体不明の侵しん攻こう者によって、既すでに何十という国家が壊かい滅めつし、世界の75パーセントが死の大地と化している。


　そのはずが。


「不完全神性機関……」


　彼女の見つめる映像では、驚おどろくべきことが起きていた。


　大おお鎌がまを携たずさえた少女が、幽幻種をたった一人で殲滅させてしまう戦闘映像だ。


　幽幻種一体を討とう伐ばつするのに人間であれば傭よう兵へい十人、軍用人型機械体アンドロイドであっても三体が必要と言われている。それをたった一人で３０００体という幽幻種を殲滅させてしまうなど、世界中でいったい誰だれが信じるだろう。


　が──


「イリス、あなたをずっと待ってたわ」


　彼女は、その映像を微び笑しようすら浮かべて眺ながめていた。


「ねえエルマリア？」


　映像機から視線を移し、彼女が見上げたものは大聖堂に飾かざられた一枚の壁へき画がだ。それは、蒼あお色の長ちよう髪はつを背中まで伸のばした聖女の肖しよう像ぞう画がだった。


「エルマリア、あなたが愛した世界は今とてもひどく傷ついてるわ。……すでに世界の四分の三が幽幻種に侵しん略りやくされた。大地は魔ま笛てきによって腐敗して、もう草一本生えない死の大地になっている」


　華きや奢しやな身体からだに、簡素なシャツとプリーツスカートをまとった彼女。


「あなたが世界の指導者となった時から３００年。もう、あなたの知る世界の原風景はほとんど残ってないかもしれない。だけど──」


　吹ふき抜ぬけの大聖堂に風が巻き上がる。


　彼女の髪かみをゆらし、衣服を波立たせ、大聖堂の隅すみ々ずみまでを駆かけめぐる。


「私がやる。あなたのかわりに、私が世界を丸ごと救ってみせる。だって私は────」


「紗しや砂ささま！」


　彼女の呟つぶやきを、けたたましく鳴り響ひびく靴くつ音おとがかき消した。


「紗砂さま、こちらにいらっしゃったんですか。もうじきに祈き禱とうの時間です。礼拝堂へ戻もどられないと──」


「リーア」


　ふり返らずに、彼女は自分の部下の名を呼んだ。


「しばらくここを離はなれるわ」


「は？」


「手に入れたいものがあるの。今すぐ欲ほしいから私が取ってくる」


　部下の返事も待たずに歩きだす。


　手には小さな鞄かばん一つ。あとは何もいらない。


「しゃ、紗砂様!?」


「すぐ戻るわ。その時には面おも白しろいものを持って帰るから驚くわよ」


「……面白いもの？　い、いえダメです！　紗砂様はエルマリア神教界わがくにの聖女であらせられる方なのに、御おん身みに何かあったらどうされるつもりですか！」


「無礼者」


　ぴしゃりと部下の言葉を断ちきった。


「この私が、なにか恐れるものがあるとでも」


「……い、いえ」


「なら問題ないわね。そんなわけだからバイバイ。すぐ戻るから安心なさいって」


　背中ごしに手をふって彼女は大聖堂を後にした。


　──足が弾はずむ。


「イリス、早くあなたと会いたいわ。きっと世界を変える出会いになる」




　　Phase.2『俺とイリス、海へ行く』
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　ホルン海岸。


　帝てい国こく南なん端たんに接した湾わん岸がんで、内海らしい穏おだやかな波と目の細かい砂が敷しきつめられたビーチが傭兵の一大保養スポットになっている場所だ。


　え？　なんで傭兵の保養スポットなのかって？


　そりゃ簡単。いつ幽ゆう幻げん種しゆがどこに現れるかわからない現代、一いつ般ぱん人はとにかく遠出せずに自宅に居たがるからさ。でもそうしたら観光地域や人口の少ない地域はどんどん過か疎そ化して、幽幻種がこなくったって人口が激減してしまう。


　──というのがいいんちょの列車内講義でした。


「それで、その地域の経済を維い持じするために、傭兵や軍人の保養スポットとして活用することになったんですね。なるほどなるほど」


　窓まど際ぎわの座席に腰こしかけるイリスが感心したように何度もうなずく。


　宝ほう条じよう軍学校アカデミーから徒歩で十分の距きよ離りにある『第八十八帝国駅』で高速リニア車両に搭とう乗じよう、俺たちが目指すホルン海岸は、そこから所要時間三時間てところかな。


「ホルン海岸もその一つなんですか」


「そうです。もちろん一般人もたくさん来ますが、それも『いざという時には保養中の傭兵たちが自分を守ってくれる』という信しん頼らいがあるからです」


　眼鏡のブリッジを押し上げながら、いいんちょ。


「つまり俺たちこそ庶しよ民みんの活動力の根源。夏休みとはいえ気を引き締しめ、一般人の安全を守るために最大限の努力をだな………………凪なぎ、聞いてるか凪！」


「聞いてる聞いてる。俺も高熱圧サーモバリツク弾だん頭とうの威い力りよくには注目してるよ」


「聞いてないな!?」


「……いや、なんだか眠ねむくてさ。定期テストで無理しすぎた反動かな」


　いいんちょだってイリスと二人きりで話せて楽しそうだし。たまにはイリスのお守もりを他人に任せるのも気楽でいいや。


「凪、さっきから二時間以上寝ねてますけれど」


「おう。あと三時間は熟じゆく睡すいできるぜ」


　リクライニングシートをななめに傾かたむけた状態で、片目だけ開けて俺はイリスに返事した。俺の真横にイリス、対面にいいんちょ。いいんちょの隣となりの席だったシィはミカエルと一緒に列車の中を探検中だ。





『ホルン海岸方面にお越こしのお客様。


　あと五分でホルン海岸に到とう着ちやくします。ご出発の準備をお願いします』





　車内アナウンス。あれ、もう到着か。


　さすがに五分じゃ寝てられないし、しょうがない起きるか。


「えーと、確か荷物はまとめて座席の下に……」


「まあ待て待て。起きておくのは必要だが、それほど急ぐ必要もないさ────ああ、良いですよイリスさん。窓まど枠わくによりかかったそのお姿、いただきです」


　俺を押しとどめるかたわらでイリスを激写する変態男子。


「いいんちょ余よ裕ゆうだな。もう到着するってのに」


「まあな。ちなみに俺たちが降りるのはホルン海岸じゃないぞ。その一つ先の駅だ」


「あれ？」


　そうこうしてる間に、列車はホルン海岸駅に到着してすぐにまた走りだしてしまった。次の駅は……えっとホルン白砂海岸？


「俺らが泊とまるホテルってホルン海岸じゃなかったっけ」


「そのとおりだが、ホテルのチェックインが午後三時と遅おそめでな。ホテル前で二時間待ちぼうけより、さっさとビーチに行って遊んでしまえというのがクラスの総意だ。……さて、さすがに下車の準備をするか」


　いいんちょが自前のカメラをケースにしまう。


　と、そこに車内見学を終えたらしきシィとミカエルも。


「なぎ先せん輩ぱいなぎ先輩、海すっごいですよ！　列車の先頭車両がパノラマ展望台みたいになってて、そこからビーチが見み渡わたせてすっごく綺き麗れいでした！」


「ええ。まさに絶景ですわ。お日様も出ているようですし」


　満足そうにミカエルが腕うで組ぐみ。コイツがそこまで言うなら本物なんだろうな。たとえそうでなくても、シィのはしゃぎっぷりを見れば伝わるけれど。


「なぎ先輩、早く早く、行きますですよ！」


「凪、速すみやかに下車するべきです」


「うわっ、だから押すなって。いきなりはしゃぎすぎだろ」


「あなたが冷めすぎなだけですわ。ユメルダ先生なんか列車の中から服脱ぬいで水着になってましたのよ。今日はたっぷり焼くぞーって」


「噓うそだろ!?　なんでお前らそんな海好きなんだよ!?」


　シィとイリスに背中を押される俺。


　ああもう、俺みたいな技術系インドア派にはリゾートビーチなんて似合うわけないってのに。ちくしょう。





　十分後。


　駅舎の階段を下りてすぐ、真っ白い砂すな浜はまのど真ん中に俺は裸足はだしで立っていた。


「……こりゃ本当にすげぇわ」


　珊さん瑚ごの欠片かけらでできた白い砂をしきつめた砂浜。どこまで走っても走っても、まるで世界の果てまで続いてるんじゃないかって思うほど広大かつ雄ゆう大だいだ。


　さらに、遠浅でほとんど透とう明めいに近いブルーの海。


　泳ぐもよし、ビーチパラソルの下でのんびりドリンクでも飲むのもよし。まさに最高の海水浴日和びよりじゃないか。


「やはり朝から混んでるな。だが負けてはいられん────先んずれば即すなわち撮さつ影えいを制す。最高の激写スポットを手に入れるのは俺だ」


　男子生徒数人を引き連れ、完全防水カメラを手にしたいいんちょが海へと駆けていく。その後ろを追いかけて一人、また一人。怒ど濤とうの勢いで海へ飛びこんでいく。


「おー、さすが」


　男子も女子も関係なく、ほとんどクラス全員が制服の下に水着を着こんでたのか。ていうかいいんちょ、眼鏡かけたまま海に潜もぐったけど平気なのか……。


「さ。俺はどうするかなっと」


　海で泳ぐのもいいんだけど、心配なのはイリスだ。俺が遊べるのは彼女の様子を見み極きわめてからになる。


　心配その一、機械であるイリスが海に潜ったら沈しずむ気がする。


　心配その二、機械であるイリスが海に潜ったら全身サビつかないか？


　どちらも支障ありませんとは本人の弁だ。機き神しんだし、そもそも防水加工ってのは俺も知ってるからまず大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど……


「万が一の時は俺が救出するしかないと。てことは、どのみち俺もさっさと水着に着き替がえなきゃいけないわけだよな？」


　やれやれ……。


　のそのそと砂浜を歩きだす。きめ細かい砂地の感かん触しよくが心ここ地ち良いけど、しっかしこれ熱っ。何時間と太陽の熱を浴びて砂がフライパンみたいに熱されてるのか。


「で、あの仮プ設レ小ハ屋ブが更こう衣い室でいいんだよな」


　砂浜に建てられた仮プ設レ小ハ屋ブ。


　軽量鉄骨とベニヤ板だけで出来るお手軽設計。大人三人いれば三日もかからず出来上がるだろうし、夏の間だけ建てておいて秋には取り壊こわすんだろうって粗そ末まつな造りだ。


「お邪じや魔ましま……うえ、さすが仮プ設レ小ハ屋ブ。俺の部屋よりひでぇ」


　床ゆかは歩くたびにキィキィ軋きしむ音がして、貸しロッカーはオートロックとか謳うたってるくせに扉とびらが壊れて使いものにならないのが半分くらい。


「さてはいいんちょ、更衣室がコレってこと事前に調べてたな。そりゃ事前に水着だって着ておくわけだよ」


　ま、いい。さっさと着替えないとな。そこそこ綺麗なロッカーを見つけ、そこに旅りよ行こう鞄かばんを押おし詰つめる。次に着ていた上着を脱いで────


「あ、イーちゃんイーちゃん、あったですよ！　ここが更衣室みたいです！　それじゃあ隣の青い建物がトイレかな？」


「よかった。さすがシィ。これで着替えられますね」


「ねー。みんな服の下に水着着てるんだもん、着替えるのあたしたちだけみたい」


　この声はシィとイリス？


　あ、そっか。この中央の間仕切りを挟はさんで男子と女子になってるんだ。男子は俺一人、女子も向こうの二人以外は水着着用済みと。


「へえ。イーちゃんは学校の指定水着なんですか」


「はい。ワンピース型の方が肌はだの露ろ出しゆつも少ないと凪が教えてくれました。素体ボデイが鋼鉄なので日ひ射ざしで変成するし、海の塩分で関節部がサビついてしまう恐おそれがあるそうです。完全防水ではあるのですが、念のため撥はつ水すいオイルも塗ぬっておけと」


　よしよし、ちゃんと俺の言いつけを覚えてるな。


　水着は俺が学校の公式水着を注文しておいたし、撥水オイルも業務用だから海に潜っても海水が付着するのを防いでくれるって仕組みだ。


　……しかしこれ、隣の会話が筒つつ抜ぬけだな。


　……間仕切りが薄うすっぺらいから聞き耳なんか立てなくても丸聞こえじゃないか。


「シィはどんな水着を用意してきたんですか？」


「え？……い、いや……その……あたしも最初はイーちゃんと同じワンピース型のにしようかと思ってたんだけど」


　もじもじと恥はじらうようなシィの声。


「水着売り場で偶ぐう然ぜんユメルダ先生と会って、そしたらユメルダ先生が『お前にふさわしい水着を選んでやる』って…………これ」


「ホルターネックの白ビキニですね。シィに似合うと思います」


「……大人すぎないかな」


「問題ありません。私の認にん識しき上、シィの外見的肉体は同年代の標準値を大きく上回る発育を記録しています。特にその胸部装そう甲こうの厚みは例を見ない出力値です」


「きょ、胸部装甲？」


「人型機械体アンドロイド業界ではそう言います。人間に置きかえると──」


「言わないで！　恥ずかしいから言わないで！」


　……えーっと。


　……たぶん二人とも、俺が隣で聞いてるなんて考えてもないんだよな。


　なんだか盗ぬすみ聞きみたいなのも嫌いやだし、さっさと着替えて更衣室の外で二人を待つか。俺がそう考えている間に。


　ぱさっ。


　なにか、軽くてうすい物が床に落ちる衣きぬ擦ずれの音。


「そうと決まれば早く着替えるのが一番ですです」


「…………」


「イーちゃん？」


「……シィ、どうやら私はシィを甘く見ていたようです」


「え？」


「制服の上からでも驚きよう異い……いえ脅きよう威いと認識していました。しかし、制服からの外見測定でもあなたの胸部装甲は計測不能だったようです。なるほど、これが噂うわさに聞く『着やせ』。シィ、参考までにちょっと胸部装甲の質量を確認させてもらえますか」


「ひ、ひゃあ!?」


「すごい。私の胸部装甲と違ちがう。シィ、あなたの胸部装甲の素材はいったい何でできてるんですか」


「い、イーちゃん。くすぐったいって！」


　悲鳴と笑い声がまじったようなシィの絶ぜつ叫きよう。


　……出よう。


　……とにかく今すぐ更衣室を出よう。


　脱ぎっぱなしの上着だけ抱かかえ、俺が女子更衣室の方に背を向けた刹せつ那な。


「ひゃ、あはは。く……くすぐったいよイーちゃん！」


「暴れちゃだめです。暴れては正確な計測が────」


　ミシッ。


　何かに亀き裂れつが入ったような鈍にぶい音が、俺のすぐ真後ろで鳴り響ひびいた。


　……まさか。おい待て、噓だろ。


「きゃ、きゃぁっ！」


「壁かべが!?」


　ベニヤ板が砕くだける音。


　目の前にそびえる間仕切りの一部が歪ゆがんで砕け、大人が立ったまま通れるくらいの大穴がぽっかりと。


「あ、あいたた……この壁、こんなに薄かったんだ」


「平気ですかシィ？　私も、まさか手をついただけで壊れてしまうとは」


「う、うん。けほっ、すごい埃ほこり。床の埃も舞まい上がっ………………」


　シィが口を開けたまま言葉を失った。


　間仕切りにできた大穴を隔へだて、彼女たちのすぐ目の前に俺。


　…………


　……ええと。


　俺の方は上着を脱いだだけでインナーもズボンも着用中。じゃあ彼女たちはどうかというと、イリスはエプロンも制服も脱いで下着だけ。


　シィにいたっては──


「…………な、なな……な……なぎ……せんぴゃ……い？」


　ろれつの回らない口ぶりで呟つぶやくシィが、おそるおそる自分の姿を見下ろした。


　ほんのり上気した白く繊せん細さいな肌。制服もスカートも脱いで、小こ柄がらで幼い雰ふん囲い気きと真逆に女性らしく丸みを帯びた腰こし回まわりや太ふと股ももなんかが丸見えの状態だった。


　さらにシィの胸。


　ああ、なるほど。


　イリスが敗北を認めるのも納なつ得とく。イリスの胸部も衝しよう撃げき吸収素材のせいで厚くなってるけど、シィの胸は……なんというか別格だ。両手で隠かくしても隠しきれない圧あつ倒とう的てきな質量の胸部装甲（？）が、両手の隙すき間まから否いやが応でも大人の自己主張をしていて────


「なぎ……せんぱ……」


「…………いや、待ってくれ。違うんだ」


　じっと見つめられる視線に耐たえきれず後退する俺。何が違うのかわからないけど、とにかく謝ろう。うん、謝ろう。
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　そこへ。


「ちょっとシィとイリスさん、まだですの!?　みんな待ってますわよ！」


　女子更衣室の入口に現れるミカエル。


　細かな刺し繡しゆう入りレースをあしらったホワイトピンクのツーピース水着だ。衣い装しように無む頓とん着ちやくな俺でも一目で可愛かわいいと思えるデザインで、これが細身で目鼻立ちのととのったミカエルに見事なくらい似合っていたりする。


　そんな彼女が片手に浮うき輪、もう片手にビーチボールをもったままシィとイリス、最後に俺の順にゆっくりと視線を見回して。


「────」


「────」


「あ、いや違うんだ。まあ待てミカエル話を聞いてく──」


「覚かく悟ごはいいですわね？」


　にっこりと笑う彼女。


　……やばい。


　……コイツが本気で怒おこった時の表情だ。


「痴ち漢かんには極きよつ刑けい。せめて苦しまぬよう、わたくしが引導を渡わたしてさしあげます」


「ま、待てミカエル！　俺は悪くな…………ぐはぁっっ！」


　ゾウをも持ちあげる人型機械体アンドロイドの剛ごう力りきで投げられたビーチボールを腹に受け、俺は男子更衣室から吹ふき飛ばされたのだった。





　十五分後。


　俺は、灼しやく熱ねつの砂すな浜はまに正座の刑に処せられていましたとさ。


「……俺は悪くないのに」


「諦あきらめろ。痴漢は疑いをかけられた時点で男の負けだ。冤えん罪ざいで泣きたくなければ怪あやしまれるな、この一点につきる」


　俺の隣となりに座って煙草たばこを燻くゆらせるのはユメルダ先生。ただし、こっちはビーチパラソルの影かげの下で快適に涼すずみながらだけど。


「目の保養にはなっただろう？」


「……シィにあんな水着薦すすめた先生にも責任の一いつ端たんがあると思うんだよな」


「さあ、何のことやら」


　にやにや笑いで俺を見下ろす鬼おに教官。こちらは黒ビキニという大人っぽさ全開の水着を着用中。さすがというか、日ひ頃ごろの訓練で鍛きたえているだけあってウエストや二の腕の引き締しまり方が半はん端ぱ無い。女性の魅み力りよくを残したまま身体からだを絞しぼってるってのがすごい。


　だけどこの人、水着姿は似合ってるけど、脇わきの下に拳けん銃じゆうのホルダーそのまま提さげてるのだけは何とかならないのかな。


「先生、その拳銃は外した方がいいんじゃないすか」


「これは護身用だ」


「だって、声かけたら射殺されそうな雰囲気だし。水着に引きよせられて近づいたらズドンてその場で撃うたれそう」


「だから、その程度の重圧に負けるような男はいらん」


　いや先生、だからあなた三み十そ路じで結けつ婚こん相手がいないんですよ。自分でも夫募ぼ集しゆう中ちゆうだって嘆なげいてたじゃないですか。


「……しかしつまらんな」


「え？」


「お前の水着だ。なんで海に来てまで迷めい彩さい柄がらの水着を選んだ？」


「いや、なんか一番見慣れてるんで。ていうか俺、みんな地味な水着を選ぶかとばかり思ってたんで。イリスにだってわざわざ学校指定の紺こん水着を薦めたくらいだし」


　だけどユメルダ先生の黒ビキニを筆頭に、女子は全員ツーピース型の露ろ出しゆつ多めなタイプ。男子はサーフパンツの形状こそ似てるけど真っ赤な色から黄金、中には虹にじ色いろなんて極ごく彩さい色しきのものまで用意してるのもいる。


「夏休みくらい派手に騒さわいでかまわんぞ。あくまで軍学校アカデミーの生徒としてだが」


「……そうすか？」


　イリスの面めん倒どうを見なきゃって覚悟してた俺と違って、残りのクラスメイトはみんな本当に夏休みを楽しんでるって雰囲気だ。


　遠浅の海で水の掛かけあいっこをして遊ぶ女子もいれば、シュノーケルをつけて水中の魚を観察してる男子もいる。一部のスポーツ派は男女混合でビーチバレーらしい。


「先生、もう俺行っていいかな」


「いいんじゃないか？　誰だれも見てないから気にするな」


　ようやく正座から解放されたか。で、ひとまずイリスの様子を確かめてと。


「な、なぎ先せん輩ぱい……」


「ん？　シィ？」


　どうかしたのか。そう言いかけた俺だけど、ふり返った先のシィを見て無意識のうちに言葉を呑のみこんでしまってた。


　一言で言って、シィの水着はほとんど裸はだかも同然だった。


　いや、水着の布面積はたぶん標準的なんだろう。だけど……その、シィのバストがあまりに見事すぎて水着に収めきれてなかった。紐ひももぎりぎり端はしっこで結んでるのに、それでも水着がはちきれてしまいそうってどういうことだよ。本人も自覚はあるらしくて動きがぎこちないんだけど、その恥はじらいがまた可愛くて逆に人目を引きつけてるし。


「あ、あの……この水着、今年の新作らしいんですけれど」


　歩くたびに大きく揺ゆれる双そう丘きゆう。それがあまりに迫はく力りよくがありすぎて、周りの男はおろか女性までシィの水着姿に釘くぎづけになってるし。しかも、軍学校アカデミーで鍛えてるだけあって腰は見事なまでにくびれてて、形のいいヒップが芸術的な曲線を描えがいてる。


「に、似合ってますでしょうか？」


「…………いや、ええとな」


　ここに俺がいなかったら、身体目当ての男どもが今すぐにでも群がってくるだろう。かくいう俺も普ふ段だんの体操服とか制服姿は見て耐たい性せいはついてたはずなのに、それでも動どう揺ようしてしまうくらいシィの肉体は凶きよう悪あくだった。


「目に毒というか」


「え？」


　聞こえなかったらしくさらに近づいてくるシィ。


　もはや密着寸前。そんな彼女を見下ろそうとして、水着のすぐ内側の……ええと、あまりに見事な谷間まで直視してしまったから、この類テの刺し激げきに弱い俺としては。


　……限界だ。


「悪ぃ！　また後でな。俺イリスを探さなくちゃ！」


「あ、先輩!?」


　シィの返事も待たずに俺は一目散に駆かけだした。


　くそっ、だから俺はこういう刺激の強い場面は苦手なんだって。こういう時だけはいいんちょの図太い精神が羨うらやましいよ。


「イリス、どこだイリス？」


「はーい。ここですよ」


「……なにしてるんだ？」


　浜辺を走ること数十秒。


　肝かん心じんのイリスは、海辺のヤドカリをじっと観察中でしたとさ。


「…………」


「どうしました？」


「いや、お前がスクール水着で良かったなって」


　愛らしい相そう貌ぼうと光り輝かがやく銀ぎん髪ぱつ。さらには女性らしい丸みのあるスタイルも兼かねそなえた人型機械体アンドロイド。シィじゃないけど、こいつが本気で水着を着ればさぞ映はえるんだろうな。それこそウインク一つで男が群がってくるのが目に見えている。


　……だけどま、うちの学校の水着は色気ねえからな。


　地味な紺色のワンピースのおかげで、イリスの魅力も半減。おかげでイリスの主人である俺も、イリスにまとわりつく男を追い払はらわなくていいわけだ。


「凪、ちょうどよかったです。見てください、星形の石を見つけました」


　真っ赤な星形の石を大事そうにもってくる家メ政イ婦ドロボ。よく見れば、その両手に載のってる石がウネウネと動いていて。


「そりゃヒトデだろ。生き物だからあんま突つついたりするなよ。丁てい寧ねいに扱あつかってやれ」


「ひゃぁ、動いた!?　凪、凪にパスします！」


「ば、ばか。ヒトデなんか投げてくるんじゃねぇよ！　生き物って言ったじゃねぇか！」


　怯おびえたイリスが放ほうり投げるヒトデを受けとめる俺。……くそ、何が悲しくて海辺でヒトデなんか抱だきかかえなくちゃいけないんだよ。


「……驚おどろきました。海にはふしぎな生き物がたくさんいるんですね。さっきもシィが透とう明めいでフヨフヨした物体をバケツに入れて見せてくれました」


「クラゲだな。あれも触さわるなよ。ほとんど水みたいなもんだから、触ったらすぐ死んじまうんだ」


「はい。じゃあコレと同じですね」


「コレ？」


　手ですくった砂を集めて砂山を作っていたイリスが、その頂上に丸い物体を設置した。なんだ？　丸っこくて金属特有の光こう沢たくがあって、その天辺に大きな栓せんがくっついて──


「手しゆ榴りゆう弾だん!?」


「ミカエルさんに預かっててと言われました。持ったまま泳ぐと火薬が湿し気けってしまうからということです」


「……そういや列車の中でも機関銃マシンガンのケース持ちこんでたもんな」


　いつぞやのミオ山脈への遠出もそうだけど、軍学校アカデミーの生徒はいつだって自分の武器を携けい帯たいするのが原則だ。いつ幽ゆう幻げん種しゆが現れるかわからない現状、それが唯ゆい一いつの自衛手段だもんな。もちろん公衆の場じゃ一いつ般ぱん人の目には触ふれないよう隠かくすんだけど。


「これも扱いには注意しろとのことでした。間ま違ちがって触ったら死んでしまうからと」


「死ぬ対象が違ちげぇだろっ！　それは間違ったら俺らが死ぬぞっ!?」


　うずたかく作られた砂山の天辺に手榴弾を設置しては、それが砂山から転がる様子をじっと眺ながめるイリス。


　……ほんと、こうしてると本当に変わった奴やつだよお前は。


　普ふ通つうの人型機械体アンドロイドなんか絶対そんな遊びしたりしないのにな。


「凪、手榴弾ていうのはみんな丸くて可愛いんですか」


「それを可愛いと言えるのはお前くらいのもんだ。……もしかして、本物の手榴弾を持つのって初めて？」


「たぶんそうです。軍用人型機械体アンドロイドの武器は重機関銃マシンガンがメインですので」


　そっか。人型機械体アンドロイドは腕わん力りよくあるし、ちょっと重くても高威い力りよくの重機関銃の方がいいもんな。手榴弾を使う機会は人間の方が多いわけか。


「コロコロしてて可愛いです。一つ家に持ち帰っていいですか」


「……家で爆ばく発はつさせるのが火を見るよりも明らかだから却きやつ下か。いいか、先に言っておくけど頭の安全ピンだけは──」


　キンっ、と何かが外れる金属音。


「あ、取れました」


「人の話を聞け──────────────っっ!?」


　明らかに意味を理解してない顔のイリスから手榴弾をふんだくる。慌あわてるな、落ちつけ俺。安全ピンが手榴弾から外れてから爆発までには三秒から四秒の余よ裕ゆうがある。それまでに人気のない海に投げこめばいい。


「よしあそこに──」


「こら、凪。何をしてるんですの！」


　俺が手榴弾を遠くに投げようとした矢先、一番聞きたくなかった声が聞こえてきた。


「わたくしの手榴弾で何してるんですの。公衆の場でそんな物ぶつ騒そうなもの出したら一般人が怖こわがりますわ。ほら、渡わたしなさい」


「あ、いやミカエルちょっと待て。実はこれ安全ピンが抜ぬけててだな。俺がこうして投げないと今すぐにでもバクハ──」


「冗じよう談だん。素人しろうとじゃないんだから安全ピンを抜くお馬ば鹿かさんがどこにいるんですの」


「ここにいるんだよちくしょう！　ば、ばか止やめ…………うあっ！」


　人型機械体アンドロイドの腕力に勝てるわけもなく。あっという間に俺から手榴弾を奪うばって満足げに微笑ほほえむミカエル。


「ほらごらんなさい。この通り安全ピンは手榴弾の頭に付…………付いて………………………………ちょっとぉぉぉっぉぉ、この手榴弾、安全ピン無いですわよ!?」


「四秒前に言ったじゃねぇか──────っっ！」


　四秒前。


　それはつまり、安全ピンが外れてから手榴弾が爆発するためのタイムラグだ。その間に投げなかった場合、爆ばく弾だんは投とう擲てき者の手元で爆発する。


　ということは────


「げ」


「げ」


「どうかしたんですか？」


　恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめる俺とミカエル、一人わかってないダ家メ政イ婦ド。


　……終わった。何もかも。





　直後、ミカエルの手元で破は裂れつした爆風に俺は吹ふき飛ばされた。





「…………」


「凪、凪ってば。起きてください」


「…………ここは砂すな浜はま？　それとも天国？」


「普通に砂浜のど真ん中です」


　まあそうだよな。仰あお向むけに倒たおれた俺視点で真っ青な空が見えるし、のほほんとした表情で俺を見下ろすイリスも視界にばっちり入ってる。


「ったく、意識あるだけマシか」


　軽く頭をふって俺は立ち上がった。隣となりに立ってるイリスはといえば、水着の端っこがちょこちょこ焦こげてるけど無傷らしい。さすが、こんな爆風じゃ傷一つつかないか。


「凪、大だい丈じよう夫ぶですか」


「……見てのとおりの大ケガだよ」


「私の見たところまるで無傷のようですが、何か自覚されている症しよう状じようでも？」


「おいおいイリスさん、俺の黒こげ──」


　黒こげの俺を見てくれ。そう言って自分を指さそうとした俺だけど、逆に自分の状態を見て啞あ然ぜんとしてしまった。


「……あ、あれ？　焦げてない」


「はい。水着もですが、凪もまったくケガをしていないように見受けられます」


　そんなバカな。


　だってミカエルが俺の目の前に立ってて、そのミカエルの手の上で爆発したんだぞ。あの爆風を受けたら普通は大火傷やけどだ。


「私からの映像でも、凪が爆風を受けたように見受けられたのですが」


「だろ？　まあ無事っつぅんなら一番だけどな。爆風の拡散方向とか風向きとか、手榴弾てのは元々おおざっぱな爆弾だし」


「はい、私も凪が無事で安心しました」


　俺とイリスがうんうん頷うなずいていると。


「納なつ得とくいきませんわあああぁぁぁぁぁぁっぁぁぁっっっっ！」


　爆発の中心点に倒れていたミカエルが、大声を上げて飛び起きるなり俺にむかって詰つめ寄ってきた。髪かみも肌はだも煤すす塗まみれながら、彼女自身はまるで無傷らしいから大したもんだ。


「おおミカエル、平気だったか」


「……今さらですか。ずっとあなたの足あし下もとで倒れていたのに」


「だってお前、前にも授業で大型地じ雷らい踏ふんで吹っ飛ばされて無傷だったじゃん」


　軍用人型機械体アンドロイドの素体ボデイは鋼鉄だし、肌だって耐たい熱ねつシートが幾いく層そうにもわたって貼はりつけられている。この程度の爆発で倒れてたら軍用なんてつとまらない。ミカエルが無事なんて俺もイリスもとっくに予想済みだ。


「どういうことですの！　私とイリスさんはともかく、人間のあなたが手榴弾の爆発に呑のまれて無傷だなんてズルイですわ！　ほら見て、私のお肌も髪も煤がついちゃって。女子だけ真っ黒で男子のあなたが綺き麗れいなままなんて不公平すぎます！」


「日ひ頃ごろの善行の賜たま物ものだな」


「却下。科学的な根こん拠きよに欠けています。そういう精神論は人型機械体アンドロイド以外とおやりなさい。……ま、まあ、これであなたが大ケガでもしたら大変でしたけど」


　こほんとミカエルが咳せき払ばらい。


「とにかく負傷者もなく良かったですわ。これで何かあればわたくしまで責任とって反省レポート書かされるところでした」


「負傷つぅか犠ぎ牲せいがな……」


「え？」


「負傷者がいないのは良かったけど、お前その恰かつ好こうはさすがにどうかと思うぞ」


「…………どういうことですの？」


　なんか前にも同じようなことあったよなーとか思いつつ、俺は控ひかえめな仕草でミカエルの肩かたのあたりを指さした。


「それ」


　ほとんど剝むき出しに近い状態で、折れそうなほど細い肩が外気にふれている。雪のように白い彼女の素す肌はだが丸見えだ。


「…………え？……あ、…………」


　もともと布面積の少ない水着が、手榴弾の爆風をもろに浴びて……なんというか、布面積が少ないというか、本当に布きれみたいにかろうじて肌に張りついているような状じよう況きようになってしまってるもんだから、ね。


　しかもソレが、ちょっとした微び風ふうに吹かれてめくり上がって──


「いやぁっ!?」


　布きれと化した水着を必死に手で押さえつける人型機械体アンドロイド。


　ええ、くり返しますが人型機械体アンドロイドです。


　俺もそう自分に言い聞かせてるけど、ミカエルの造形ってイリスと同じくらい繊せん細さいなんだよな。か細く華きや奢しやな両肩は男なら誰だれしも抱きしめて守ってやりたくなるくらい儚はかなくて、逆に脇わき腹ばらのくびれから腰こし回まわりのラインなんて並の人間女性じゃ太た刀ち打うちできないくらい艶なまめかしい。


「ああぁぁぁぅぅぅ……」


　顔を真っ赤にして大急ぎでタオルで身体からだを隠す彼女。


「落ちつけミカエル。お前は人型機械体アンドロイドだから少しくらい裸はだかだって」


「な、なな何を言いますか！　この無む駄だなものを一いつ切さい絞しぼりきった美しくスマートな素体ボデイ、これが大衆の邪よこしまな視線に汚けがされたら凪だって困るでしょう？」


　なんで俺まで困るんだよ……？


　そんなツッコミも思い浮うかべたけど、それより先に俺が言いたかったのは。


「お前の場合は大事なものまで絞りすぎてる気がするけどな」


　人型機械体アンドロイドの頭脳であり心臓でもあるのが機き械かい水すい晶しよう。


　それが胸部に格納されてるからイリスは胸部装そう甲こうを厚めにとってある。だけど機械水晶が頭部に格納されてるミカエルに余計な胸部装甲は必要ないわけで、つまりはウエストとヒップはすごく理想的なのに、ごく一部の部分がとても残念なんです。


「し、し、失礼な！　誰が大おお海うな原ばらの水平線のごとく真っ平らな胸部装甲ですって！」


「誰もそこまで言ってねぇよ!?」


「心の声が聞こえましたわ！　そして凪、あなたはこの控えめな胸部装甲の意味がわかっていませんわ。これは海中での戦せん闘とうの際、少しでも水の抵てい抗こうを減らすために計算されつくした設計ですの！　いわば人型機械体アンドロイドの進化の必然！」


「それウソだろ」


「っく、証しよう拠こを見せろということですわね」


　タオルにすっぽり隠かくれたミカエルがその場で飛び跳はねた。


「ならば競泳勝負ですわ、この素体ボデイが流動学的にも優すぐれていることをあなた自身の目に焼きつけなさい！」


「……えー」


「ちょっとぉ、なんで不服そうなんですの！」


「悪ぃけど勝負するまでもないんでな」


　腕うで組ぐみし、胸をそらしてミカエルに余裕の微び笑しようを送ってやる。


「言っとくが、俺は水泳にはちっとばかし自信があるぞ。軍学校アカデミーに入る前は、夏休みに毎日プールで泳ぎまくってたからな」


「あらあら、軍用人型機械体アンドロイドをなめないことですわ。競泳用の運動プログラムだって当然にＡＩに入っていますことよ」


「ほう。だが俺はクロールもすげぇぞ。競泳五十メートルでにじゅう──」


「わたくし、五十メートル自由形の自己ベストは七秒ですけど？」


「…………」


　五十メートル七秒。


　それ、イルカとかシャチ並の速度だと思うんですが。


「それじゃあ始めましょうか。ルールは──」


「ちょ、ちょっと待て！……わかったミカエル。お前が中々の強敵であることは理解した。だが競泳だということは、当然に体力の劣おとる俺が不利なことは否いなめない。ここは一つ、俺もハンデをもらおうじゃないか」


「元よりそのつもりですわ」


　既すでに勝利を確信した笑みでミカエルが髪をかきあげる。


「凪、あなた最初から浮うき島しまスタートでいいですわよ。つまり泳ぐのはわたくしの半分」


　……そうきたか。


　内心、俺は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたように眉まゆ根ねを寄せていた。


　ミカエルの五十メートル記録は七秒ジャストで、俺が二十一秒。速度が三倍違ちがうわけだから、本来ならミカエルが俺の三倍の距きよ離りを泳いでようやく互ご角かく。


　距離半分のハンデでまともに勝負できるのか……？


「あなたが勝てば水着の件は水に流しますわ。わたくしが勝った時は水着代を弁べん償しよう──と言いたいところですが、どうせ水着代を払はらえる財力なんてないでしょう？」


「……いい指し摘てきじゃねえか。そのものズバリだぜ」


「そこでわたくしが勝った時は、夏休みのどこか一日、わたくしとデ……じゃなく、ショッピングに付き合ってもらいますわ。女の子のショッピングは荷物の量も多いから持って帰るのも大変なんですの」


「そんなんでいいのか？　いいぜ、その勝負のってやるよ」


　拳こぶしを握にぎりしめて俺は頷いた。


　水着の件は俺もやっぱり負い目があるわけで、それをスポーツ勝負で決着つけるって案をわざわざミカエルが提示してきたんだ。ここは真っ向から受けなくちゃな。


「では早さつ速そく、ユメルダ先生！」


「許可しよう。夏休みらしいお遊び要素も取り入れつつ、軍学校アカデミーの生徒にふさわしい緊きん張ちよう感かんある戦いを期待しているぞ」


　脇わきのホルダーから嬉き々きとして銃じゆうを取りだす先生。しっかし派手な水着に重厚な拳けん銃じゆうってこれ以上ないくらい不ふ釣つり合いだよなあ。


「では双そう方ほう用意しろ。五分後に私の空くう砲ほうをスタート合図とする」





「……というわけだけど、いいんちょ視点でどう思うよ」


　遠浅の海にちょこんと突つきでた小さな浮島。その岸辺で柔じゆう軟なん体操をしつつ、隣となりで双そう眼がん鏡きようを握りしめる男子生徒に聞いてみる。


「俺の勝つ見こみは？」


「ミカエルがどれだけ真しん剣けんかにかかってるな」


　双眼鏡で浜はま辺べの方を見つめるクラス委員長。


「遊び程度のつもりなら五分、割と真ま面じ目めなら苦戦必至、本気なら諦あきらめて白旗を用意した方が手っとり早い」


「……だよな。俺も後から思った。軍用人型機械体アンドロイドの性能は本気でやばいもん」


「それを言うならイリスさんもだろうが」


「いや、アッチは水泳は苦手らしい。『無理して早く泳ぐくらいなら、海の水を全部蒸発させて陸地にして走った方が早いです』とか恐おそろしいこと言ってたからな」


　柔軟体操を終えて岸辺ギリギリに歩いていく俺。


　ちなみに隣の変態男子が浮島側の審しん判ぱんだ。浮島にいる俺がスタート合図前に泳ぎださないかの確かく認にん、そして浜辺側のミカエルがちゃんと浮島にタッチしてから折り返すかの確認をしてくれることになっている。


「だが見ろ、ちゃんと浜辺でお前の応おう援えんをしてくれる男子もいるじゃないか」


　双眼鏡ごしに浜辺を見つめるいいんちょ。


「ホントか？」


「ああ、ちゃんとお前の名前が入った賭かけ券を握りしめてる。配当はミカエル１・１倍なのに対し、お前はなんと４倍だ」


「賭け競泳かよ。ていうか俺、配当高いな。そりゃ応援してくれるわけだよ。ちなみにイリスが持ってる賭け券はどっちだ？」


「イリスさんの券は……『ヒトデ』と書いてあるな」


「意味わかんねぇっ！　ヒトデってさっきのヒトデか？　まさかのヒトデ勝利の結末だけはねぇだろ！」


　……ああ、いけない。落ちつけ俺。


　深呼吸を何度かくり返して心を落ちつかせる。勝負は冷静な者が勝つ。


『二人とも位置についたな？　それでは』


　浜辺からのアナウンスはユメルダ先生の声だ。スタート兼けんゴール地点に派手なオレンジ色のビーチパラソルを立てて、そのすぐ前に立っている。


『始め！』


　高らかに鳴り響ひびく空砲。


　突とつ然ぜんの銃声に驚おどろいた浜辺のカップルが何組かいたみたいだけど、そんなことを気にしている余よ裕ゆうもなく、俺は岸辺を蹴けって海に飛びこんだ。


「ああっ、なぎ先せん輩ぱいがんばって！……え、えっとミカさんも応援してますよ！　どっちも頑がん張ばってくださいです！」


　かろうじて聞こえるシィの応援。


　その一方で、俺はクリアブルーの水面を全速力で泳ぎ進んでいた。ミカエルの様子も気になるけどあえて無視。そっちに気を取られては速度が落ちる。純じゆん粋すいに、自分にできる最速で泳ぎきるだけだ。


　が。


「凪後ろ、後ろです！」


　イリスの悲鳴が、俺の鼓こ膜まくをふるわせた。


　そして同時に聞こえてくる水みず飛沫しぶきの轟ごう音おん。まるで水上艇ていのエンジン音のように力強く水をかき分ける音が伝わってくる。


　……この音、まさか。


「ふっふっふ、凪、まだそんなところを泳いでいるの！」


「げ、ミカエルてめぇ！　もう折り返しかよ、早すぎだろ！」


　浜辺からスタートしたはずのミカエルが、今まさに折り返し地点の浮島をぐるりと旋せん回かいし終わったところだった。ちなみに今は予備で持ってきたらしい軍学校アカデミーの指定水着だ。


　──この速度、こいつ本気だ。


「これでわたくしと一日デート……もとい、ショッピングは確実ですわ！」


「くそ、てめぇ大人げなさすぎるだろ！」


　力のかぎり。否、限界をこえたペース配分度外視の勢いで水を蹴り、両手で水をかき分けて進んでいく。だけど全力での競泳なんていつまでも続くわけもなく、あっという間に真横にミカエルの姿が並ぶ。


　……やば、これは本格的に負けレースの気配濃のう厚こうじゃねえか。


　そう考えてる間にオレンジ色のビーチパラソルがもう目の前だ。砂浜に突き立てられたゴールに、二人でほぼ同時に腕うでを伸のばす。


「さあ凪、そのビーチパラソルはわたくしの物ですわ！」


「は！　俺のも────」


　俺のもの。


　そう叫さけぼうとした直前だった。


　水飛沫で曇くもった視界のなか、偶ぐう然ぜん目がいった沖おき合あいで俺は視線を止めていた。


　──ぱしゃぱしゃと小さな音。


　人が泳ぐにしては飛沫が荒あれてる。かといって魚があんな暴れ方するわけない。極きわめつけは、そこから少し離はなれた場所に浮うかんでいる無人の浮き輪。


　……なんだ？


　……あの無人の浮き輪、それに小さな飛沫も不自然すぎる。


「────」


「や、やった！　やりましたわよ凪、これで一日わたくしとデ……」


　パラソルを摑つかんだミカエルが不意に押おし黙だまる。競泳を中断して沖合を見つめる俺の姿に、彼女もようやく事の異常さに気づいたんだろう。


　……あの沖合まで流された無人の浮き輪。


　……まさか。


「イリスついてこい！」


「あ、凪どこへ？」


「溺おぼれてる子がいる！」


　自分の直感を信じ、俺は裸足はだしで砂浜を駆かけだした。あの小さな水しぶきは、溺れてる子が必死に助けを求めてる合図以外に考えられない。


　──離り岸がん流りゆうか!?


　泳いでた時に突然、海の底から見えない手に足を摑まれた──なんてミステリー話は誰だれだって聞いたことがあると思う。その原因とも言われてる現象だ。


　その正体は、遠浅の海に起きる局所的な引き潮。


　注意すれば肉眼でも波が異常な動きをしてるのがわかるくらい、とにかく急激で異様に強い潮だ。大人でさえ逆らって泳ぐのは不可能なくらいの急流で、何も知らない子供なら十中八九パニックを起こしてしまう。


「くそ、あんな沖合まで」


　みるみるうちに飛沫が遠く、そして小さくなっていく。水すい没ぼつ寸前だ。くそ、今から俺が泳いでいっても間に合うわけねぇじゃねえか。


　刹せつ那な。


「凪、動かないで」


「うぉっ」


　俺の身体からだがふわりと浮いた。


　いつの間に用意したのか。虚こ空くうから構築した大おお鎌がまを手にしたイリスが、その大鎌の柄えの先に俺を軽々と乗せていた。


　ていうか危ねぇ、動いたら鎌で切れるぞコレ！


「凪、あの場所まであなたを飛ばします。すぐに私も追いつきますが、まずはあの子が海中に沈しずむ前に救出してください」


「……普ふ通つうに投げられないのか？」


「野球ボールは手で投げるよりバットで打った方が遠くに飛ぶ理り屈くつです」


「いやその理屈はちが────っっ！」


　轟ごう。と強きよう烈れつな風圧を鼓膜に感じたのは一いつ瞬しゆんだけ。


　直後、イリスが振ふり下ろした鎌の勢いそのままに、俺は水面すれすれを凄すさまじい勢いで飛びこえていった。


　着水。


　さすがイリス、飛沫のすぐ真横まで狙ねらいどおりに飛ばしてくれたか。


「聞こえるか、摑まれ！」


　深い青一色の海面で、かろうじて見えた銀色の髪かみの子に向かって手を伸ばす。意識は？　緊きん張ちように心臓が止まりそうになる思いの中、その子の手が弱々しくも伸びてきて。


「っと」


　その手首を摑み、身体を力ずくで水中から持ちあげてやる。


「…………っ……ぁ……」


「よしよし、もう大だい丈じよう夫ぶだ」


　冷えきった身体でしがみついてくる子。やっぱり、まだ七歳か八歳くらいじゃないか。あんまり密着しすぎてるせいで自信ないけど、この髪の長さは女の子……だよな？


「凪！」


　教官の大声。


　と同時に、はるか遠くの浜辺からイリスの投げた救命具が二つ。狙い違たがわず俺たちの目の前にぽちゃんと落下した。


　……やれやれ。これでひとまず安心か。


「ったく、夏休みのハプニングはこれ一つで十分だぜ？」


　ぐったりと力つきた子を脇わきに抱かかえ、俺は小さく溜ため息いきをついた。ミカエルとの勝負は……


「ミカエル、勝負はまた今度な」


　子供を抱えて爽さわやかに腕をふる俺。


「えっ!?　ちょ、ちょっと待ちなさい！　今の勝負は誰が見てもわたくしが勝ってたはずでしたのに!?」


「いやー、無念だな。俺もハッキリ勝負つけたかったんだけど。まさか、こんな予想外のハプニングがあるなんて。俺も残念で仕方ないよ」


「ずるいですわ──────っっ！」





　浜はま辺べにて。


「あ、ありがとう……」


　まだ心もとない足取りながらも、俺が助けた女の子がふらふらと立ち上がって会え釈しやく。今は持参していた質素なシャツとミニスカートという出いで立ちだ。


「気にすることはありません、可愛かわいらしいお嬢じようさん。俺の名は京きよう命めい院いん卿きよう大だい。あなたを助けた凪のクラス委員長をしています。どうぞよろしく」


「……は、はい」


　っておい、いいんちょ。なんでお前が主役面づらして挨あい拶さつしてるんだよ。その子を見つけたのも助けたのも俺だからな。


「ナギ……お兄ちゃんはナギさんていうの？」


　ぱちくりと目を瞬またたかせて俺を見上げる金きん髪ぱつの女の子。あれ、この子さっき銀髪だったように見えたけど。俺の気のせいか？


　──否ちがう。気のせいじゃなかった。


　女の子が顔を動かすたびに黄金から真しん珠じゆ色いろへ、真珠色から青みを帯びた瑠る璃り色いろへ。その子の髪の色が次から次へと輝かがやきを変化させているんだ。


　喩たとえるなら水みず鏡かがみ色いろ。


　天上の陽ひを通したプリズムのように、光の当たり方で七色に変わる髪色。


　……こんな髪の子いるのか。


「ナギお兄ちゃんありがとう」


　にっこりと微笑ほほえむ女の子。


　……この子、もしかしてすげぇ可愛くないか。


　憂うれいを帯びたように濡ぬれる双そう眸ぼうは鮮あざやかな翡ひ翠すい。背中にかかる長髪はさらさらと風になびき、そのたびに光を反射しては色を移していく。たぶん、普ふ段だんは氷のように透すきとおった銀色なんだろう、そこに光があたって七色に変わるわけだ。


　可か憐れん。


　俺やミカエルですら息を呑のむくらい、目の前の女の子は可愛らしかった。


「お兄ちゃんが助けてくれたんだよね？　ね？」


「ああ。とにかく無事でほっとしたぜ。名前は？　両親とかも心配してるだろうし、探してやるから名前教えてくれないか」


「……サラ」


「そしたらサラ、家族名は？　親おや父じさんの名前でもいいぜ」
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「ううん。今日はわたし一人で遊びに来たの」


　一人で海へ。それで娘むすめが溺れていても両親が姿を見せなかったわけだ。うちも両親が出で稼かせぎだから似たようなもんだ。


「じゃあ、サラそろそろ行くね……あ、そうそう」


　プリーツスカートのポケットから小さな紙を取りだして、そこにインクペンで何やら手早く書きこんでいく彼女。


「はい、これあげる。『おれい』はちゃーんとしなさい、っていつも言われてるから」


「なんだ似顔絵か？　ん、おいおい子供のくせに小切手なんて大人っぽいもの持ってるんだな。ていうかこれゼロいくつあるんだ。１、２、３……７、８…………」


　１６００００００００。


　十六億。


　なんだ、子供のおもちゃ用のお金か。びっくりさせんなよ。


「お兄ちゃん、ソレ持っていけば銀行でお金もらえるの。小切手っていうんだよ」


「おう。ありがとうな」


「えへへ、サラはお金持ちなの。それじゃあね！」


　砂浜を駆けていくサラに手をふる俺。さてどうしよう、こんなオモチャの小切手持ってても仕方ないし。とりあえずポケットにでも突つっこんでおいて──


「ん？　どうかしたかお前ら」


「な、な、なぎせんぴゃい……」


　シィが真っ青な顔で指を突きつけてくる。指先の方向は、俺がひらひら持ってる玩具おもちやの小切手だ。


「じゅ、十六億…………」


「ああ。可愛いよな。俺も子供の頃ころはこんな玩具持ってたもん。しかし今の玩具小切手はよくできてるんだな。銀行印もそっくりじゃん」


「ほ、本物だと思うんですが」


　うんうん、とうなずくいいんちょ。その後ろではユメルダ先生まで同じように訝いぶかしげなまなざしで俺と小切手を見比べていて。


「これが？　ハハ、そんなわけないだろ。あんな子供がこんな大金持ってるわけないし。持ってたとしても俺みたいな奴やつに軽々と渡わたすわけないじゃん」


「……普通はそうですけどぉ」


「だろ？　子供の可愛いお礼だよ。んな真しん剣けんに考えんなって」


　そう言って、俺は玩具の小切手をひとまずポケットに押しこんだのだった。





　　　　２





　夕刻。


　真っ青だった海が燃えるような赤に染まり、雲一つなかった水平線にもゆっくりと暗い灰色が混じっていく時刻。


「十八時か。そろそろホテルに向かうのもいいな」


「おーう。十分遊んだからな」


「もうお腹ペコペコです」


　いいんちょの一言で砂浜を歩きだす俺たち。みんなとっくに制服に着き替がえ直していて、それぞれ荷物やビーチパラソルを手に提さげている。


「ほらイリス、いくぞ」


「えー。今ちょうどヤドカリの親子を見つけたのに。ほらあっちの岩の陰かげ」


「……お前、意外に海好きの才能あるかもな。でも明日あしたも好きなだけ見られるんだぜ、今日のところはお終しまいだ」


　砂浜に座りこむイリスを呼びよせる。


　まっすぐ延びた白い砂浜から整備された歩道へ。最初に俺たちがやってきた駅舎の反対側を数分歩けば、そこはもう俺たちの予約したビーチホテルだ。


「えっと、あの窓が部屋一つだとして……すげぇな、何百部屋あるんだか数えきれない。めちゃくちゃ豪ごう華かなホテルじゃないのか？」


「ふ。伊だ達てに四か月前から予約してないさ」


　眼鏡をキラリと光らせるクラス委員長。


「学生割引と集団割引それに雑誌のクーポンと早期予約割引もろもろを合算し、宿しゆく泊はく代を相場の半分まで落としこんだ。もちろん夕食・朝食付きだ」


「ちょっといいんちょ、ホテル自体はわたくしが見つけましたのよ」


　ビーチパラソルをまとめて五本抱えるのはミカエルだ。


「ただし一部屋につき五名ずつですわ。少々窮きゆう屈くつですが、そのぶんバルコニーから眺ながめる海は絶景という噂うわさ。楽しみですわね」


「おう、俺はとにかく寝ねられれば大丈夫だぜ。さすがに遊び疲つかれた」


　日ひ頃ごろから鬼おに教官に鍛きたえられてる傭よう兵へい科だ。


　とにかくビーチバレーだの競泳だの何時間遊んでも疲れが見えない。一方の俺はクラスを代表するインドア派なわけで、クラスの連中に付き合うだけでヘトヘトだったり。


「では行くか」


　いいんちょに引率されてホテルのロビーへ。


　輝くシャンデリアとホール中央に配置された巨きよ大だいな屋内噴ふん水すい。巨大な待合いスペースには瑞みず々みずしい観葉植物まで。


「これがホテル……」


　屋内噴水が気に入ったのか、イリスはロビー中央をまっすぐ見つめて動かない。


「すげぇな、本当に内装まで超ちよう豪華だし」


「凪、ウチにも大理石の噴水が欲ほしいです」


「……先に謝っておく。悪ぃ、たぶん一生かかっても無理だと思う」


　待合いスペースのソファーに腰こしかける俺。と、ソファーでくつろぐ俺の方へとミカエルが足早にやってきて。


「凪、いいんちょが何を話してるか知ってます？　やけに遅おそいと思って」


「だな。何か話しこんでる」


　受うけ付つけ嬢じようと真剣な表情で向き合っているいいんちょ。ややあって、表情に暗い影を落としたまま待合いスペースへと戻もどってきた。


「…………」


「よ、遅かったないいんちょ。人数多かったから手間取ったのか？」


「……もう少しだけ深刻だ」


　重苦しい顔つきで肩かたをすくめるクラス委員長。


　深刻？　そりゃどういう意味だ。


「予約していたはずの部屋が、なぜか全すべてキャンセル扱あつかいになっていた」


「キャンセル？　どういうことですの！」


「俺もわからん。ただ、一度は予約できていたことはホテル側も確かく認にんしているらしい。それが一昨日おととい、キャンセルの情報で上書きされて電子データが保存されたそうだ」


　予約していたはずの部屋がキャンセルで空室扱い。


　こんな格調高いホテルだもん、空室なんてあればすぐに埋うまってしまうだろうし、そうなると俺たちが泊とまるはずの部屋も他人の予約が入ってしまったわけか。


　……しかし一昨日ね。


　……偶ぐう然ぜんか？　軍学校アカデミーで夏休み前のテストがあった日じゃないか。それにあの日は、イリスが怪あやしげなことを言ってたような。





〝既すでにホテルの電子管理システムに侵しん入にゆうできています。暗号解かい析せきも二分前に成功し、私たちの予約人数の強制上書きも完かん了りようです〟





　まさか。


　まさかとは思うけど、一昨日ホテル側に電子データ異常があったとすれば。


「……なあイリスさん？」


「…………」


　おい、なぜよそよそしくそっぽを向く。


　こら、こっち向け。


「どうやらホテルへの強制侵入時にミスがあったようです。登録するつもりが、うっかり全員分をキャンセルしてしまったのかと」


「やっぱりお前かぁぁぁぁっ!?　てか、機械がうっかりとか言うんじゃねぇよっ！」


「深刻な状じよう況きようですね」


「だから落ちつききった表情で言うんじゃねぇよっ！　あーもう、これまた俺の責任なのか、どうすりゃいいんだよ」


「どうした？」


「いいんちょか……何でもない。単に叫さけびたい気分なんだ」


　どんより落ちこむ俺の隣となり、同じく深々と溜ため息いきをついていいんちょが座りこむ。


「代わりの宿をミカエルが探してくれているが、時期が時期だからな。このホテルの上階もまだ空きはあるらしいんだが」


「上階って」


「スイートルームだ。いわゆる賓客ゲスト仕様の」


　……あちゃぁ。スイートルームってのは、一いつ泊ぱくで何十万もするような別次元の部屋だ。とうてい一いつ般ぱん庶しよ民みんに手が出る部屋じゃない。


「いっそ学園長名義の借金で全員スイートルームに泊まるか」


「推すい奨しようしないな、本気で射殺されるぞ。あのジイさん軍部の元有名スナイパーだ。……やむを得ん、俺の秘蔵イリスさん写真フォルダを開放して小金稼かせぎをだな」


「それは俺が没ぼつ収しゆうだ」


　うーん。


　俺といいんちょが仲良く頭を抱かかえているところにシィが。


「あのですね……なぎ先せん輩ぱい。さっきのですけど、あたしまだ気になってて」


「さっきの？」


「ほ、ほら。サーちゃんから預かった小切手」


　サラのこと？　そういえば玩具の小切手どこにしまったかな。確か制服のポケットのここらへんに。


「ああ、あった。ちょっと皺しわくちゃになってるけど。何ならやるよ」


「……ちょっとお預かりしますです」


　大事そうに受けとるや、小走りにシィがホテルの通路を駆かけていく。向かった先は……銀行の現金預かり機キヤツシユデイスペンサー？


「もしかして、です」


　おそるおそる現金預かり機キヤツシユデイスペンサーの読み取り部分に小切手をあてる。待つことしばし。


　チン


　涼すずしげな音を立てて現金預かり機キヤツシユデイスペンサーが起動した。


「……本物です」


「………………………………はい？」


　さっきの小切手が本物。


　いやいや待ってくれ、だってサラが普ふ通つうにポケットに入れてただけの奴だぞ。厳重な鍵かぎ付きトランクケースで管理とかもしてなかったし。


　しかも書かれてた金額は十六億とかいう謎なぞの数字で。


「シィ本当か、本当に本物なんだよな!?」


「は、はいです！　どど、どどうしましょう。小切手だから一部引き落としができないんです。全額ここで引き落としますか」


「おう。…………あ、ま、待ってくれ！」


　その小切手さえあればホテルのスイートルームなんて目じゃない。だけど、本当に俺がそんな大金を受けとって良かったのか？　両親の大事な小切手を勝手にサラが持ちだしたって可能性もあるんだから。


　……だけど。


　……俺と俺のクラスメイトが、今日泊まるホテルが見つからずに困っているのも事実なわけですよ。このままじゃ全員で砂すな浜はまに野宿になりかねない。


「ああくそっ、どうすんだよ。この小切手使っちまうぞ!?　本当にいいのかよこんちくしょう！　あのサラって子にとんでもないもの押しつけられちまった！」


「わたしがどうかしたの？」


「だから小切手本当に使っ──────あれ」


　俺の対面に、にこにことソファーに腰かけている少女。氷のように透とう明めいな銀ぎん髪ぱつの髪かみの毛をした可か憐れんな容姿で。


「サラ？」


「うん。お兄ちゃんたちも同じホテルだったんだね！」


　ソファーのクッションが気に入ったのか、彼女が楽しそうに身体からだを弾はずませる。


「お兄ちゃんの部屋どこ？　サラ、遊びにいきたいな！」


「お、おう。それはもちろん構わないんだけど…………ええと、ところでさ、あの小切手はどうしたのか聞いていいか。親おや御ごさんはサラの小切手のこと知ってるのか」


「ううん知らないよ」


「……と思ったよ。てことはお金のことも」


「だって小切手の支し払はらい先はサラの口座だもん。サラが貯ためたお金だから、サラが何に使っても大だい丈じよう夫ぶでしょ？」


「これ、サラが貯めた金なのか!?」


「そうそう。ねね、それでそれで、お兄ちゃんのお部屋はどこ？　遊びに行きたいの！」


　無む邪じや気きな笑え顔がおでもってサラが顔を近づけてくる。さあどうする俺。噓うその部屋言ったって、遊びに来られたんじゃバレるだけだしな。


　いっそ、本当のこと話しちまうか。


「悪ぃサラ。実は俺たちホテルの予約できてなかったんだ。それで別のホテル探してる間、ここで休きゆう憩けいさせてもらってるだけ」


「……え」


「だから、ホテルもどこに決まるやら」


「それじゃあサラ、お兄ちゃんの部屋に遊びに行けないの？」


　彼女がきょとんと目を丸くする。


「まあそうだな。あとさっきの小切手だけど──」


「なら、サラのお部屋貸してあげる！　サラもこのホテルに泊まってるもん。それならお兄ちゃんと一いつ緒しよに遊べるんだよね。ね？」


「……あー。気持ちは嬉うれしいけど俺たちクラス全員で来てるからさ。四十人近くだし」


「そこの従ボ業ー員イさーん。こっちこっち！」


　って、言ってる間に従ボ業ー員イさん呼んじゃったよこの子。


「従ボ業ー員イさん、この人たちの荷物全部、ホテルのスイートルームに運んでください」


「いやいやいやいや、待つんだサラ。最上階スイートとか俺ら代金払えない」


「えへへ、サラに任せなさい」


　にんまり笑顔で胸を張り、サラはこう続けた。


「最上階のお部屋、フロアごとサラの貸しきりだから平気だよ」


　…………


　…………最上階スイートルーム、一フロア貸しきり？





　十分後。


　まばゆい照明に包まれたホテル最上階のホールに俺は立っていた。


「これ夢か？」


　厳かな濃赤ワイン色の絨じゆう毯たんが敷しきつめられた床ゆか。天てん井じようから横よこ壁かべまで磨みがき上げられた大理石で、頭上には色とりどりのシャンデリア。


　──誰だれもいない。


　──最上階、立っているのは軍学校アカデミーの生徒である俺たちだけ。


「驚おどろいたな。ホテル最上階の貸しきりだなんてそうそう経験できないぞ」


　つっ、と大理石の横壁に指先をあてるユメルダ先生。


「あの……先生これどうします？」


「どうしますも何も、結局どのホテルも予約でいっぱいだ。この厚意に甘えるか、でなければ砂浜で野宿の二に択たくだろうが」


「まあそうですけど」


「傭よう兵へいの仕事には政府要人の護衛もある。政府要人が世界各国に招待されて利用するのがホテル最上階だ。こうしたホテルの構造を学んでおくのも経験になる」


　針のように細い煙草たばこを燻くゆらせながら、ユメルダ先生。


「しかしあの娘こ、出身は帝てい国こくの外かもわからんな」


「帝国の外っていうと」


「サラという名前の音調イントネーシヨンがな。機会があれば出身と年ねん齢れいを聞いておけ。どうやらお前に一番懐なついているらしいからな。ほら、噂うわさをすれば」


　ユメルダ先生が顎あご先で示す方向、広い通路をまっすぐ小走りに走ってくるサラ。天井の光を受けて、今は水みず鏡かがみ色いろの髪が鮮あざやかなレモン色に輝かがやいている。


「お兄ちゃん、ほらこっちこっち！　こっちがお兄ちゃんの部屋だよ！」


「あーわかったわかった。わかったから」


　手を引っぱられるまま俺も歩きだす。


「お兄ちゃん以外の人はみんな大おお騒さわぎだよ。今夜はフロア貸しきりで打ち上げだーって」


「順応はぇぇな」


「そして宴えん会かい場はお兄ちゃんの部屋」


「ですよねえええええっ！　くそっ、あいつら勝手に人の部屋で騒ぎはじめて！」


「ねえ紗しや砂さも！　紗砂も一緒に遊びたいよ！」


　しがみついてくる彼女。やれやれ。イリスといい、いつから俺はクラスの子守担当になったんだかね。


　……いやまて、今なんか違い和わ感かんあったぞ。


「シャサ」


「え？」


「なあサラ、いま自分の名前なんて呼んでた？」


「どしたのお兄ちゃん。サラはサラだよ。いつもそう言ってるもん」


「……あ。じゃあいいんだ。別に大したことじゃないし」


　俺の聞き間ま違ちがいか？


　シャサ。


　……シャサねえ。


　あれ、俺どこかでその名前聞いたことあったような気がする。


　どこでだっけかな。
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「凪なぎ、起きてください凪」


「…………」


　眠ねむ気けの残るまぶたを開くと、そこには俺の肩かたをゆするイリスの姿。いつもどおりの日常というか、ここ最近じゃすっかり慣れた光景だ。


　……あー、いいよな人型機械体アンドロイドは眠らなくて平気なんだもん。


「ねえ凪。凪ったら」


「ん、あと五分だけ……」


「遅ち刻こくしますよ」


「マジか！　そりゃヤバ──────あれ」


　がばっとベッドの上に跳はね起きて目を見開く。バカみたいに広いリビング。でっかいソファーにテレビに、よく見たら俺が立ってるベッドだってシングルなのに二人も三人も寝ねられるくらい大きい特注品だ。


「……俺の家、こんなに豪ごう華かだったっけ」


「スイートルームです。サラちゃんから借りた部屋だったかと」


「………………ああ」


　だんだん昨日のことを思いだしてきた。


　そうだ。海で溺おぼれてたサラって子を助けて、そのお礼に本物の小切手とホテル最上階のスイートルームを貸してもらったんだっけ。


　そしたらクラスの奴やつらが俺の部屋に押しかけてきて夜通し大騒ぎで……


「っつぅと、この軽い頭痛はそのせいか」


「凪、昨晩はずっと怒ど鳴なりっぱなしでしたから。ジュースを床にこぼすな、お菓か子しクズをベッドにこぼすな、皿を割るな、電子レンジは食器乾かん燥そう機きじゃねえ、って」


「……最後の二つはお前のせいだろ」


　クローゼットに掛かけていた学生服をとりだす。真夏の時期だからインナー一枚でもいいんだけど、どうにもこれがないと落ち着かないからな。


「で、いいんちょやミカエルその他は？」


「サラに案内されて特別ラウンジの食事にいきました。まだ間に合うと思いますが……」


「ふーん」


　イリスの口調がいつもより歯切れが悪い。


　その意味をしばし考えて……次に、このリビングに漂ただようほのかな臭においに気づいた。何かが焦こげたような刺し激げき臭しゆう。


「もしかしてお前、夜中のうちに俺の朝飯を作ろうとしてたのか」


「ぎくっ」


「だってお前エプロン姿だし」


　何より、厨ちゆう房ぼうの照明が点ついてて換かん気き扇せんが回りっぱなしだ。


「あ、い、いえ、これはですね……凪が寝ね坊ぼうして特別ラウンジのご飯が食べられなかった時の代用といいますか。せっかく間に合いますので凪も特別ラウンジで食事を」


「俺の朝飯作ろうとしてたんだよな」


「………………はい」


　もじもじとエプロンの端はしっこをつまんでイリスが頷うなずく。で、この焦げた臭い。つまりはそういうことだ。


「新作のバナナラーメンと伊い勢せエビアイスを調理してみたのですが……」


「焦がしたな」


「いえ、炭になりました」


「……そうか」


「……そうです」


　しょんぼりと肩を落とす我が家のダ家メ政イ婦ド。そしてイリスさん、頼たのむから普ふ通つうのオムレツとかベーコンエッグとか作ってくれませんかね。


「わかった、それ持ってこい」


「え」


「俺の朝飯はそれでいい。飯の無む駄だはよくないし、家メ政イ婦ドの作った飯を責任持って食うのも所有者の務めだ」


「……で、でも。本当に炭ですよ」


「いいから持ってこい」


「は、はい！」


　慌あわてて──そして、少しだけ嬉しそうに──イリスが厨房へ全力疾しつ走そう。と思いきや、厨房のすぐ目の前で急停止。


「ねえ凪」


　ゆっくりと。


　言葉の意味を一つ一つ確かく認にんするような間を空けて、彼女は俺の名を呼んだ。


「なんだよあらたまって」


「……凪は、理想の女性に一番大事なものは何だと思いますか」


「は？　どうしたよ突とつ然ぜん、んな意味深な質問」


「昨日、打ち上げの時に女子グループで盛り上がった話題です。恋話コイバナというものの中で、皆みなさん一様に『だーかーらーオンナは中身が大事なのよ中身！　男ってばすぐ顔だのムネだのに釣つられるじゃない、ほんとわかってないわよね！』と仰おつしやっていました」


　あー、そういえばそんな話題あったな。


　夜ふけも夜ふけ。全員ほぼテンションがおかしくなってた時で、片思いの男子がみんなの目の前で告白して玉ぎよく砕さいとかしてたっけ。


「一方で、男性に求めるものは最低限の見た目と安定した年収そして最後に包容力というユメルダ先生の熱弁で女子一同は合意したわけですが」


「……正直だなおい」


　まあ、それを受けて男子側も「女は性格と料理の腕うで前まえ」派と「いやいや、やっぱり外見は大事だろ」派が大論争を繰くり広げたわけだ。あいにく俺は、部屋の片付けに追われて最後まで議論に参加できずにいたけれど。


「それで凪は」


「ん？　ああ、そうだったな」


　女に求めるもの？　うーん、そんなの真しん剣けんに考えたこともないよなあ。つぅか俺、どっちかというと恋話より趣しゆ味み話で盛り上がるタイプだし。


「そういうのはいいんちょに聞いてくれ。俺の苦手な分野だ」


「じゃ、じゃあ！　凪はどういう女の人が好きですか」


「……いきなり言われてもなあ。じゃあ逆にお前はどうなんだよ」


「ふぇ？」


「質問するからにはお前から先に言うのが筋だろ。人型機械体アンドロイドのお前は、どんな人間が好きなんだよ」


「…………え、ぇ、あ、……ぁぅ……」


　見る見る顔を真っ赤にしていくダ家メ政イ婦ド。あ、まずい。どうも話題が複雑すぎて処理限界を突とつ破ぱしてしまったみたいだ。


「……ぁ……ぅぁ……っ、っ…………わ、わたし……」


「ああもう、わかった！　俺が悪かった！　だから落ちつけ、今の質問は取り消しだ取り消し。さっさと朝飯の準備をしてくれればそれでいいから！」
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「……ぐすん。凪のいじわる」


「だからなんでだよ、俺だって同じ質問されたんですけどね!?」


　同じ質問を返しただけなのに、これじゃ俺が泣かしたみたいじゃないか。


　と。


　廊ろう下かから賑にぎやかな笑い声と足音が。


「凪、いるか。いてもいなくても入るぞ」


「俺のプライバシー完全無視かよ。……おう、サラまで一いつ緒しよか」


　いいんちょに肩車されてるサラ。


　服装は相変わらず無地のシャツとプリーツスカートという質素な恰かつ好こうだけど、きらきら光を反射する水みず鏡かがみ色いろの髪かみといい整った愛らしい顔立ちといい、まるでおとぎ話から飛びだしてきた妖よう精せいのような雰ふん囲い気きだ。


「凪おにいちゃんおはよ！　いいんちょさんすごいんだよ、朝からコックさんの作る特製巨きよ大だいオムレツ四つに食パン三枚とリンゴ二個も食べちゃったんだから」


「ああ、絶品だったな。まさに至高の朝食だった。逆にサラちゃんはアップルジュースだけだったが大だい丈じよう夫ぶか？」


「サラは小食なんだよー。それより早く早く、今日はスイカ割りとビーチバレーだよ」


　いいんちょの頭の上でサラが手招き。ということはつまり、今日一日は俺らと一緒ってことか。


「凪、まだですの！」


「今度はミカエルか。あれ、お前もう水着かよ」


「もちろん。当然ですわ」


　水着の上にフード付きラッシュガードを羽織ったミカエル。


　ラッシュガードの下はそのまま素す足あし。それにビーチサンダルという姿だ。しかしまあ、人型機械体アンドロイドのはずなのに、コイツがこういう服装すると似合ってるんだよなあ。


「凪、今日はサラさんの為ために尽つくしなさい」


「はい？」


「聞けばサラさん、ご家族がいないそうですの。ご両親が生前暮らしていたご実家がこの近くにあって、今回はその家のお片付けのためにやってきたそうですの。だから海に来ても一緒に遊んでくれる人がいなかったそうですわ」


　あ、なるほど。


　俺がいろいろ訊きく前にミカエルが確認してくれてたってわけか。


「サラね、毎年ここに来てるの。年に一回のお家のお掃そう除じ」


「若いのにご立派ですわ。わたくし大変に感動いたしました。サラさんの真心の一億分の一でも凪にあれば、わたくしの心労も少しは和やわらぎますのに……」


「俺、そんなにヤバイ奴かよ!?」


「いいこと凪。普ふ段だんの悪行を少しでも恥はじる気持ちがあなたにあるなら、今日一日はサラさんと遊んであげなさい。それがあなたの責務です」


「…………ツッコミどころは色々あるが、まあ、構わないぜ」


　どうせイリスの面めん倒どうを見なくちゃいけないんだ。それが一人から二人になっても大した負担じゃないだろうし。


「ところでイリスどこいった。いいんちょ知らない？」


「ついさっき、『消火器はどこですか!?』と叫さけびながら廊下に出て行ったぞ」


　……おい。


　……まさかまたやったのか。


　厨房からもくもくと立ちのぼる黒こく煙えんを眺ながめ、俺は心の底から溜ため息いきをつくことにした。


「誰だれか、俺の心労も和らげてくれねぇかな」
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　どこまでも透すきとおった鮮あざやかな青。


　寄せては返す白波は心ここ地ちよい潮しお騒さいをこだまさせ、白の砂すな浜はまは太陽の熱を受けてキラキラと輝かがやいている。


　が。


「……はぁ……っはあ、もう……砂は見たくねぇ」


　手にしていたスコップを放ほうり投げ、俺はビーチパラソルの影かげに倒たおれこんだ。


「凪おにいちゃん、へいき？」


「息するのも辛つらいけど、かろうじて生きてるぜ」


　心配そうに見下ろすサラに何とか返事。


　あいたたた。肩かたと腰こしが痛い。半日ずっとスコップで砂を掘ほり返してた反動で全身すっかり筋肉痛だ。


「凪、おつかれさまでした」


　水着姿のイリスがトレイに何かを載のせてやってくる。


「シィがホテルの売店で果物くだものを買ってきて、それでフルーツポンチを作ってくれました」


「おー、いいね！　一つサラにやって、俺の分はそこに置いといてくれ……動けるようになったら食べるから」


「冷たいうちに食べる方が美お味いしいそうですよ？」


「……だから、全身筋肉痛で動けないのは誰のせいだと思ってるんだよ。お前が機き神しんの力で思いっきり野球バットを振ふり下ろすから」


　午前中のスイカ割り。


　事の発ほつ端たんは、イリスの写真を撮とりたがったいいんちょが、スイカ割りの役をイリスに任せたことが元げん凶きようだ。


「スイカ、破は裂れつどころか消しよう滅めつしたからな。おまけに砂浜に巨大なクレーター作りやがって。俺があのでっけぇ穴をスコップで埋うめるのに何時間かけたことか」


「ち、違ちがいます！　あ、あれは……いいんちょさんが思いきり叩たたいていいよって。ほら、おわびに私、この綺き麗れいな貝かい殻がらを凪にあげちゃいますから！」


「……俺が必死にクレーターの穴埋めてた時に貝殻拾いかよ」


　イリスの差しだしてきた貝殻をじっと見つめる俺。と、それを横で眺めていたサラがくすくすと微笑ほほえんで。


「お兄ちゃんとイリスお姉ちゃん、仲いいんだねー」


「はい。一つ屋根の下で仲なか睦むつまじく暮らしてます。ふつつかながらも完全家政婦機関パーフエクトメイドアームズたる私としましては、凪と二人っきりの水入らず生活を今後も────」


　おい待て。


　なぜ俺のかわりに答えてやがるんですかイリスさん。しかも微び妙みように勘かん違ちがいされそうな言葉をわざと選んでるだろ。


「イリスお姉ちゃんは人型機械体アンドロイドなの？」


「人型機械体アンドロイドに間違いはありませんが、正確には不完全神せ……むぐぐっ」


「そうそう！　ただの人型機械体アンドロイド、俺ん家ちの家メ政イ婦ドロボでさ。家の近くに廃はい棄きされてたのを拾ってきて俺が修理してやったの！」


　あ、あぶねえ……


　間かん一いつ髪ぱつでイリスの口元を手でふさぐ俺。


　禁きん断だん水すい晶しようの洗礼を受けてイリスが不完全神性機関に進化した。それは既すでにクラス全員が知ってる事実だ。軍学校アカデミーの教官は一人残らず知ってるだろうし、噂うわさ話ばなしを聞きつけたっていう他学年の先せん輩ぱいたちもいる。


　──だけど、軍学校アカデミーとは無関係の子にまで広めるのは色々とまずいよな。


　──周りが知ってるもんだから俺もつい油断してた。


「でも、さっきのスイカ割りの時にすごいパワーで」


「ああアレね！　いやぁ修理の時に調整間違えてさ。おかげで腕わん力りよくだけはバカみたいに強化されちまったの。とんだ笑い話だろ！」


　イリスの事を広めたくないってのは、不完全神性機関の力を悪用しようなんてバカげたことを考える輩やからが現れるのを防ぐためだ。


　……ミカエルにも言われたもんな。


　帝てい国こく司令部が、「感謝の儀ぎを執とりおこないたい」って書いた電報フアツクスに日付も場所も書いてなかったのはそれが理由かもしれないって。


「えっと……イリスお姉ちゃんは人型機械体アンドロイドで、凪お兄ちゃんがイリスお姉ちゃんを修理したんだよね？　わっ、凪お兄ちゃんすごーい！」


「まあな、機械技術なら任せとけ。人型機械体アンドロイドの修復から家の浄じよう水すい器きまで直せるぜ」


「でも傭よう兵へいさんの学校に行ってるんだよね？」


「……それは言うな、頼たのむから」


　そうなんだ。


　悲願だった機械工学科への転入は、たぶんもう叶かなわない。


　幽ゆう幻げん種しゆの観測システムが組みこまれたイリスは、無意識のうちに幽幻種を探しだしてしまう。そんな傍はた迷めい惑わくな人型機械体アンドロイドを家メ政イ婦ドにすると決めたんだ。


　──否いやが応でもやるしかないんだよ。


　俺には、我が家のダ家メ政イ婦ドを幽幻種から守るって義務がある。


「おい凪、まだ休んでるのか」


「まったくもって見苦しい。普段の訓練を疎おろそかにしてるからですわ」


　ラッシュガードを羽織ったミカエルといいんちょ。


　そういやクラスの連中は素す潜もぐりにいってたもんな、身体からだに水すい滴てきがついてるのはそのせいか。


「……体力バカのお前らと一緒にすんな。俺は繊せん細さいなんだってば」


「繊細と貧弱をはき違えては困りますわ」


　あきれ顔でミカエルが腕うで組ぐみ。


「ま、ど、どうしてもと言うのなら……その、軍隊で習ったマッサージくらいしてあげても構いませんことよ？」


「やだ。お前のマッサージ痛そうだし」


「……へらず口を叩けるくらいは回復したようで何よりですわ」


　眉まゆをひきつらせるミカエルが、後ろ手に持っていた空あき缶かんを無言で差しだしてきた。その相手は俺。じゃなくてイリスか？


「？　なんでしょう。缶の中に紙切れが入ってますが」


「バーベキュー担当。肝きも試だめしお化け担当。夜の宴えん会かい買い出し担当。自分のお仕事をクジで選ぶことにしました。イリスさん、あとはあなただけですわ」


「あれ？　俺もまだクジひいてな──」


「もう一枚しか入っていないようですが」


「だってあなたが最後ですもの。残り物には福があると言うでしょう」


　砂浜に寝ねそべる俺を完全放置して話をすすめる人型機械体アンドロイドたち。


「クジに『お化け』って書いてあります」


「では、イリスさんはバーベキュー後の肝試し実行部隊ですわ。役目は後ほど説明します。それで凪。あなたのお仕事についてです」


「おう。どうせイリスの監かん督とく役っつぅオチだろ」


「ハズレ。あなたも肝試し担当ですが、サラさんと一いつ緒しよに肝試しコースを回る役ですわ」


　視線で少女を示すミカエル。


　なるほど。徹てつ頭とう徹てつ尾び、俺がサラのお守もりってわけだ。


「サラさん本人のご指名ですわ」


「俺が？」


「そーだよ！　サラね、凪お兄ちゃんと一緒がいいってお願いしたの。そうしたらミカエルお姉ちゃんがおやすいご用ですって！」


　俺の手をとってブンブンふりまわす少女。さすがにな、こんな小さい子のお願いは断れないか。ミカエルはサラの境きよう遇ぐうに同情してるし、余計にサラのお願いを聞いてやりたい心境なんだろうな。


　で。


「…………なーぎー」


　イリスさん、そんな訴うつたえるような目で俺を見ないでください。そして無言で俺の制服の裾すそを引っぱってくるのも禁止です。


「私だって凪と一緒に肝試ししたかったのにぃ……」


「そうは言うけどな、『お化け』班を引いちまったくじ運の悪さを恨うらんでくれ。ちゃんとお化け役やってりゃ見に行ってやるから」


「……ぐすん」


　手て渡わたされた幽ゆう霊れい衣い装しようを恨めしそうに見下ろすイリス。


「これで全員分の役が決まりましたわね」


　腰に手をあてるミカエルが満足そうに胸を張る。


「肝試しの舞ぶ台たい設計はわたくし主導。準備ができたら合図しますわ」


「いいぜ。しっかし肝試しか」


　にやりと挑ちよう戦せん的なまなざしで見上げる俺。


「俺を相手に肝試しとは運がないな。こう見えても立派な理系人間。ゴーストだの霊だのにはちぃっとばかし耐たい性せいがあるぜ」


「あらあら、泣いて逃にげだしても知りませんからね」


　対するミカエルもまた余よ裕ゆうの笑みを崩くずさない。なるほど、自分から肝試しの舞台設計を引き受けるからには相応の自信があるらしい。


「上等だ。子供だましのトリック、片かたっ端ぱしから見破ってやるよ」


「ええ、あなたが泣き叫さけぶ姿をしっかりビデオ撮さつ影えいしてさしあげますわ」


「ふっふっふ……」


「ほっほっほ……」


　バチバチと火花を散らす俺たち。


　と。


「だが凪、お前そんな寝そべった恰かつ好こうで肝試しに参加する気か？」


　事の顚てん末まつを眺ながめていたいいんちょが、ぽつりと思いだしたように呟つぶやいた。


「全身筋肉痛で起き上がれず、地面を這はいずって肝試しに参加か。いい趣しゆ味みだな」


「やだ、不気味ですわ……」


「そんな凪お兄ちゃんやだよ……」


「凪が一番怖こわいです……」


「うるせぇ痛いもんは痛いんだよ！　くそ、お前らわざわざ口合わせやがって！」


　哀あわれな生き物でも見るような表情の四人を追い払はらう。


　……くそ。


　どこかに俺が休息できる無人島でもないのかよ。
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　夜の浜はま辺べ。


　昼間はあれだけ綺麗に透とう明めいがかっていた海も、今は墨すみでも垂らしたように艶つややかな黒一色に染まっている。


　かわって輝かがやくのは頭上の星明かりだ。


　……さっすがによく見えるよなあ。


　夜でも光があふれてる都会と違って、ここは星明かりを遮さえぎるものがない。せいぜい遠くにホテルの明かりが見えるくらいだもんな。


「ねね、先輩！　蛍ほたる座ざが綺き麗れいに光ってますですよ」


　小さなうちわを持ったシィが身を寄せてきた。昼間の強きよう烈れつな水着姿から一点、今は藍あい色いろの浴衣でしっとりと着き飾かざっている。


「ん、どれだ」


「ですからアッチです。東の先が頭で、その反対のキラキラ光る星群が蛍のお尻しり。光り方が蛍そっくりです」


「……見分けがつかねぇ。シィは星座詳くわしいんだな」


「えへへ、星ほし占うらないは女の子の基本スキルです」


　振ふり袖そでを持ちあげてシィがくるっとその場で一回転。


「お、よく見たら帯が蝶ちよう々ちようみたいにヒラヒラしてんのか」


「そうそう、そうなんです！　あたしが動くと、その反動で帯が浮うかび上がるんです。蝶々が飛んでるように見えるっていう特製帯なんですよ！」


　満面の笑みで彼女がガッツポーズ。


「よかった……。ちょっと胸がきついけど浴衣にして大正解」
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「ん。どうした」


「な、なんでもないですよ！　何気ない感じでアピールしたいとか、勝負浴衣で夏の海を一歩リードとか、そ、そんなつもり一いつ切さいないですから！」


「？　勝負浴衣？」


「……いえ、いいんです！……なぎ先せん輩ぱいは、ありのままでいいんです。乙おと女め心ごころに敏びん感かんななぎ先輩なんて逆に不安になっちゃいますから」


　はぁ、と疲つかれた表情でシィが溜ため息いき。


「唯ゆい一いつ残念なのは、夜ごはんがバーベキューだったことです」


「なんでだ？　シィが焼いてくれた肉めっちゃ旨うまいって評判だったじゃんか」


　バーベキュー担当班のシィとは思えない発言だ。


　野菜も肉もとにかく新しん鮮せんで、極きわめつけはいいんちょが素潜りで取ってきたハマグリだ。それをシィの特製ソースと合わせた鉄板焼きがまさに絶品。そのまま一流ホテルの料りよう亭ていにだって出せるんじゃないかってくらい評判だった。


「あれはあたしの腕じゃなくて、買い出し班の買ってきてくれた具材が新鮮だったからですよ。鉄板焼きは、食材の新鮮さで五割くらい評価が決まっちゃうです」


「残りの五割は？」


「場の雰ふん囲い気きです。みんなで一緒に焼いて食べる、バーベキューはそれだけで十分美お味いしく感じられるものですから」


　ああ、それすげぇわかる。


　俺らみたいな一いつ般ぱん人はたぶん、繊細な味付けの善し悪しなんて二の次なんだ。一人で食べるカレーなんて味全然感じないかわりに、キャンプでワイワイ言いながら食べるカレーなんて最高の旨さだし。


　でもそれが、料理人志望のシィには複雑に感じられるんだろう。


「でも大だい丈じよう夫ぶです。あたしもまだまだ修しゆ行ぎよう不足なのも事実。あたしは諦あきらめませんです！」


「おお、すげぇ迫はく力りよく」


「当然です！　だから先輩……も、もし良かったら今夜……あ、あたしと……ええと、二人っきりで夜の浜辺を……」


「さあさあ！　肝試しスタートですわよ！」


　ミカエルの宣言が、何かを言いかけていたシィの呟きをかき消した。


「この砂浜をずっと向こうに行くと、肝試しの名所として地元で人気の廃はい屋おくがありますわ。今回はその廃屋の入口からスタートして、また同じ入口から出てくるコースを設定していますわ。組み合わせは先ほどクジで決めた男女一名ずつのペアで、一組目がスタートした五分後に二組目が出発。簡単でしょう？」


「よおミカエル、ずいぶん気合い入ってるじゃねえの」


「程ほど々ほどにはね。ま、楽しんでらっしゃって」


　シィと同じでミカエルも浴衣。ただ、こっちは怖いくらい真っ白で何の模様もない。まるで病院の患かん者じや服みたいな恰好だ。


「ふふ。凪、サラさんを置いて一人で逃げださないように」


「言うじゃねえか。これで小学生のお遊ゆう戯ぎレベルだったら腹抱かかえて笑ってやるからな」


「そちらこそ、せいぜい……あらシィ？　どうしました、そんな落ちこんだ顔でしゃがみこんじゃって」


「いえ。いいんです。…………あたしのばかばか。こんな時に先輩に大事な話したって、途と中ちゆうで誰だれかが入ってくるに決まってるのに」


　がっくりとうなだれるシィ。


「……あたしのことは気になさらず。夜風に当たりたい気分なんです」


「あらそう？　では皆みな様さま始めましょう。まず一組目から順に、砂浜の奥へ歩いていってくださいな」


　街明かりからも外れた砂浜。


　一組目が砂浜をまっすぐ奥へ歩いていくけど、数十メートルもしないうちに二人の影かげが夜の暗くら闇やみに紛まぎれて見えなくなる。


「二組目、スタートですわ！」


　ミカエルの合図で二組目がスタート。もうとっくに一組目の姿は見えなくなってて、その足あし跡あとも波に攫さらわれて消えている。


「廃屋ねぇ。サラは行ったことあるか？」


「ううん。サラも初めて。だからすっごく楽しみ！」


　拳こぶしをぐっと握にぎる少女。へえ、肝きも試だめしスタート前から怖がっちゃうかなとも思ったけど、案外そういうのには強いのか。


「三組目、スタート！」


　そうこうしている間に三組目。俺らは五組目だから次の次だよな。そろそろ準備しておくか。ええと持ち物は廃屋の簡単な地図と、あとは懐かい中ちゆう電灯が一人一本。


「サラ、懐中電灯持ったか」


「はーい」


　お祭りでも売ってる小さくて細い懐中電灯をサラがふりまわす。


「四組目が終わって……次、五組目。出番ですわよ」


「おっ。もう順番か」


「しゅっぱーつ」


　足あし下もとを懐中電灯で照らしながら夜の砂浜を進んでいく俺たち。


　んーと、今のところはただの砂浜だよな。天上は星が綺麗だし、波の音も穏おだやかで心ここ地ちいい。肝試しのコースどころか、親密なカップルが一いつ緒しよに歩くようなスポットだ。


「風が気持ちいいねー。サラ、潮風って初めて」


「そうだな。昼の熱っちぃ風も夏らしくていいけど、夜の涼すずしい風も悪くないな」


　そこまで反射的に返事して────


　ん？


　潮風が初めて？　でもサラは地元の出身なんだよな。潮風が初めてっつぅのは……夜風が初めてってことか。


　小さな違い和わ感かんが頭をよぎるも、俺はそう納なつ得とくさせることにした。


　……辺りに人影なし、か。


　……せっかく二人っきりだし、ユメルダ先生から訊きけって言われたこともあるもんな。


「サラは、いつもこの海の近くで暮らしてるのか？」


「ううん。もっと南の方だよ。綺麗な教会がたくさんあって、たくさんの人たちがお祈いのりしたり歌を歌ったりしてるところ」


　笑え顔がおで首をふる少女。


「さあ、どーこだ？」


「この南の教会ね。俺ってば地理は弱いんだよ。んと、有名どころだとネシリス宝院とか帝てい国こく拝堂とかか？」


「ブーっ。ネシリス宝院は帝国の東とう端たん、帝国拝堂は帝国の西せい端たんだよ」


　外れて怒おこるどころか、サラはますます嬉うれしそうな表情だ。


「わかる？」


「南……ああ、わかったぜ！　南なん端たんの山脈沿いにゼア大教会があった。あれだろ」


「ブブーっ。ゼア大教会は南だけど、あれは普ふ通つうの聖歌隊みたいなグループだもん」


「外れって割には詳しいな」


「そりゃあ、サラはそういうお仕事してるもん。世界中の教会の名前と場所くらい頭に入れておかないと」


　タンッ、と砂を蹴けってサラがスキップ。


「じゃあ大ヒント。ゼア大教会よりももっと南の場所でーす」


「もっと南？」


　ちょっと待て。そりゃおかしいぞ。


　世界地図じゃ、帝国領の南端がゼア山脈に指定されている。その山脈にあるゼア大教会よりも南だなんて、そうしたら帝国領を飛びこえることになる。


　帝国よりも南方の……国家？


　そう訊かれ、まず真っ先に挙がる国といえば。


「お兄ちゃんの考えるので正解。サラはね、エルマリア神教界で働いてるの」


　水みず鏡かがみ色いろの髪かみを夜風になびかせて少女がふり返る。


「じゃあ遠路はるばるか」


「うんうん、すっごい時間かかったんだから。国境越こえるのも審しん査さ証しようが必要だし」


　エルマリア神教界。


　北の帝国、西の武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くにと並ぶ世界の三大国家の一つだ。帝国が機械国家なら、エルマリア神教界はさしずめ信しん仰こうの国だろう。


「だから綺麗な教会がたくさんあるって言ってたのか」


「そうだよー。エルマリア様の名前はお兄ちゃんも知ってるでしょう」





　エルマリア。


　世界で最初に禁きん断だん水すい晶しように接せつ触しよくしたっていう伝説の聖女。





　世界の守護神たる禁断水晶を崇すう拝はいするエルマリア神教界。


　そこでは帝国のように兵器で幽ゆう幻げん種しゆを倒たおすのではなく、禁断水晶の力を特とく殊しゆな祈りと術式によって発現させる技術が進んでいるって言われてる。


　……ていうことはもしかして。


　……サラも、その教会で禁断水晶の秘術を学んでたりするのか？


　幽幻種と戦うため、帝国とエルマリア神教界は互たがいに同盟を結んでる。だけど実際は、お互いに相手の懐ふところを探さぐりあってる状じよう況きようなんだよな。困ったことに。


　エルマリア神教界は帝国の機き神しんを。


　そして帝国は、エルマリア神教界が有する禁断水晶の秘術を探りあってる。


「じゃあ帝国に戻もどってくるのも大変だったんじゃないのか？」


「んーん、審査証があればすぐだよ。だって帝国もエルマエリア神教界も仲良しでしょ？　国境のお兄さんもすごく優やさしかった」


　……あー、そっか。


　……一般人には友好関係のイメージの方が強いんだもんな。


　帝国からは機械や鉄鋼。エルマリア神教界からは貴重な天然資源を輸出している。商業的にはずっと昔からの友人みたいなもんだろう。


「ユメルダ先生が言ってたことも納得か」


「？」


「ああいや、こっちの話な。それより──」


　コツッ、と足裏に伝わる硬かたい感かん触しよく。


　コンクリート。きめ細かな砂の浜はま辺べから一転、俺たちは雑草の生おい茂しげる小さな空き地に立っていた。


「へえ、なかなか雰ふん囲い気き出てるじゃん」


　不気味なくらいに成長した雑草に、海風に晒さらされてじっとりと湿しめった地面。周囲に渦うず巻まく生暖かい風といい、ホラーっぽい雰囲気は十分だ。


「三階建ての木造家屋か？」


　肝試しの舞ぶ台たいは古びた学校とか病院とかが代表だろう。民家となるとちょっと規模が小さいけど、これくらい古ければ臨場感は十分すぎる。


「えーと、なになに。『ロウソクの明かりにしたがって進んでください』ってか」


「見つけた！　入口にロウソク立ってるよ！」


　俺の袖そでを引っぱってサラが飛び跳はねる。相変わらず怖こわがる気配ゼロ。さあミカエルさんよ、気合い入れてかかってこないと俺らのペアには通用しないぜ？


「んじゃ行くぜ」


「しゅっぱつ！」


　キィ……


　錆さびついた扉とびらを開けて、まずは玄げん関かん口ぐちへ入っていく俺たち。


「えっと、『家の中に三つの鍵かぎが隠かくされています。それを見つけて再び玄関まで戻ってきてください』。てことは鍵を見つけないとダメなのか」


　木造の廊ろう下かを歩いていく。


　歩くたびにギシギシ言ってるけど、これって仕し掛かけじゃなく本当に床ゆかが腐くさりかけてるからなんだよな。


「まずは一番近い洗面所とバスルームから行くか」


　軋きしむ廊下を歩いていく俺たち。天てん井じように照明なんかあるわけもなく、小さな懐中電灯の明かりとロウソクの光だけが頼たよりだ。


「ん、なんだこの足あし跡あと？」


　いつの間にできていたのか。


　俺とサラ二人分の足跡に混じって、もう一つ、小さな黒い足跡が進行方向に向かって進んでいる。まるで俺たちの行く手を先読みするように。


「……お兄ちゃん、手」


「ん？」


　やおら、隣となりに立っていたサラが手を差しだしてきた。えーと、これは俺がその手を繫つないでやればいいのか？


「お兄ちゃんの手、温かいね」


「そうか？　サラは少しひんやりしてるな」


「冷え性しようだもん。女の子はたいていこれくらいだよ」


　小さなサラの手を握り返す。


　──ピリッ。


　瞬しゆん間かん、静電気の火花が俺とサラの指先の間で光った。


「やっぱり」


「ん？　どうした？」


「お兄ちゃん、何も感じない？　気分悪くなったりしてない？」


　手を握ったサラが上目づかい。


「全然平気だぜ。このくらいの肝試しじゃあまだまだ」


「……そういう意味じゃないんだけど」


　苦笑いにも似た表情でサラが首をふる。


　そういや、ここに来てから口数が少なくなってきてるよな？　俺の手を繫ぎたいって自分から言ってきたくらいだし、ちっとは怖くなってきたのか。


「えーと……バスルームはこの先か」


　曇くもり硝子ガラスでできた扉を引いてバスルームへ。


「お」


　脱だつ衣い場に足を踏ふみ入れた途と端たん、むわっとした蒸気が顔にこびりついてきた。さらにその先、曇り硝子のドアを開いてみれば、そこには赤黒い液体で満たされた浴よく槽そう。天井にも何やら黒い液体がこびりついている。


　──黒い足跡は、その浴槽で途と切ぎれていた。


　つまり、その足跡の主は浴槽の中に沈しずんでいるというわけだ。


「手がこんでるな。かなり雰囲気出てるじゃん。だけど──」


　不気味な浴槽を見下ろし、俺はにやりと勝利の笑みを浮うかべてみせた。


「サラ、この煙けむりの正体なにかわかるか？」


「……ううん」


「少しくらいなら平気だから嗅かいでみな。ちょっと甘い匂においするだろ」


「うん。する。ワタアメみたいな甘いにおい」


「消火器の消化剤ざいだな。火事の煙とかと比べてわかるように匂いがついてるってわけ」


　俺の機械遊びの年季をなめてもらっちゃ困る。こういう人工煙を噴ふきだすロボットなんて小学生時代に通った道だ。


「てことは──」


　赤黒い液体に満たされた水すい槽そうの弁を引っこ抜ぬく。


　みるみる間に水位が下がっていく浴槽。さっきの黒い足跡の主なんか当然にそこにいるわけもなく、水槽の底に落ちていたのは一本の鍵。


「おし、ゴールの鍵みっけ。あと二本見つけりゃいいんだな」


　黄金色の鍵をポケットに押しこむ。いま考えてみりゃ、さっきの黒い足跡は不気味さを演出するだけじゃなく、同時に鍵の場所のヒントでもあったわけだ。


「最速クリアめざしていくぜ。で、サラは平気か」


「…………うん」


　うつむいたままのサラ。


　あ、これはやばい。怖がってるっぽい。


「……お兄ちゃん、早く出よう」


「お、おう！」


　最初の通路まであわてて引き返す俺たち。


　と、その真っ黒い空間には、さっきまでなかったはずの赤い気体が満ちていた。まるで血の蒸気みたいな雰囲気だけど、これも立派な人工煙だ。


「…………」


　充じゆう満まんする煙を前に再びサラが塞ふさぎこむ。


「だ、大だい丈じよう夫ぶだって。ほらこれも人工の煙だから、な？　全然怖くなんかないって」


「…………」


「鍵、あと二つだから。すぐに見つかるって」


「……もう見つけてる」


「え？」


　にわかに、俺の手を堅かたく握にぎっていたサラが無言で手を振ふりほどいた。そのまま一人で通路の奥へ奥へ。


「お、おい。サラ待てってば！　一人で先いくと──」


「リビングに赤外線作動式の罠わな。再生式の悲鳴と泣き声の音声。火も点ついてないのに沸ふつ騰とうし続ける鍋なべは、鍋の底にドライアイス。ぼんやり紫むらさき色いろに光る電子レンジの中に二つ目の鍵があって、それを取った瞬間に壁かべから人形が飛びだしてくる。…………先に行くどころか、行かずとも何があるか私にはすべて見通せる」


　少女が、足を止めてふり返った。


「……サラ、お前それ」


「怖い？　お兄ちゃん、怖いのは平気なんでしょう？」


　俺は言葉を失った。翡ひ翠すい色をしたサラの瞳ひとみが、より明るく強い碧みどり色の光を帯びてうっすらと輝かがやいていたからだ。


　……目の周りの光。


　……どうなってんだ。どんな仕掛けで光が出てるのか本気でわからねぇ。


「お兄ちゃん。人が、もっとも恐きよう怖ふを抱いだくのは何に対してだと思う？」


　息を呑のむだけで精せい一いつ杯ぱいの俺を前に、その反応を楽しむようにサラが一歩、また一歩ゆっくりと近づいてくる。


「それは未知。暗くら闇やみの中に何があるかわからない。赤黒い液体に満ちた浴槽の中に何が沈んでいるかわからない。この先のリビングにどんな仕掛けがあるかわからない。そうした理解不能の恐おそろしさに人は恐怖する」


　だけど。


　そう言って、少女はゆっくりと首を横に振った。


「半径１００００００メートル圏けん内ないで私に見通せないものはない。遠えん隔かく地ちを自在に見通す『遠視』と、あらゆる音声を聞き取る『念話』さえ極きわめれば、感知不能の事象は存在しない。そしてこれは、あの不完全神性機関にもできること」


「っ!?」


　不完全神性機関だと。


　禁断水晶の洗礼を受けてイリスが不完全神性機関に進化したなんて俺は言ってない。いいんちょかミカエル？　いや、うちのクラスの奴やつらだって軍学校アカデミーの生徒だ。機密情報の漏ろう洩えいなんて真ま似ねはしないはずなのに。


「サ──」





「黙だまりなさい、愚ぐ民みん」





「あー面めん倒どう。愚民の相手って、なんでこんなに疲つかれるんだろ。なにがホラーだか、こんな子供だましを仕掛ける方も仕掛けられる方も理解できない」


　肩かたをすくめて少女が溜ため息いき。


「もうしばらく愚民らしくふるまうつもりだったけど、やっぱり無理。帝てい国こくの軍学校アカデミーの生徒なら少しは面おも白しろいかと思ったけど、結局のところ愚民は愚民。これ以上待ったところで期待できないし、何より私が耐たえられない」


「…………」


「あら、口を半開きにしたまま惚ほうけちゃって」


「……お前……誰だれなんだ」


　渇かわききった喉のどを鳴らし、俺はそれだけ言うのが精一杯だった。


　サラと名乗っていた女の子。さっきまでの愛らしい表情とまなざしは消えて、その瞳に映るのは明らかな侮ぶ蔑べつと落らく胆たんの感情だった。


「誰って、わたしはサラだよお兄ちゃん♪　出身はこの海の近くで、今日はお父さんとお母さんの家の片付けをするためにやってきたの！」


「……その名前も、出身も目的もでっちあげなのか？」


「そうだよー。サラね、こう見えてとっても偉えらいんだから。だからお忍しのび用の名前なの。でもお兄ちゃんは優やさしいもん。怒おこったりなんかしないよね？」


　……なるほど。


　その甘えた可愛かわいらしい声と口調もお忍び用ってことですか。で、さっきのすげぇイヤミな口ぶりと冷たい目線の方が本性と。


「おまえは──」


「リビングの左ひだり端はしにある電子レンジの中に一つ。二階に上がってすぐの子供部屋、そこの勉強机の引き出しに一つ」


「？」


「鍵かぎがある場所」


　闇やみの帳とばりが降りた通路を指さして少女が嘆たん息そく。


「私、こんな汚きたない場所で長々と話をする気なんてないもん。さっさと鍵を取ってきなさい。この遊ゆう戯ぎ、鍵を三つ揃そろえればクリアなんでしょ？」





　　　　２





　玄げん関かんを出た先で、ちょうど次の組──いいんちょのペアとすれ違ちがった。


「よぉ凪、お前もう鍵三つ見つけたのか」


「……え？　あ、ああ。結構わかりづらい場所にあるんだけど、怪あやしい場所はそれっぽくヒントがあったぜ」


　組同士の間かん隔かくが五分だったはずだから、ちょうど五分ピッタリで鍵を三つ見つけたことになるわけだ。


　……そういや俺たちより前の組、まだ鍵一つだって言ってたもんな。


　……周りから見りゃ、俺たちの組が早すぎるように見えるのか。


「ていうか」


　ちらりと、俺のよこに立つサラを見下ろした。


　俺が見つけた鍵は一つだけ。残り二つは、サラが予言した場所にぴったり隠かくされていたから驚おどろきだ。


「サラちゃん、どうだったかな肝きも試だめしは」


「うん！　す、すす、すっごく怖こわかった！　サラ泣いちゃいそうだったけど、凪お兄ちゃんが鍵を三つとも見つけてくれたの！」


　目をうるうるさせて俺の腕うでにしがみつく彼女。そうしたまま、いいんちょたちが廃はい屋おくに歩いていくのを見送ったかと思いきや。


「…………なさい」


「ん」


「手を離はなしなさい。いつまで私の手を摑つかんでるのよ駄だ犬けんが！」


　摑んでいた手を思いきり振り回し、俺の手を振りはらってサラが跳とび下がる。……おい、いいんちょたちがいなくなった途端にそうくるか。


「愚民の次は駄犬かよ」


「あなたには愚民でも勿もつ体たいないもん。鍵を取ってくるだけの使いで二分もかかる男、駄犬以外に呼び方を知らないわ」


　浜はま辺べへ戻もどる方向へとサラが歩きだす。


　風に踊おどる彼女の髪かみ、そして折れそうなほど細い腕と手足。細いと表現するにはあまりに瘦やせた後ろ姿を俺は追いかけた。


「風が心ここ地ちいい、まずまず悪くない夜ね」


　サラが足を止めたのは、巨きよ大だいな岩が連なってできた複雑な入いり江えだ。


　周りに風を遮さえぎる壁なんて何もない。強きよう烈れつな風が、絶え間なく潮しお騒さいと水しぶきを俺たちの肌はだに打ちつける。そんな場所。


「話というのは──」


「待ちな」


　言いかけた言葉を狙ねらい、俺はわざと口を挟はさんだ。


「その前にご挨あい拶さつがあるだろ。お前はいったい何者なんだってんだ。お忍び用の名前がサラ？　偉いってんならコソコソすんじゃねぇよ」


「本名を名乗れってこと？」


「あったりまえだ。もちろん、お前が嫌いやっつぅんなら誰かに漏もらしたりはしねぇよ。あくまで俺とお前の間での問題だ」


「紗しや砂さ。私の名前は紗砂・エンデンス・凜りん・ケール」


　砂を紗おる。


　千々に砕くだかれた礫スナを織り合わせて再び一つに。そんな一風変わった名前を、俺は軍学校アカデミーで聞いたことがある。


　いや、軍学校アカデミーに入る前から、その名前を幾いく度どとなくニュースで聞いて知っていた。





　紗砂・エンデンス・凜・ケール。


　エルマリア神教界の大司教にして聖女。禁きん断だん水すい晶しようからの洗礼をもっとも強く受けた人間であり、この世ならぬ奇き蹟せきを自在に行使できる女性。





　……ああ。


　だから俺、シャサって名前に聞き覚えがあるような気がしたのか。


「いやいや、待て。そんな脅おどしにはのらねぇぞ」


　紗砂と名乗る少女に指を突つきつける俺。


「軍学校アカデミーの情報量をなめんなよコラ。紗砂？　あの聖女なら、帝国の秘匿情報シークレツトブツクに顔かたちまでバッチリ載のってんだよ。本物は黒くろ髪かみの背の高いオバサンだろうが」


「リーアのこと？　彼女は私の代理よ。本物がまだこんなに小さい子供だって知れば他国に威い厳げんが示せないもん」


「…………」


「納なつ得とくした？」


「ま、まだだ！　つぅか俺にそんな話していいのかよ!?」


「どのみち覇は権けん戦争でわかってしまうことだから構わないわ。アレには私が直々に参戦することが決まったから、リーアの代役は今年限りでお終しまい」


　……筋は通る。


　……つか、エルマリア神教界の代表が紗砂って噂うわさは本当だったのか。


　覇権戦争。


　北の帝国、西の武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くに、そして南のエルマリア神教界。


　日々激化する幽ゆう幻げん種しゆとの抗こう争そうで、人類側の指揮をとる国家を決める代表戦だ。


　勝負は単純簡潔。それぞれの国の最強戦力を選出して、戦わせる。この勝者が所属する国が世界中の諸国家を統率し、幽幻種との戦いの指揮権を握にぎることになる。


　──直接対決で争って決めるなんて原始的だろ？


　──だけどそんな提案が承しよう諾だくされた背景には、それだけ三大国が自国の代表者に絶対の自信を持ってるって事情があるんだよな。


　帝国は、有力視されてた機き神しんHeckt Magnaヘケト・マグナ【剣けん帝てい】が幽幻種との抗争中に反応消失。大あわてで残り五体の機神から候補を選んでる最中だとか。


　武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くには、今のところツァリっていう戦士だか武人だかが出てくるって噂だ。


　そしてエルマリア神教界の代表者が、紗砂。


「信じる気になった？」


「……さっきの光る目も、大層な奇蹟の一つってわけか？」


「あれは奇蹟でも何でもないわ」


　刹せつ那な。


　彼女の全身から無数の光の粒つぶが浮うかび上がった。火の粉みたいにチラチラ輝かがやくそれが、まるで彼女を祝福するように宙を踊りだす。


「うおっ!?」


「ミオ鉱山の地下で、禁断水晶とつながる世界門の洞ほらを見た？」


「……よく知ってるな」


　忘れもしない。


　電気もロウソクもない空間なのに、光が次々と生まれては花火のように弾はじけてたんだ。この宝石みたいに輝く光が、禁断水晶の『水晶』って名前の語源になったとかってシィが言ってたもんな。


　──今、目の前に、まるで同じ光景を再現してしまう少女がいる。


　だとしたら、いよいよもって大事だ。


　帝てい国こくの秘匿情報シークレツトブツクにすら偽にせ情報しか載ってないエルマリア神教界の聖女が、よりによって俺の目の前にいるってことになる。


「この光は奇蹟でも何でもないわ。禁断水晶に接せつ触しよくせずとも、これくらいの力なら誰でも宿ってる。あとはそれを活性化させる訓練だけ」


「……エルマリア神教界の人間が？　それとも俺みたいな一いつ般ぱん庶しよ民みんでもか？」


「後者が正解」


　宙を舞まう光の粒を、紗砂がそっとすくい取る。


「禁断水晶の力は世界全体に及およんでるわ。その力の放射を浴びることで、誰しもが幽幻種の魔ま笛てきに抗あらがうための力を本当は宿してるの。帝国でも一般教養の範はん囲いでしょ？」


「……ま、そうだな」


　人間は、幽幻種の魔笛に対して生まれつき一定の抵てい抗こう力が備わっている。それは俺自身、幽幻種の魔笛を受けて実感したことだ。


「私が『遠視』と『念話』と言ったのは、普ふ段だんは魔笛への耐たい性せいとして使用している力を、知覚や聴ちよう覚かくに再分配したもの。俗ぞくに第六感とか虫の知らせとか言うアレみたいなものだから、訓練次し第だいで誰だれでも使えるようになる」


「俺でもか？」


「それは無理。駄犬あなた、見るからに飽あきっぽい性格してそうだから」


　うわ、なんかすげぇ腹立たしい台詞せりふだなおい。飽きっぽいとか当たってるぶん余計に腹立たしいぞ。


「それじゃあ昨日の昼間、海で溺おぼれてたのもウソだったってことか」


「…………え？」


　ぽかんと口を半開きにする彼女。


　うん？　なんか意外な反応が返ってきたぞ。


「いやだから、溺れてたのを俺が助けたじゃん。あれは最初から、俺に近づくための作戦だったのかって聞いてるの」


「あ？　ああ。そう、そうよ！　も、もも、もちろん！　聖女がちょっと観光気分で泳いだら溺れたなんてありえないんだから！」


「声がふるえてませんかね」


「う、うるさい！　エルマリア神教界は山に囲まれた国なんだもん。海で泳ぐのなんて初めてなんだから、ちょっとくらい溺れたってしょうがないじゃない！」


　ふむふむ、やっぱりアレは演技じゃなく素すで溺れてたと。そうだよな。あれは本気で溺れてる人間の反応だったもん。


「……こほん。それはともかくとして」


　ほんのり顔を赤らめて彼女が咳せき払ばらい。こういう反応は年相応で可愛かわいいのにな、高飛車な言葉遣づかいだけが残念すぎる。


「本当はね、ホテルでばったり出くわすシナリオだったのよ。わざわざ宿しゆく泊はく先のホテルまで調べて、あなたたちの泊とまってる部屋を無理やりキャンセル扱あつかいにして、そのうえで私の予約した最上階の部屋を貸してあげるっていうシナリオ」


「──それは、そんな気がしてた」


　あの時はイリスの操作ミスって思ったけどな。


　よくよく考えてみると、電子プログラムに関してだけはイリスは意外に正確で確実だ。最重要機密でもある軍学校アカデミーのセキュリティに侵しん入にゆうできるくらいだし、ホテルの電子端たん末まつの記録を書き換かえるくらいで失敗なんかしないはずだった。


「で、そのエルマリア神教界の聖女サマが何の用だ？　わざわざ帝国領まで出張ってきたんだ、単なる偵てい察さつじゃねえんだろ」


「取引をしにきたの」


「俺と？　あいにく、帝国の機密情報を渡わたせってんなら他人をあたってくれ。軍学校アカデミーの一学生にゃさっぱりだぞ」


　俺の反論に、彼女は冷ややかなまなざしで肩かたをすくめただけだった。


「やっぱり駄だ犬けんは駄犬」


「ん？」


「昼間に渡した小切手にちゃんと書いておいたのに。見てないってことね」


　小切手。


　十六億とかいう意味不明な金額が書きこんであったアレかよ。


「まさか食べちゃった？」


「……お前な、本物の犬だって紙きれは食わねぇよ」


　確かまだ財布に突っこんだままだ。だいぶ皺しわくちゃになってるだろうけど無くしちゃいないはず。ああ、あったこれだ。


「これだろ。ほら見ろ、きちんと持っ…………っ……、…………」


　…………


　…………なんだ、これ。


　取りだした紙切れの紙面をあらためて凝ぎよう視しした瞬しゆん間かん、俺は首から下が凍こおりついたように硬こう直ちよくして動けなくなった。





　金額　１６００００００００。


　貴方あなたの所有する不完全神性機関と引き替かえに、右記の金額を、裏面に記き載さいした取引銀行からお受け取り下さい。





「…………」


「夜になって発光する発光塗と料りようをインクに使ったの。まだ見てなかったんだ？」


　気づくわけない。


　こんなデタラメな大金が書かれた小切手、本物とわかれば怖くて外に出せないだろうが。


「…………何だよこれ」


「取引と言ったでしょ。あんまり金額が大きすぎて駄犬には実感わかないかしら？　それとも低すぎる？　なら桁けたを一つか二つ増や────」


「誰も金を増やせなんて言ってねぇだろうが！」


　絶ぜつ叫きようした。


　聖女の口上なんかどうでもよかった。ただ……ただただ純じゆん粋すいに、自分の内にこみあげる激情を堪こらえることができずに叫さけぶしかなかった。


「てめぇ一人で話進めてんじゃねぇ！　何が取引だよ引き替えだよ。ふざけんじゃねぇ、イリスは俺の家メ政イ婦ドロボットだ。誰に何を言われても渡さねぇ。売り渡すなんてもってのほかだろうが！」


「……そうなの？」


　愚ぐ民みんの心情は理解できない。


　そんな心の声を代弁するような表情で聖女が首をかしげる仕草。


「金額が少なかった？　それとも代物弁済がいいなら、あなたの望む場所に広大な敷しき地ちと豪ごう邸ていをあげる。家メ政イ婦ド用のアンドロイドだって十体でも百体でも用意するわ」


「──なら、世界丸ごと寄こしてみろ。今すぐこの場でだ！」


「は？」


「俺にとっちゃイリスの方がよっぽど大事なんだよ。世界丸ごと引き替えだってイリスを渡す気にはなれねぇよ」


「……やっぱり理解できない。あなたはただの愚民よ。禁断水晶に選ばれたわけでもなく、特別な階級にいるわけでもないじゃない。あなたがアレを家メ政イ婦ドロボと認にん識しきしているなら、なぜ代わりの家メ政イ婦ドロボじゃいけないの？」


「アイツが悲しむ」


　……それだけだ。


　イリスが涙なみだを流しながら、悲しそうな目で俺を見つめている。


　そして俺は、連れられていくアイツを無言で見送るんだ。すぐ後ろに巨きよ大だいな敷地と豪ごう華かな家、真横に何十体という家メ政イ婦ドロボットに囲まれながら…………


「……そんな俺を、俺自身が許せねぇだろうが」


「そんなことはない。あなたは許される。不完全神性機関を私に委ゆだねるという判断こそ、後に世界中の人間を救う偉い大だいなる決心だったと讃たたえられるわ」


「いきなり小切手突つきつけてイリスを売れとか言ってくる輩やからの、そんな台詞を誰が信じると思ってるんだ？」


「それが駄犬の為ためだからよ」


「ふざけんな！　てめぇに俺とイリスの何がわかるっつぅんだよ！」





「軍用人型機械体アンドロイドＳＥ・Ｒ─００１３。


　今から一年と三か月前、機械工学の鬼き才さいヨミ・レッセント博士の指揮の下、対幽幻種用ＡＩ通つう称しよう『ＩＲＩＳ【希望】』を組みこまれたわ。


　この特とく殊しゆＡＩは四つの実験技術が備わっていて、それぞれ以下の通り。


『全てを覆う者ミクヴエクス』：幽幻種の発生を感知するための観測機能。


『その運命に牙剝く者アマデウス』：幽幻種を殲せん滅めつするための破は壊かい機能。


『我が求めに応えし者ヘケト・ラスパ』：神性存在である禁断水晶を知覚するための対話機能。


『──────』：────────────


　それから、一年の調整期間を経へて戦場への参戦が許可されたわね。


　帝国第二ポートと帝国第一ポートに順次派は遣けんされたけど、その地において幽幻種との戦せん闘とう経験はなし。


　そして四週間前。


　帝国第三ポート、ファウマ湿しつ原げんにて幽幻種の大隊と遭そう遇ぐう、交戦情報から十七分後に連れん絡らくが断絶され、未み帰き還かん兵として帝国の電子リストに登録された」





「理解した？　私は駄犬以上にイリスのことを知ってるの」


「……別に大した情報じゃねえよ。単に上っ面つらのシステムデータだけじゃねえか」


　よどみなく告げる聖女に伝わるよう、俺は拳こぶしを握にぎってみせた。


「なにより、俺が究極的に気にくわないのはてめぇだよ。イリスの不完全神性機関の部分だけ注目して、その他一いつ切さいの部分を見ようとしないお前の態度だ」


「何か気に障さわった？」


「イリスの力だけが興味の対象ってことは、アイツが動けなくなったり力が使えなくなった時、お前はアイツを見捨てるのをためらわない。そんな奴やつには渡せねぇ」


「…………平行線ね」


　やおら、髪かみをなびかせる少女がその場でくるりと背を向けた。


「あーもう。やっぱり愚ぐ民みん以下。信じらんない、どう考えても破格の提案なのに」


「諦あきらめたか」


「今日一日、時間をあげる。嚙かみつくことしか知らない駄犬のバカさ加減に免めんじて熟じゆく慮りよ期間をあげるから、返事は明日あしたの夜にまた聞くわ」


「返事は変わらねぇよ」


「明日も晴れそうね」


「って無視かよおい!?　そのタイミングで天気の話はすげぇムカツクんですが!?」


「そうそう駄犬、最後に一つ聞いておくわ」


　無視ですかそうですか。


　まあそんなところだって思ってはいたけどな。


「これは私の興味の問題だから答えても答えなくてもいい。でも聖女たる私の質問だから、まさか駄犬ごときが黙もく秘ひなんて真ま似ねしないと思うけど」


「……それ、結局は答えなさいって命令か？」


「そんなことないわ。私は聖女だもん、聖女は愚民に優やさしく笑え顔がおで接するものであって、間ま違ちがっても愚民に命令したりしないの。お願いするだけ」


　あー、いるよな。表向きは自由だけど実際は断るなよって空気の「お願い」してくる奴。この聖女サマはその最上級ってことか。


「で、なんだ？」


「駄犬は、沁しん力りよくの使い方を誰だれから教わったの？」


　沁力？　はて、重力や引力、斥せき力りよくとか分子結合力なら物理や化学の授業で習ったけど、沁力なんて単語は聞いたこともない。


「禁きん断だん水すい晶しようの力のこと。『世界に奇き蹟せきを沁しみわたらせる力』だから沁力。その力を人間が利用したのが沁力術式。駄犬だってイリスが戦っている場面を見たでしょ？」


「……おう」





〝「対神破壊システム『その運命に牙剝く者アマデウス』起動、出力２％で限定展開────」〟


〝イリスを中心に生まれる光の円えん環かん。一瞬で半径数百メートル規模まで拡張した光の結界が、幽ゆう幻げん種しゆが発動しようとしていた魔ま笛てきを一瞬で浄じよう化かする〟





「あの光のことか？」


「そうそう。あの光の一ひと粒つぶ一粒が最上位の沁力術式だと思っていいわ。あの人型機械体アンドロイドはアレを悠ゆう々ゆうとやっていたけど、あれは不完全神性機関だからできること」


　──禁断水晶の力を沁力と呼ぶ。


　──それを人間が利用したものが沁力術式ってことでいいんだよな？


「帝てい国こくだと刻こく印いん弾だんとして弾丸や兵器に付ふ与よする方法を選んでいるわよね。それを、エルマリア神教界じゃ秘術のかたちで人間が行使できるように訓練してるの」


　なるほど、段々わかってきた。


　帝国のように武器に付与すれば素人しろうとだって沁力を扱あつかえる。なんてったって刻印弾を弾だん倉そうに詰つめて撃うてばいいだけなんだから。


　それと真逆で、あの時のイリスみたいな奇蹟を人間ができるようになるってのがエルマリア神教界の教えなわけだ。訓練が大変なのは想像つくけど、もし実現できれば生身の人間だって幽幻種と戦えるようになる。


「大変なんだろその修しゆ行ぎよう」


「十年間その訓練に没ぼつ頭とうして、幽幻種の魔笛を浄化できるようになるのは千人のうち七人から八人かしら。効率面では帝国の方が圧あつ倒とう的てきに優すぐれてるわよ。だけど、その秘術を駄だ犬けんはどうやって会え得とくしたのかしら」


「は？　俺が？」


「しらばっくれても無駄よ。守護結界……とても薄うすい沁力障しよう壁へきが、ずっとあなたの周りを覆ってる。それもかなり高度な結界」


　──バチッ。


　静電気みたいな火花が、紗砂の手の平から腕うでを伝って虚こ空くうに弾はじけた。


「さっき、手を繫つないだ時にコレをあなたに流したわ。肝きも試だめしの廃はい屋おくとやらに入ってすぐのことだから駄犬はもう忘れてるでしょうけど」


「……お前、俺をバカにしてるだろ」


　こうみえて疑問には思ってたんだ。冬場でもないのに静電気だなんて珍めずらしいからな。コイツの手をつないだのも初めてだったし、まだハッキリ覚えてる。





〝「お兄ちゃんの手、温かいね」〟


〝──ピリッ。〟


〝瞬しゆん間かん、静電気の火花が俺とサラの指先の間で光った〟





「エルマリア神教界の巫み女こが覚える護身用の術式よ。ちょっと皮ひ膚ふの表面が火傷やけどするくらいの、せいぜい痴ち漢かん撃げき退たい用かしら」


「へえ」


「私が駄犬に流したのは、その数百倍の威い力りよくがあったのよね。普ふ通つうならその場で失神して数日間は食事も喉のどを通らないはずなんだけど」


「うぉいっ!?」


「だってぇ。サラね、最初はこんな会話する予定なかったんだもんー。適当に気絶させて拉ら致ちってからゆっくりお兄ちゃんと話したいなって」


「……てめぇのその天使みたいな笑顔がいかに危険かって理解したぜ」


「えへへー。やだぁ、怒おこったお兄ちゃん怖こわいよぉ」


　身体からだをくねらせて紗砂が猫ねこなで声。クラスの男子なら一瞬で陥かん落らくさせかねない天使の笑顔だけど、あいにく翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうは皮肉と嘲ちよう笑しようたっぷりだ。


「ま、いいわ。しらばっくれたところで、あなたの結界の件は私が直々に確かく認にんしたことだもん。興味はあるけど優先するべき事じ項こうが先よね」


「イリスのことか？」


「そ♪　また明日の夜に聞きに来るから、その時までに心づもりしておいてね…………………………………………駄犬、早くなさい」


「は？」


「だから、手をつなぎなさいって言ってるのよ。二人一いつ緒しよに肝試しにきたんだから、二人で一緒に帰らないと怪あやしまれるでしょ」


　呆あつ気けにとられた俺の手を摑つかむや、紗砂が勢いよく浜はま辺べの方へと歩きだす。


「おい、ちょっと待て。てめぇはイリスの誘ゆう拐かい犯だろうが。誰がそんな奴とわざわざ手を繫いで帰らなきゃいけないんだよ。聞いてるか！」


　──バチッ！


「痛いたっっ!?」


「……やっぱり気絶しない。聖女たる私の術式を拒きよ絶ぜつするなんて生意気な守護結界ね。こうなったら手加減なしで今の一万倍くらいの超ちよう威い力りよくを」


「だ、か、ら、やめろっつってんだろうが!?」


「嫌いやなら大人しく手を繫いでなさい。言っとくけど、昼間は私のことをサラで通しなさいよ。間違っても紗砂と呼ばないように」


「……てめぇこそ覚えとけよ」


　余よ裕ゆうの笑みを崩くずさない聖女に、俺もまた挑ちよう戦せん的なまなざしを突つきつけた。とはいえ、こんな奴相手にここで喧けん嘩か売るってのも無茶すぎるよな。


　……くそ。


　エルマリア神教界の聖女。


　覇は権けん戦争に参戦する気ってことは、帝国の機き神しん相手でも互ご角かく以上に振ふる舞まえる勝算があるってことになる。帝国にわざわざ乗りこんできたのも、自分一人で行けば全すべて事足りるって自信があるからだろう。


「…………」


　そんな奴にイリスを狙ねらわれて、明日が期限だとか迫せまられて。


「やっぱ俺、最近ツイてねぇな」


「なにか言った？」


「なんでもねぇよ。考え事してんだから静かにしててくれ」


　熱気の残る夜の浜辺を歩きながら、俺は今日一番重苦しい溜ため息いきをついた。





　　　　３





「凪、なんだか疲つかれて見えます」


　ホテルの部屋に戻もどるなり、俺の顔を見たイリスがそう言った。


「……おう。疲ひ労ろう困こん憊ぱい。心労で体重激減しそうだから休ませてくれ」


「お風ふ呂ろはどうしますか？」


「いや、起きてから入る。今はとにかく寝ねたい気分なんだ」


　イリスの返事も待たずにベッドに倒たおれこむ。


　あーちくしょう。大して身体も動かしてないってのに、頭の後頭部がじわっと痛む。わけのわかんないことがありすぎて知ち恵え熱ねつでも出てるのか。


「…………」


「凪？」


「…………しかも、目つむっても眠ねむれる気がしねぇってのがな」


　考えなくちゃいけないことが多すぎる。


　そのためには一度しっかり休まなきゃいけないってのはわかってるのに、こうしてイリスを前にしてると意識せずにはいられないんだよな。


「お前さ」


「はい」


　うつぶせの姿勢で横顔だけを向ける俺。


「仮に、仮の話だぞ。俺以外の誰かのところで働くっつぅか俺以外の奴やつのために尽つくす気とかってあったりする？」


「いいえ」


「強制されても？」


「抵てい抗こうします。私は凪だけの家メ政イ婦ドロボですから」


「……じゃあ、お前じゃなくて俺の方が脅おどされたり誘拐されたりしたら？」


「殲せん滅めつします。私と凪の楽園を脅おびやかす者は何人たりとも許すわけにはいきません。どこまで逃とう亡ぼうしようと地の底までも追いかけて、確実に絶対に再起不能とすべくありとあらゆる手段を用いて死すらも霞かすむ恐きよう怖ふと絶望と苦痛をじわじわと心と身体に刻──」


「わかった！　わかったから身を乗り出してくるな！」


「ぜーはー……はー……だ、だって誘拐だなんて言い出したのは凪じゃないですか。そんなの言われたらビックリするに決まってます」


　頰ほおをぷっくり膨ふくらませてイリスが腕組み。


「息まで荒あららげて力説しなくていいんだっての。てか、呼吸しない人型機械体アンドロイドが息まで荒らげるってどういう現象だよ」


「オーバーヒートを防ぐための放熱です」


「……いや、そんな真顔で真ま面じ目めに答えられるとコメントに困る」


　イリス本人の意向は聞けた。それはそれで収しゆう穫かくだから目的は達成だ。幸いというか、こんな俺でも主人と認めてくれてるのはちょっと嬉うれしいぞ。


「で、俺の話は終わって今度はお前の話だ」


「私ですか？」


「おう。こんなホテルのスイートルームで、お前が怪しげな白しろ装しよう束ぞくみたいなの羽織ってるんだ。気になって眠れないだろうが」


「肝試しの幽ゆう霊れい役だったんです」


「おう。それで？」


　と。


　やおら、イリスが身を屈かがめて上目づかいに俺を見つめてきた。あ、この反応は予想がつく。褒ほめてほしいか何かをおねだりする時の仕草サインだ。


「…………だって、私のところに来てくれないんだもん」


「おー、そういや出くわさなかったな。どこにいたんだ？」


「地下室です。三階の子供部屋で天てん井じよう裏うらに続く隠かくし階段を見つけるんです。その天井裏にある暗号を解いた後に渡わたされるヒントを頼たよりに書しよ斎さいへ行って、その書斎でさっきのヒントを頼りに金庫を開けると地下室の鍵かぎが手に入ります。その鍵を持って一階のリビングに敷しかれた絨じゆう毯たんをめくった先にある地下室の扉とびらを開けた先の迷めい宮きゆうの一番奥に」


「難易度高すぎだろ!?　ゲームの隠しボスだってもう少しわかりやすい場所にいるぞ!?」


「あいにく私はただの幽霊役でして」


「なおさら意味ねぇのかよ!?　そこまでやって現れたのが単なるお化けとかガッカリ感がはんぱないと思うんですがねぇ！」


「そ、そんなっ」


　衝しよう撃げきを受けた表情のイリスがよろよろと後ずさる。


「そんな……私、せっかく凪を驚おどろかせようと頑がん張ばったのに」


「地下室に隠れてたなんて行動で十分驚いたからいいだろ。おら、着き替がえてこい」


「ダメです！　私の、この幽霊の恰かつ好こうで驚いてくれないと！」


　むーっと口をへの字に曲げて抗こう議ぎする家メ政イ婦ドロボ。


　さて弱った、別にイリスの恰好が怖くないとか言う気はなくて、単にホラー属性に俺があんま興味ないってだけだからなあ。この場で「おお怖い怖い」とか冗じよう談だん言おうとも考えたけど、コイツはそういう部分やけに鋭するどいから「凪、目が笑ってます」とかツッコまれそうだし。


　俺がしばらく考えてる間に──


「…………」


　俺の目だけをまっすぐ見つめていたイリスが、ふと、まるで自分の名前を呼ばれた時の反応みたいに顔を後ろへ向けたんだ。


　その視線は窓ガラスのさらに先。真っ暗な星空へ。


「どうかしたのか」


「……３７００秒。いや３６７０秒後」


「ん？」


「いえ、何でもありません。システム上に雑音ノイズが混じったのですが、問題なく対応できると思います」


「おいおい平気かよ。メンテナンスしたばっかりなのにエラーだなんて」


「問題ありません。雑音の原因は特定済です」


　良かった。ほっと胸をなで下ろす俺。とはいえ、念のため定期メンテナンスを早めにするのを忘れないようにしないとな。


「それで何の話してたっけ……ああ、幽霊役で驚かされるって話だけど、まあ待ってくれ。お前に驚かされるより、お前を驚かせられる話を先にしてやる」


「？　なんでしょう」


　再び身を乗りだしてくるダ家メ政イ婦ド。よし、狙い通り。とりあえず別の話題に切りかえることはできた。


「凪、早く早く！　どんなビックリネタがあるんですか！」


「……そんな目をキラキラさせて待ちかまえるなよ。話というのはだ、お前が洗礼を受けた禁きん断だん水すい晶しようの話なんだけどな」


「はい」


「それで、えっとなんだっけ。その禁断水晶の力を銃じゆうの弾だん丸がんにこめれば刻印弾の完成だ。帝てい国こくじゃ一いつ般ぱん的な話だし、ここまではいいな？」


「問題ありません」


「で、お隣となりにエルマリア神教界って大国がある。そこは禁断水晶の力を借りて人間が直接に奇き蹟せきを使えるようにする訓練がお盛さかんらしい。つっても個人差があるらしくてさ、その秘術で幽ゆう幻げん種しゆと戦えるようになるのは修しゆ行ぎよう者しやの一パーセント未満て話も紗砂から…………じゃなく、そんな噂うわさもあるんだけど、知ってる？」


「沁しん力りよく。『奇蹟を世界に沁しみ渡らせる力』との言葉から生まれた単語ですね」


　あ、やっぱ知ってるのね。


　不完全神性機関としてじゃない。軍用人型機械体アンドロイドとして最初から記録されている重要用語ってことなんだろうな。


「沁力という単語が使われだしたのは最近です。数年前からエルマリア神教界で広がりはじめ、帝国司令部も共通用語として採用する動きもあります。その前段階として軍用人型機械体アンドロイドには大方インプットされているかと」


「最さい先せん端たんの流行語みたいなもんか。どおりで軍学校アカデミーじゃ聞き覚えがないわけだ」


「その用語を考案したのが、エルマリア神教界でも聖女エルマリアの再来と名高い紗砂・エンデンス・凜・ケールとされています」


「アイツかよ!?　くそ、なんかムカつくなおい！」


「サラちゃんのことがムカつくんですか？」


「あったり前だろ。アイツ人のことを愚ぐ民みんだの駄だ犬けんだの好き勝手言いやがって、おまけに手ぇ繫つなぎながら変な火花を…………火花を……」


　……あれ。サラちゃん？


　俺、サラの正体がエルマリア神教界の聖女だなんて言ってないぞ。標的にされたイリスに知られる前に俺が解決してやるって思ってたのに。


「俺、そんなこと言った覚えなんてないんだけど」


「はい。でも彼女からは、出会った当初から禁断水晶の力を強く感じていました。常人の何万倍という力の波長ですし、世界規模で見ても二人といないと断言できました」


「何万倍っ!?」


「はい。人類としては、おそらく有史以来もっとも神性に近い力です」


「よってエルマリア神教界の聖女確定ってか……うわっひでえ、なんか気づいてなかった俺が間ま抜ぬけに見えるじゃねえか」


「そのサラちゃんから何か言われたんですか？」


　ああ、そうだよ。


　猫ねこの皮をはぎとった途と端たん、聖女が悪女に早変わりってやつだ。


「ん……っとな、その沁力だけど、普ふ段だんなら死ぬほど訓練しなきゃ習得できないはずが、俺の周りにまとわりついてるっていうか取り囲んでいるっつぅか」


「はい」


「あれ？　そこ驚くところじゃねえの？」


「いえ、本当に微び弱じやくな力が凪を護まもっているのはわかるんです。でも私はその力の識別方法が無いので、凪にどう話すか考えているところでした」


「……じゃあ、いよいよもって本当か」


「サラちゃんが教えてくれたんですか。ならやっぱり良い子ですね」


「それはねーよ」


　なにせ手繫ぐなり、いきなり変な火花をバチッとか浴びせてくるし。常人ならとっくに気絶してるのに無事なのね、とか言われてた側にもなってくれ。


「凪、砂すな浜はまでのこと思いだしてください。ミカエルさんの手しゆ榴りゆう弾だんが爆ばく発はつして、ミカエルさんが真っ黒になったのに、凪は平気でした」





〝どういうことですの！　私とイリスさんはともかく、人間のあなたが手榴弾の爆発に呑のまれて無傷だなんてズルイですわ！〟





「ああ、あったな」


　なるほど。爆風に巻きこまれたはずの俺が無事だった理由が、紗砂の言う結界であるのなら筋は通る。


　……いや。やっぱダメだ。そもそも理由がわからない。俺ってばそんな大層な奇蹟の修行どころか機械いじりしか能がない学生だぜ？


「考えられることは、私を経由して凪が二次的な洗礼を受けた可能性です」


「お前を経由って？」


「不完全神性機関として、私は禁断水晶の力を代だい執しつ行こうする機能を与あたえられています。本来なら禁断水晶だけが行える洗礼も、代執行が可能なのかもしれません」


「……へえ」


　えっと、禁断水晶の洗礼を受ける条件は、ソイツを自力で見つけだすことだっけ。


　俺の場合はイリスを拾って修復させたから、禁断水晶（の力を使えるイリス）の洗礼を受ける条件は満たしたって考えることもできる。


「でもお前、そんな器用な真ま似ねできんの？」


「添そい寝ねの効果がありました」


「噓うそだろっ!?　アレがお前の洗礼なのかよ変態すぎるだろ!?　やり直せ、洗礼を今すぐやり直せっておい。添い寝で洗礼なんて俺は認めないからな！」


「冗談です。でも本当に私も覚えがなくて」


「無自覚のうちにってことか。だって俺も洗礼を受けたなんて自覚ないし」


　洗礼なんて大げさな単語使うわりに特別な儀ぎ式しきも段取りもない。俺の場合、単にイリスの傍そばにいるってのが条件なのかもしれない。


　…………


　…………あれ、だけど。


「俺、昨日ミカエルにどつかれて生死さまよってるぞ。ええと、更こう衣い室の壁かべが崩くずれてお前とシィの着替えに出くわした時」


「シィのあの胸部装そう甲こうを見ましたか？　あれには勝てる気が……」


「それは忘れろ。……こほん。とにかく俺が言いたいことはだ、お前やサラの言う沁力ってのが俺を守ってくれてるってのに、ミカエルの投げたビーチボールは普ふ通つうに素す通どおしだったってこと」


　紗砂が言うに、紗砂のバチッて火花は防いでくれた。


　手榴弾の爆発もどうやら防いでくれたらしい。だけどミカエルの投げたビーチボールは防ぐどころか、そのままモロに直ちよく撃げきを受けて気絶寸前。


　この差はどこにある？


「おっしゃるとおりです。沁力の結界が凪を守護しているなら、ミカエルさんのビーチボールも防ぐはずなのですが」


「だろ？　まーさーか、お前の洗礼がミスってたなんてないだろうしな」


「ぎくっ…………」


　おもむろに後ずさりするダ家メ政イ婦ド。そしてなぜ怯おびえた目で俺を見つめる。ていうか申し訳なさそうな上目づかいになるんですかね。


「てめぇぇぇっっっやっぱりか！　やっぱりお前が原因なんだなこのダ家メ政イ婦ド！」


「あ、あぅぅ。ち、違ちがいます違います。きっとミカエルさんの攻こう撃げきだけは素通しする術式なんです。ちょっと好き嫌きらいが激しい結界なだけで問題ありません」


「問題ありまくりだろ常識的に考えて！　どうすんだよ。要はアレか、俺を守ってくれるはずの結界すらお前に似てポンコツだったってことか!?」


「……添い寝を続ければ直るかも」


「正しよう真しん正しよう銘めいのダメ結界だ────────────っっ!?」


　悲鳴のような絶ぜつ叫きようのような嘆なげきの声をスイートルームに響ひびかせて。


「……もういい、寝る。全すべては明日あしただ」


　俺は、再びベッドに倒たおれこんだ。





　　　　４





　違い和わ感かん。


　虫の知らせというものに起こされた俺が、最初に気づいたことは、一いつ緒しよにいるはずのダ家メ政イ婦ドの不存在だった。


　──静かすぎる。


　それが逆に、眠ねむっている俺を強制的に覚かく醒せいさせたんだ。


「イリス？　おいイリスってば！」


　返事がない。


　いつもならどんなに離はなれた部屋にいたって、俺が呼べば一目散に走ってくるのに。


「……こんな夜にどこいったんだよ」


　電子時計に表示された時刻は午前一時。


　俺がスイートルームに戻もどったのが十一時過ぎで、寝たのがちょうど十二時くらい。わずか一時間の間に何があったって言うんだよ。


　…………家出？


　真っ先に思いだしたのは、イリスと出会ってまもなくの出来事だ。


「ごめんなさい」って置き手紙を残してイリスが家出して、あの時は街中を探し回って最後にスラム区で発見して仲直りしたんだっけ。でも、あの時にはちゃんと置き手紙が残されてたじゃないか。今度はそれがない。何より家出されるような覚えが皆かい無むだ。


　家出じゃない。


　だけど、こんな夜に買い物や散歩に行く奴やつでもない。


　…………


　……じゃあ、もし自分以外の意志で外に行くようなことがあれば？





〝貴方あなたの所有する不完全神性機関と引き替かえに、右記の金額を、裏面に記き載さいした取引銀行からお受け取り下さい〟





　何らかの方法で紗砂がイリスだけに接せつ触しよくし、俺に気づかれないよう別の場所におびき寄せて誘ゆう拐かいした？


　……ありえない話じゃない。


　イリスを力ずくで誘拐なんて不可能だと思うけど、エルマリア神教界の聖女なら、俺の考えが及およびもしない方法を思いつく可能性は十分にある。


「っ、くそ！　ふざけんじゃねぇぞ！」


　真っ暗なスイートルームを飛びだして、俺は夜の通路に躍おどりでた。淡あわい緑色の非常灯が点ともる通路をひたすらに突つきすすむ。


　サラの部屋。


　いや、紗砂・エンデンス・凜・ケールの泊とまっている部屋か。


　俺の不安が的中していれば、もうこの部屋はもぬけの殻からのはず。あるいは本当に運が良ければ、囚とらわれたイリスが部屋にいるかもしれない。


「おい、開けろサラ！　俺だ！　三秒以内に開けなかったらてめぇの本名と目的を大声で叫さけんでやるから覚かく悟ごしろ。いくぞ、一！」


「なによ、うっさいわね」


「二！　三！　くそ、やっぱりいないか。なら扉とびらをこじ開けてでも………………………………………………あれ？」


「こんな夜ふけに騒さわぐなんて、本当に生態まで駄犬そのものね」


　リン。


　軽かろやかな音を立てて、目の前の扉があっさりと開いていった。


「……あれ」


「で？　なに？」


　決して穏おん和わでない目で俺を見上げる少女。


　まさか部屋に残っているなんて。それに、まさか自分から扉を開けて姿を現すなんて思いもしてなかったもんで、言いたかった言葉も飛んでしまった。


「夜中に年下の女性の部屋に入ろうなんて度胸あるじゃない。言っとくけど、邪よこしまな目的があるとか抜ぬかせば本気でひねり潰つぶして海に沈しずめるわよ」


「────」


「……用が無いなら消えなさい」


「あ、い、いや待て！　だまされねぇぞ！」


　紗砂が扉を閉めようとする刹せつ那な、俺の手が彼女の手を摑つかんでいた。


「しらばっくれるのはやめろ。イリスをどこへやった」


「は？」


「いいか。俺も鬼おにじゃねえ。今すぐアイツの居場所を吐はけば、説教五時間と土下座一万回くらいで許してやる。とにかく隠かくしているものを洗いざらい吐け」


「……本気で何を言ってるかわからないんだけど」


　ぽかんと首をかしげる少女。


　ここまで言われると、普通なら自分の勘かん違ちがいを疑うところだろう。だけど俺には俺で、自分の予感が正しいことの確信があった。


「話なら明日の夜と言ったでしょう。私だって眠──」


「本気で知らぬフリなら、服装は外着じゃなく寝ね間ま着きにするべきだったな」


　摑んだ手に力をこめ、俺は聖女の目をまっすぐ見つめた。


「服は外着で靴くつは運うん動どう靴ぐつ。こんな夜ふけにどこへ行く気だ？」


「……へえ」


　少女の愛らしげな唇くちびるが、笑えみのかたちにつりあがった。


「不完全神性機関がいなくなったことで気が動転してるかと思ったのに。意外ね、駄だ犬けんのくせに冷静さはかろうじて残してるじゃない」


「認めやがったな」


「半分だけね。イリスの居場所を知ってるのは認める。だけど私がアレを攫さらったとか隠したって事実はない。だから半分正解で半分ハズレ」


　……どういうことだ。


　消えたイリスの居場所を知ってるってことは、お前がアイツを誘拐したってことになるんじゃないのかよ。


「あと一時間もすれば戻ってくるわよ。ホテルで待てば？」


「お前が噓ついてないって証しよう拠こがねぇだろうが」


「聖女は噓をつかないわ」


　腕うで組ぐみし、むだに上から目線の聖女。


「サラとか名乗ってる段階で真っ赤な噓だろ」


「あれは通り名よ。作家のペンネームみたいなものだし、噓と言われるのは心外ね。……いずれにせよ、ホテルの警備員に連行されたくないのなら手を離しなさい。この状じよう況きようで私が大声出して助けを求めれば駄犬なんて即そく逮たい捕ほよ」


　……っく。確かにそれは否いなめない。言い負かされた感じで悔くやしいけど、目の前に本人がいるんだったら手を摑んでる必要もないか。


「ほら、離してやったぞ。アイツの居場所を教えろ」


「交こう換かん条件にしたつもりはないんだけど。……じゃあ、ついてきなさい」


　小さく溜ため息いきを一度。と思いきや、おもむろに俺の真横を通りすぎてホテルの通路を歩きだした。


「っと、待てよ紗砂」


「サラよ。あと静かに。誰だれにも見つかりたくないんだから喋しやべらないで足音立てないで」


「でもどこ行くんだ？」


　……目の前はホテルの緊きん急きゆう用の階段だぞ。


「外は晴れてるかしら」


「その話題の変え方、露ろ骨こつすぎて妙みようにムカつくんですがねえ」





「ただし、これから黒い雨がふる」





　一いつ瞬しゆん、なんて返事をすればいいのかわからなくなった。


「……なんの喩たとえだ」


「不完全神性機関イリスの波長に惹ひかれ這はい寄る怪かい物ぶつたち。そして不完全神性機関イリスもまた、怪物の侵しん攻こうを感知して戦場に向かう。駄犬にその結末を見届ける覚悟があるのかしら」


　緊急扉をこじ開ける聖女。


　冷たく澱よどんだ空気の中で、緊急用の金属階段を足早に下りていく。


「浜はま辺べに行くわよ。そこにイリスがいる」
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　真夜中の海辺。


　黒一色に染まった砂浜に、同じく黒一色の波が押し寄せては引いていく。昼間の殺人的な気温はどこへやら、今ここで首筋を撫なでる風はぞっとするほど冷たかった。


　さくっ……


　砂浜に響ひびく足音は二人分。


　小さな歩ほ幅はばながら足早に歩を進めていく紗砂と、そのすぐ後ろをついていく俺だ。一言も言葉を発しようとしない背中をじっと見つめ────


「黒い雨ってのは、幽ゆう幻げん種しゆの魔ま笛てきのことか？」


　浜辺に誰だれ一人ひとりいないことを確かく認にんし、俺は恐おそる恐る聞いてみた。


　──俺はバカだ。


　──誘拐された場合を考えすぎて、その可能性を完全に忘れかけていたなんて。





〝「……３７００秒。いや３６７０秒後」〟


〝「ん？」〟


〝「いえ、何でもありません。システム上に雑音が混じったのですが、問題なく対応できると思います」〟





　イリスは、幽幻種の侵攻を感知したんだ。


　世界のいつどこに現れるかわからない幽幻種に対し、アイツだけはそれを感知するシステムが組まれている。


「幽幻種が近づいてきてるのに気づいて、だけど俺に心配かけないよう一人で倒たおしに出向いた。そうなんだろ？」


「駄犬」


　前を行く聖女が、その水みず鏡かがみ色いろの髪かみをなびかせてふり向いた。


「不完全神性機関イリスの強さを知らないわけじゃないでしょう？　それでも不安？」


「不安じゃねえよ。アイツの凄すごさは俺が一番近くで見てたんだ」


　試ためすような口ぶりの聖女にも伝わるよう、俺は首を横にふってみせた。


「だけど不安と心配は別物だろ？　ウチのダ家メ政イ婦ドが一人で幽幻種の侵攻に突っこんで、それを心配しないってのは主人失格だろうが」


「心配。それだけ？」


「え？」


「駄犬が心配したって世界は何も変わらない。いつ起きるかもわからない幽幻種の侵攻に対し、イリスがそれを察知して出しゆつ撃げきする。このサイクルはこれから先も変わらない」


　呆あきれたと言わんばかりに肩かたをすくめる紗砂。


「なのに、駄犬は家でぬくぬくイリスの帰りを待ちながら心配するだけ？」


「そんなわけねぇよ。だから俺は傭よう兵へい科に居続──」


「傭兵一人いたって不完全神性機関イリスの力にはならないわ。助けになりたいというのなら、単独で１０００体の幽幻種を倒せるようになりなさい」


　１０００体。


　一体の幽幻種を相手に傭兵十人が基本だってのに、それを……一人で１０００体？　常人が聞いたら耳を疑うどころか笑い話にしかならない。


「私がどうして外着なのかって聞いたわね。駄犬をここに連れてくるためよ」


「俺を？」


「イリスの不在に駄犬が気づいたのは、ハッキリ言って想定外。本当なら私が駄犬の部屋で氷水をぶっかけてたたき起こして、全身縄なわでグルグル巻きにした挙げ句に砂浜まで引きずってくるはずだったのに」


「……てめぇは、絶対に俺の部屋に入れさせねぇからな」


「どんな手段を使ってでも駄犬をここに呼びたかったの。夢見がちな一いつ般ぱん人に現実を突つきつける恰かつ好こうの機会だから」


　ついてきなさい。視線でそう促うながすや、聖女が浜辺の奥に向かって歩きだした。さっきと一転、今度はゆっくりゆっくり。


　まるで、浜辺で一番見晴らしの良いポイントを品定めするかのように。


「幽幻種の波長がこの地点に発生したのが一時間前。この一時間前というのが、幽幻種を感知できる理論上最速の数値になるわ。ここから先は、どれだけ広こう範はん囲いかつ精密に波長を感じとれるかが観測の決め手。エルマリア神教界の司教レベルなら侵攻の三十分前には感知できる。帝てい国こくの大型観測機ならもう四～五分は早く観測できるのかしら」


「で、聖女サマはどうだったんだ？」


「一時間前が理論上最速って言ったんだから一時間前に決まってるじゃない。一方で、不完全神性機関イリスも同じタイミングで感知していた。さすがね」


「……お前、ずっとイリスを見てたのか？」


「遠視って便利よ？　喉のどから手が出るほど欲ほしい味方だもの、監かん視しは当然」


　波打ち際ぎわすれすれを歩き続ける聖女。その足取りが、ある地点にさしかかったところでピタリと止まった。


「こっちに来なさい。ここが一番よく見えると思う」


「イリスが？」


「違う。でも見ていればわかるわ」


　海のずっと沖おき合あいを紗砂が指さす。……どこだ？　波打つ漆しつ黒こくの波間の少し上くらいか？


「そう。ちょうど海と空の境界線になってる場所。あそこが一番怪あやしいわ」


「だから怪しいって何がだよ」


「見てればわかると言ったでしょ。たぶんもう二～三分で『始まる』。イリスも別の場所で同じものを見ているはずよ」


　水平線を指さしたまま、紗砂の方は同じ方角を無言で見つめるだけだ。


　……ったく、これ以上質問してもどうせ無視なんだろ？


　溜息がわりに足あし下もとの砂を蹴けり、真横に立つ紗砂の視線を俺も追いかけようとした矢先。





　────ピシリッ





　崩ほう壊かいの音。


　ガラスに罅ひびが入った時のような、あの硬こう質しつで無機質な音がこだました。


「っ」


「駄だ犬けん、あなたは運が良いわ」


　俺の隣となりに立つ紗砂が、独り言のようにそう呟つぶやいた。


「幽幻種が世界に顕けん現げんする瞬しゆん間かんなんて、滅めつ多たに見られるものじゃないんだから」


　……何だよあれ。


　俺の目の前で、はるか向こうの空の一角が突とつ然ぜんにひび割れた。黒一面の空だったはずの空間に亀き裂れつが生じて、その向こうには鮮せん血けつのように真っ赤な世界。


　──いや違う。


　──冗じよう談だんだろ。まさか、あの赤い空間は。


「幽幻種の眼めよ。あの亀裂の裏側にいるのが全部幽幻種」


「何体……いるんだよ。あの赤い空みたいなのが、全部幽幻種の眼だってのか」


「顕現しきればわかるわ。でも一時間前の感知だから、せいぜい数百から数千個体。もっと桁けたが大きくなれば二時間前でも観測できるから」


「数百と数千じゃ大おお違ちがいだろ」


「違わないわ。幽幻種の侵攻の規模からすれば観測の誤差程度でしかない。それにほら、もう始まってる」


　刹せつ那な、水平線の向こうで強きよう烈れつな銀色の閃せん光こうが瞬またたいた。……見覚えがある。あの銀色の光は、イリスが不完全神性機関に覚かく醒せいした時のものだ。


「でも、前より光が小さい気がする」


「影えい響きよう範はん囲いを制せい御ぎよしてるの。術式を一定空間に圧縮して威い力りよくを増すかわりに、範囲は狭せまく。あんまりハデに火花を散らすと振しん動どうや輝かがやきで誰かさんを起こしちゃう。なんて考えてるのかもしれないわね」


「……ダ家メ政イ婦ドのくせに余計な気配りしやがって」


　手が白くなるくらい拳こぶしを握にぎりしめ、俺は砂浜を駆かけだした。


「どこに行くの」


「アイツのとこに決まってんだろ。こんな遠くから黙だまって見てられるかってんだ！」


　俺が気にかけてるのは前みたいな動作不良だ。


　イリスは不完全神性機関に覚醒したばかりなんだ。いつ予期せぬエラーがＡＩに発生するかもわからなくて、それが幽幻種との戦せん闘とう中に起きれば致ち命めい的てきなものになる。


「無駄よ。イリスは水上にいるもん。近づくには高機動の水上バイクが必要だし、大量の水みず飛沫しぶきを浴びることになるわ」


「水飛沫なんかどうでもいいだろ」


「死ぬわよ」


　その一言に、俺は無意識のうちに足を止めていた。


「……どういうことだ」


「毒の水」


　砂浜に打ちよせた波に手を浸ひたす聖女。


「ここはまだ平気だけど、沖合の海面は幽幻種の魔笛でとっくに猛もう毒どくになってるわ。あと数分しないうちに魚一いつ匹ぴき住めない死の海に変わり果ててるでしょうね」


「…………」


　それはもう、この海はだめってことなのか？


　海水浴はもちろん漁もできない。釣つりだってできないどころか、子供が間違って海に潜もぐったりしないよう鉄てつ条じよう網もうで囲って封ふう鎖さするしか道はないのか？


　世界の四分の三を死の大陸にした魔笛。


　やっぱ、こうして目の前でそれを実感させられると辛つらい……な。


「現実を理解した？　結局、一般人が不完全神性機関イリスを支えることはできない。駄犬を責める気はなくて、こればかりはどうしようもないものだから」


「……まるで、自分ならイリスの力になれるって聞こえる言い方だな」


「そう言ってるの」


　聖女がそう頷うなずくと同時、無数の光の粒りゆう子しが一瞬にして彼女の身体からだを包みこんだ。


　淡あわい緋ひ色いろの煌きらめき。


　禁きん断だん水すい晶しようがいたっていう空くう洞どうで見たのとまるで同じ輝きだ。それが、まるで意志があるかのように紗砂の周りをふわふわと漂ただよっては点てん滅めつをくり返してる。


「私は、エルマリア神教界で永らく待ち望まれていた聖女。エルマリアから始まった救世主信しん仰こうは、私をもって完成を遂とげる。……私が、幽幻種との戦いを終わらせなくちゃいけないの」





【Yu/ ris-iaわたしにできる Sophie, Arma-Selahただ一つの願いを……】





　神秘的な色の髪をなびかせて彼女が唱うたう。


　まるで七色の絹糸のように、さらさらとなびいては美しく色を変化させる髪。氷のように透すきとおった白銀色を基調にしながらも、沁しん力りよくの光に照らされた箇か所しよが緋色と深い蒼あお色の混色に輝いていて……俺は、その光景を固かた唾ずを呑のんで見つめていた。


　聖女。


　クソ生意気で高飛車で傲ごう慢まんな奴やつだってわかってる。


　わかってるのに、その神秘的な姿は確かに神こう々ごうしいという言葉しか思い浮うかばねえ。さすが、大国エルマリア神教界で崇あがめられてるだけあるわけだ。


「目を閉じなさい」


「っ痛ぅ!?」


　まぶたを灼やくほどのまぶしさに、喉の奥から悲鳴が漏もれた。


　光。


　光。


　水平線の彼方かなたまでも照らす緋色の光が海面の隅すみ々ずみまでも拡がり、そして水中までも浸しん透とうしていくのが俺にもわかる。


　……死の海が……浄じよう化かされてるのがわかる。


　どす黒い石油みたいだった水が、みるみるうちに透きとおった蒼そう碧へきの色味を取り戻もどしていく。帝国の最新浄化装置だって、魔ま笛てきに汚お染せんされた小川を浄化するのに丸一週間かかるっていうのに。
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「人が扱あつかえるものの中では最高位の浄化術式よ。もっと時間をかければ精度は上がるけど、コレ単体でも十分でしょ？　幽ゆう幻げん種しゆはイリスがすぐに殲せん滅めつしてくれそうだし、浄化の残りも任せてみたいから」


　目にかかった前まえ髪がみをはらって紗砂が深々と息をつく。


「不完全神性機関イリスを私に譲ゆずる？　それとも断る？　その返事を明日あしたまで待つと言ったのは、明日の夜に今と似たものを見せる予定だったから。それがまさか、本当に幽幻種の侵しん攻こうが発生するなんて思わなかったけど」


「……返事は変わらねぇって言った覚えがあるけどな」


「人は心変わりするものよ。今のを見て悟さとったでしょ？　イリスを失いたくないのなら、私に預けなさい。あの子が私を護まもり、私もまたあの子を護ることができる。それができるのは世界で私しかいないの。もちろん機械部分のメンテナンスも万全を期すわ。世界最高クラスの技術者と環かん境きようであの子を修復することを約束する」


「…………」


　その言葉は、今の光景を見た後はものすごく甘い響ひびきに感じられた。まさにエルマリア神教界の聖女たる力を見せられた後だから。


「もう意地を張るのはやめなさい。ていうか私の方がそろそろ限界だし。あーもう、なんで私が、駄犬にこんな丁てい寧ねいに交こう渉しようしなきゃいけないの！　怒おこるわよ！」


「逆ギレかよ!?」


「気にしないで。とにかく、あなたは所有している不完全神性機関イリスを渡わたせばいいの。私の気分次し第だいで、年に一回くらいはディスプレイ越ごしに会わせてあげてもいいわ」


「よし、決めた」


「偉えらいわ駄犬。それじゃ早さつ速そくに小切手にサインを」


「そうじゃねえ。……腹くくったんだよ。俺はイリスを誰だれにも渡さねぇ。誰に頼たのまれようと、どれだけ好こう待たい遇ぐうを用意されようとつっぱねるってな」


　私は凪だけの家メ政イ婦ドロボですから────なんて言われたら敵かなわねぇもんな。


　アイツが俺の下もとを離はなれたくないっていうなら、俺だってそのために全力を尽つくしてやるのが主人の義務だ。


「てめぇが凄すごいのはわかった。それは認めてやるし、世界を救いたいってのもまあ話だけは理解した。だけどな、うちの家メ政イ婦ドロボが嫌いやがってるのに譲れって話だけは違ちげぇだろ」


　じっと俺を見つめる紗砂の瞳ひとみを、逃にげずに受けとめて。


「本当に助けが必要ならお前が降りてこい。聖女なんて立場から見下ろすんじゃなくてよ、同じ高さに立ってイリスの友だちになってやれ。力を貸しても良いって思える仲になれば、イリスだって話を聞くさ。そういう奴だ」


「…………」


　無言でうつむく聖女。その手が、きゅっと握り拳をつくった。


「なんなら俺だって手を貸してやるし、本気で知ち恵えを絞しぼってやる。わかったか？」


「………………わかったわ。駄犬の言いたいことは理解した」


「よし、上等だ。ならさっさと帰──」





「もう、完っっ全完かんっっ璧ぺきに力ずくでいくんだから」





　はい？


　いま、この自じ称しよう聖女な女の子はなんて言ったんだ？


「ふ、ふふ、うふふふふふふ…………そうよ。私は聖女なんだから。聖女が駄犬ごときに遠えん慮りよする必要なんて最初からなかったのよ」


　うつむく少女の握り拳が、見る見るうちにふるえだす。……お、おーい。顔に前髪がかかって表情見えないのが妙みように迫はく力りよくあって怖こわいんですが。


「あ、あのぉサラさん？」


「紗砂よ」


　妙に晴れ晴れとした表情で聖女が顔を上げた。


「そうよ、私が間違ってた！　私は聖女なんだから何をしても許されるの！　偉い大だいなる目的のために、駄だ犬けんなんか尊い犠ぎ牲せいになってもらえばそれで万事解決よ！」


「どこが聖女だ──────────っっ!?」


「気にしないで。私は気にしない」


「気にしろ！　気にしろよそこ、すげぇ大事なところだと思うんですがねぇっ！」


「イリスが駄犬の言うことしか聞かないなら、駄犬を誘ゆう拐かいしてちょこっと脅おどして無理やりにでもイリスに命令させればいいのよ！　コレだわ！」


「怖ぇぇっ！　おい待て、それ聖女の台詞せりふじゃねぇぞコラ」


「一年間くらいの辛しん抱ぼうよ。ちゃんと報ほう酬しゆうも用意するから我が慢まんして────ふ。ふふふふふっふ、それじゃあさっそく駄犬を気絶させて運んでいかないと」


　バチバチ、と紗砂の周囲にさっきと同じ光が浮かび上がる。


　光自体は同じだけど、その放電具合というか音の具合が、さっきの海の浄化時より攻こう撃げき的なものだってことは明らかだ。


「ま、待て！　そりゃさすがに死──」


「食らえ駄犬、これが聖女の怒いかりの鉄てつ槌ついよ！」


　轟ごう！　と強烈な風の悲鳴をともなって、息も詰つまるくらい大規模な光の洪こう水ずいが俺の視界を埋うめつくした。


「うわわわあぁぁぁぁぁぁぁっっ………………………………………って、あれ？」


　質量をともなう光の渦うずに飲みこまれた。


　間違いなくそのはずだったのに、俺にぶつかる直前で光の奔ほん流りゆうが真っ二つに割れたんだ。まるで俺を回かい避ひするように真横を通りすぎて、そのまま海の向こうへと消えていく。


「俺、あたってないぞ？」


「……お、おかしいわね。的を外すなんて私らしくなかったわ。よし、今度こそ覚かく悟ごなさい駄犬、次こそ私の憂うさ晴ばらしの鉄槌なんだから！」


「憂さ晴らしとか言ってる時点で完全な逆ギレだろうが！」


「うるさい駄犬倒たおれなさい！」


「うわわわあぁぁぁぁぁぁぁっっ………………………………………ん？」


　今度こそ光の極大放射が直撃したのがわかった。


　そのまま吹ふき飛ばされるかと思ったんだけど、いざ実際に受けてみれば痛くもないし熱くもない。むしろマッサージを受けたように気持ちいいくらいの微び風ふうだ。


「俺をおちょくってるのか？　全然痛くも痒かゆくもねーぞ」


「……そ、そんな」


　よろよろと後ろへと後退していく聖女。


「常人なら掠かすめただけで気絶するくらいの高威い力りよくの光熱なのに。モロに直撃して……気絶しないどころか無傷……あ、ありえない……」


「ていうか気持ちいいくらいだけどな」


「もー怒った！　駄犬にちょっとは手心加えてあげようとか思った私が間ま違ちがってたわ！　相手は人間じゃなく幽幻種よ幽幻種。本気でいくわよ！」


「うおっ、ちょ、ちょっと待て。それはさすがにヤバイって」


　ミシミシと空間が歪ゆがんでる。


　いや、ひしゃげてるのか。紗砂の全身から生まれる光の密度が限界をこえて物質化して、その巨きよ大だいな質量のせいで極小のブラックホールみたいな重力場まで形成されてる!?　んなアホな、こんなのありかよ。反則すぎるだろ！


「地平線まで吹っ飛びなさい────────っ！」


「うわわわあぁぁぁぁぁぁぁっっ…………………………………おい」


　ぽよん、て表現が一番適当なんだろうか。


　本気で放ったらしき紗砂の光波が、俺に触ふれた途と端たんに威力を失って明後日あさつての方向に跳はね返るや、砂のようにサラサラと崩くずれて虚こ空くうに消えていった。


「…………うそ」


　放心状態でぽつりと呟つぶやく紗砂。


「私の全力を防ぐほどの守護結界？　ひ、卑ひ怯きよう者よ駄犬！　反則だわ！　あなたいったいどうやってそんな強力な結界を手に入れたの！」


「いや……それ俺が聞きたいんだけどな」


　後ろ頭を搔かきながら答える俺。


　思いあたるのはイリスからの洗礼だけど、思いあたるのが添そい寝ねだなんて間違っても言えないわけで。


「でも俺さ、手を繫つないでた時にお前のバチバチって火花は痛かったぜ？」


「だから私も腑ふに落ちないのよ。今の一撃だってアレの何万倍って威力があったのよ。なんでさっきの護身術式が効いて、今の攻撃術式になると無効なのよ」


「……ほらアレだ、好き嫌きらいのある結界」


「馬ば鹿かにしてるの？　そんな寝ぼけた結界あるわけないでしょ」


　じろ、と怒りをこめた眼まな差ざしで紗砂が睨にらんでくる。ですよねー。俺もそう思うんだけど、肝かん心じんのイリスがそう言うんだから仕方ねえだろ。


「だがまあ、そろそろ俺からの反撃タイムってことでいいわけだな」


「ど、どういう意味よ!?」


「デコピン百回の刑けい。さんざん一方的に攻撃（っぽいもの）してくれて、俺が聖者みたくニコニコしてると思うなよ。泣いて謝っても聞かねえからな」


　指をポキポキと鳴らして近づいていく俺。一方の紗砂はといえば、最初はちょっと怯おびえた表情をしてたけど、自分に言い聞かせるようにウンウンと頷うなずいて。


「き、効かないわよ！　言っておくけど私の防ぼう御ぎよ結界は世界最強なんだから！　至し近きん距きよ離りで大たい砲ほうを撃うたれようが──」


「おら」


「痛っっっっったぁぁぁぁいっっ!?」


　頭を押さえて悲鳴を上げる女の子。


「どうだ俺のデコピン。さんざん鍛きたえた熟練の威力だぜ」


「そ、そんなのどうでもいいの！　私の防御を突とつ破ぱするなんてツァリじゃあるまいし……なんで一いつ般ぱん人の駄犬にこんなことが」


「だから熟練の」


「黙だまりなさい！…………でも、まさか……」





「Elisエリス Elmaエルマ【傷だらけの世界】」





　唐とう突とつに、惚ほうけた表情で紗砂がそう口にした。


「は？」


「……駄犬の結界に、一つだけ思いあたるものがあったわ」


　上目づかいに俺を睨みつける聖女。


「直訳すればElisエリスは『人』。Elmaエルマは……『独界』ていうのは馴な染じみがないでしょうから、『一つの世界』くらいに訳される場合が多いわね。聖女エルマリアが禁きん断だん水すい晶しようから伝えられたっていう結界。一つ、護るべき者に及およぶ悪意と敵意に反応して完全に遮しや断だんする。一つ、あらゆる悪意への反撃として敵対者に痛覚を強制付ふ与よする。──すなわち痛みを庇かばい、逆に痛みを与あたえる結界だって言われてるわ」


「……意味わからん」


「だ、か、ら、ソレがあなたの結界の正体って可能性が高いってことよ！」


　肩かたをわなわなと戦おののかせて聖女が叫さけぶ。


「手を繫いでる時は、わたし悪意とかそういうのこめてないもん。せいぜい『どうなるんだろう？』くらいの意識よ。だけど今は明確に駄犬を狙ねらったわ。それを傷エだリらスけ・のエ世ル界マが敵意とみなして遮断した。デコピンもそう。私の結界がデコピンの衝しよう撃げきは防御したけど、傷エだリらスけ・のエ世ル界マに痛みだけ強制付与された。ほら、額だって赤くなってないでしょ？」


「おう、確かにな」


　デコピンした部分も普ふ通つうは赤くなるけど無傷。だけど紗砂はやたら痛がって涙なみだ目めになりかけてる。


「つまりよ、駄犬に害を与えるつもりの攻撃は全すべて無効化される。無意識であっても結果的に悪意によるものと変わらない結果をもたらすものも無効化する。だけど好意から発生したもの──たとえばお茶を運んであげようとして駄犬に浴びせたとか、肩たたきで間違って強く叩たたきすぎたとか、そういうのは許可されるでしょうね」


「それは許可したらダメだろ──────っ!?　ミカエルの投げたビーチボールが通ったのは悪意じゃないって判断したからかよオイ。あのどこが好意だ!?　じゃあまさかイリスが正解で、本当に好き嫌いの激しい結界ってことなのか？」


「……エルマリアも、使いどころが難しいって伝承に残してるわ」


「聖女公認のダメ結界かよ!?　どーすんだよコレ、ダメ家メ政イ婦ドにダメ洗礼されてダメ結界を習得しましたなんて悲しすぎるだろ。おいイリスてめぇ覚えてろよ、戻もどってきたら意地でもこの結界なんとかさせてやるからな」


「呼びましたか」


「おう呼んだ呼んだ………………ん？」


　真後ろから聞こえた声に思わず俺はふり返った。エプロンを着けた家メ政イ婦ドな恰かつ好こうで、後ろ手に巨大な銀色の鎌かまを握にぎったイリスの姿が。


　と思った途端に、その鎌もぽいっと放ほうりだして俺に飛びついてきた。


「凪、私を心配して来てくれたんですね！　サラちゃんが教えてくれたんですか？」


「うん。凪お兄ちゃんに頼たのまれてサラが連れてきたの。サラ眠ねむかったけど、お兄ちゃんがドンドン扉とびらを叩いて大声出して……」


「あら凪、この夜ふけにそんなことを」


「……事態が事態だったんだよ」


　この猫ねこかぶりめ。紗砂の後ろから背中を突つついてやると、紗砂は紗砂で小さく溜ため息いきをついて首を横にふってきた。


「この場は休戦よ。あなたもイリスの前で私と喧けん嘩かなんかしたくないでしょ？」


「ホテルに戻ったら再戦か、上等だぜ」


「安心なさい。駄犬にも少し興味が湧わいてきたわ」


「は？」


　俺に興味？　誘拐されて人体実験とかそんな類たぐいを体験させられるのなんてご免めんだぜ。コイツは真顔でそういうの言いだしそうだからなあ。


「ねー凪お兄ちゃん、サラ、手つないでほしいな。ホテルにかえろーよー」


「うわムカツク。……くそ、ほらよ」


　バチッ


「痛っ!?」


「やっぱり、軽い悪ふざけ程度のつもりなら許可されるのね。本当に気まぐれというか判断に迷う守護結界ね」


「だから試ためすために火花散らすんじゃねぇよチビ聖女。こっちは痛いんだからな。で、イリス、お前もいい加減離はなれろって。重いんだ……」


「えー。サラちゃんの手は握ってあげてるじゃないですかぁ」


「……くそ」


　右手をサラにぎゅっと握られ、背中にべったりとイリスにしがみつかれてしまう。二人とも見た目は文句なく可愛かわいいんだけど、あいにく中身に問題アリだしな。


「……いいんちょ代わってくれ、頼む」


　重い足を砂すな浜はまに引きずりながら、俺はホテルに向かって歩きだした。





　　　　５





「完敗だわ」


　開口一番に、エルマリア神教界のチビ聖女がそんなことを言ってきた。


「乾かん杯ぱい？　なんのことだ」


「負けの方の完敗よ。私の負け、まさか私の全力を完かん封ぷうするような守護結界があるなんて思いもしなかったわ」


　テーブルを挟はさんで向かい側の椅い子すに腰こしかける彼女。完敗とか言いながら、そのくせレモンティーに蜂はち蜜みつ入れて優ゆう雅がにお茶会してる気がするんですけどね。


「ならまず、俺への駄だ犬けん呼ばわりを撤てつ回かいしてもらおうか」


「それはダメ。もう私の中で駄犬以外に呼び名が存在しないもん。凪お兄ちゃんー、なんて言ってる時も本当は鳥とり肌はだ立ちそうなのを我が慢まんしてるんだから」


　ティーカップに口をつけつつ、紗砂。


　この傍はた迷めい惑わくなチビ聖女が俺の部屋に来たのはキッチリ三分前だ。イリスがシャワー室に入った矢先に部屋の呼よび鈴りんが鳴って、開けてみれば案の定。


「ねー、そこのクッキー取って」


「自分で手ぇ伸のばせば届くだろうが……ったく」


　彼女が持参してきたクッキー箱を近づけてやる。紅茶には蜂蜜たっぷりで、その上にクッキーも砂糖たっぷり。食べ物の嗜し好こうだけは年ねん齢れい相応ってことか。


「私の友人がやってるケーキ屋さんのクッキーなの。美お味いしいわよ、一枚あげる」


「命令形かよ。俺もう眠くてしょうがないんだってのに……ん？　意外、これは本当にうまいじゃん」


「でしょ。さっきはさすがに乱暴すぎたって反省したわ。このクッキーは非礼の詫わびとして一箱あげる。ありがたく受けとっておきなさい」


　……その上から目線だけは何とかしてくれよ。


　だけど、さすがにこのチビ聖女も諦あきらめたっぽい。イリスを武力でどうこうってのは無理とわかってるなか、唯ゆい一いつ有効な策だった主人に対する脅おどしも、ダメ結界のおかげで効かないって判明したことが大きいんだろう。


「身の程ほどを知ったなチビ聖女」


「私に説教は百年早いわ。あーでも疲つかれた。私もさすがに帰って寝ないと」


「そうしろそうしろ。……ふぁ、やばい俺も限界だ。それじゃあな」


　…………


　……あれ、なんか本当に意識がなくなりそうだ。膝ひざが脱だつ力りよくして倒たおれそうなくらい、とにかく全身に力が入らない。指先もふるえてきた。


「っく、マジで疲ひ労ろう困こん憊ぱいかよ……」


　部屋の壁かべに身を預け、よろよろと巨きよ大だいなベッドまでたどり着く。まともに布ふ団とんの中にもぐりこむ力も残ってなくて、俺はそのまま仰あお向むけに倒れこんだ。


　……なんだよこれ。


　……本当に、こんな全身痺しびれたように動かないなんて初めてだ。軍学校アカデミーの合宿中だってここまで動けなくなった時はなかったぞ。


「く、くく。引っかかったわね駄犬！」


「なっ……てめぇ！」


　帰ったはずの紗砂が、いつのまにかベッドの真横に立っていた。満面の笑えみで腕うで組ぐみしながら、倒れた俺を見下ろしている────ってことは。


「思ったとおり、筋肉を弛し緩かんさせる薬には傷エだリらスけ・のエ世ル界マも反応なしね。私はただクッキーをあげるって言っただけ。自分でクッキーを食べるって選せん択たくしたのは駄犬だもん」


「く……そ、さっきのクッキーかよ。ずいぶん古典的な方法じゃねえか」


「単純かつ有効だから古典なのよ。でも安心なさい、この隙すきにイリスを奪だつ還かんなんてしないから。興味があるのは駄犬の身体からだよ」


「へ？」


「私だって伝説でしか知らないエルマリアの守護結界。ものすごく興味があるわ。いったいどんな条件で発動してどうやって駄犬を護ってるのか。ふふ、さあ覚かく悟ごなさい？　一晩かけてじっくり調べさせてもらうんだから！」


「すげぇ怪あやしい台詞せりふに聞こえるんですがねえ!?」


　ベッドに仰向けのまま俺は動けないわけで。


　その俺の背中に身体を密着させてくるチビ聖女。……これ、誰だれかに見られたら完全に勘かん違ちがいされそうな場面じゃないのか？


「くっ、やめっ……服を脱ぬがすんじゃねえよこの変態聖女！」


「医者だって聴ちよう診しん器きを当てるときは服を脱がすでしょ。ええと、電動ドリルとカッターとスタンガンはどこにしまったかしら」


　がしゃん、と巨大な鉄製の道具箱をベッドの上で開く聖女。


「傷エだリらスけ・のエ世ル界マの発動条件を確かめるためよ。あなたも知りたいでしょ？　うん、知りたいのね。わかったわ、それなら私も遠えん慮りよしない」


「俺は何も喋しやべってねぇ──────────っっ!?」


「だいじょうぶ、痛いのは一いつ瞬しゆんだけよ。後は気持ちいいって部下の司教も言ってたわ」


「俺にその手の趣しゆ味みはねぇぞこら！　お、おい本気でやめっ……」


　もぞもぞと俺の身体の上にのってくるチビ聖女。


　ほとんど全体重が乗っかってるはずなのにちっとも重くないってのは、見た目どおりに華きや奢しやで小こ柄がらな身体つきだからなんだろうな。だけどやっぱり女の子らしく身体は柔やわらかで、それに水みず鏡かがみ色いろの長ちよう髪はつから清潔でほのかに甘いローズの香かおりが……


　ああいや、違う。


　気が動転しすぎて訳わかんなくなりそうだけど、とにかく現実を見るんだ。俺の身体の上に乗ってるチビ聖女が傍迷惑な奴やつであることに変わりはない。


「ばか、やめっ……」


「静かになさい。ていうか諦めなさい。これからじっくり結界の発動条件を……っあ……ま……まず……っ……ねむ…………………………」


　不意に、俺の上着をめくろうとしていた紗砂の手が止まった。俺の背中にのしかかっていた身体がくずおれて、声も上げずに真横に倒れこんでくる。


　なんだ、何があった？


「……紗砂？」


「…………」


　目をつむったままの彼女は応こたえない。そのまま待つことしばし、小さな小さな寝ね息いきらしきものが聞こえてきた。まさか本当に寝入ってるのか？


「サラちゃん疲れたんだと思います」


　しっとりと蒸気をまとったイリスが歩いてくる。人型機械体アンドロイドのくせして、濡ぬれた髪かみ先さきにタオルをあてる仕草とか本当に必要なんですかね。


「今日は朝から遊んでましたし」


「あれは演技だろ」


　あ、やば。


　思わず口にしてしまった言葉を俺は猛もう烈れつに後こう悔かいした。


　イリスもそうだけど、紗砂の本ほん性しようはなるべくクラスメイトの皆みんなには伝えない方が良いって思ってたんだ。その方がたぶん、両方にとって幸せだもんな。


　だけど。


「演技じゃありません。サラちゃんは本当に楽しんでいました」


　微び笑しようすらうかべ、すやすやと寝入る紗砂の髪をイリスが指先で梳くしけずる。まるで妹を愛めでる姉のような雰ふん囲い気きで。


「なあ、どうしてそう思うんだ」


「どうしてでしょう。でもそんな気がします。サラちゃんは人間ですが、人型機械体アンドロイドの私とよく似てる部分があります。とても強い力を持っていることです」


「……おう」


「強い力を持ってるから、何をしても周りに恐おそれられるでしょう？　仲の良い友だちを作りたくても作れない。だったらいっそのこと自分は聖女なんだ、世界に一人っきりなんだって割りきった方が自分の精神きもちも安定する────そんな風に考えているのかなって」


「…………」


　……同じ力をもったイリスだからわかる心境なのかもな。


　共に禁きん断だん水すい晶しように選ばれた者同士。


　かたや不完全神性機関として、人類最強の戦力であることを期待される機き神しん。


　かたや聖女として、世界を救う救世主であることを望まれた少女。


「ですから、私とサラちゃんの違いは凪がいるかどうかという点かもしれません」


「俺？」


「はい。私には凪がいる。だけど、サラちゃんには凪がいないんです」


「…………」


「さっきサラちゃんが楽しんでいるといったのは、それが理由です。凪と話している時のサラちゃんはすごく生き生きして見えました」


　等身大で話してくれる相手か。


　そりゃ自分で聖女とか言ってるくらいだしな、周りからは敬われてばかりなんだろう。母国のエルマリア神教界じゃ本当に救世主扱あつかいなんだから。


「でも」


「なんだよ、あらたまって」


「楽しかったのはサラちゃんだけじゃありません。私も、凪と一いつ緒しよに海に来て遊べてすごく楽しいです」


　サラの髪を梳すく手は休めぬまま、イリスが満面の笑みで微笑んだ。


「……そうなのか？」


「そうです。海は、知識では知ってても初めて見るものばかりです。ヤドカリやクラゲ、それ以前に海というものも初めて見ました」


「……それ、サラも同じこと言ってたな。エルマリア神教界は山ばかりで海がなくて、だから泳いでみたくなったんだとか」


「サラちゃんの気持ちすごくわかります」


　声を弾はずませてはにかむ人型機械体アンドロイド。


「私は凪に拾ってもらいました。そして、まだ一月も経たたないのに軍隊時代には経験できなかったことを沢たく山さん教えてもらっています。……私は、凪に拾ってもらえたことが本当に幸せなことだったと思います」


「なんだよ今さら」


「海は女の子をロマンチックにするんですよ？」


　ベッドの端はしに手をのせて。


　少女の姿をした人型機械体アンドロイドが、あおむけの俺にそっと顔を寄せてきた。


「凪が私に聞きましたよね？　凪以外の誰かに尽つくすつもりはあるのかって。……答えは『いいえ』です。私イリスにとって、凪・一いち咲さき・ジールが世界で一番大事な人なんです。あなたの為ためなら動けなくなるまで戦えますし、あなたの為ならいつだって死ねます」


「死ぬとか言うんじゃねえよ」


「凪は、そう言うと思ってました」


　俺が仏ぶつ頂ちよう面づらでそう言うのも予想してたんだろうな。イリスの方はくすっと口元をやわらげるだけだ。


「私が言いたいのは一つだけです。私は、私に与あたえられた時間の全すべてをあなたと一緒に過ごしたい。家にいる間も学校にいる間も、今みたいにそれ以外のどんな場所であっても、あなたの隣となりに居続けたい。それが唯ゆい一いつの望みです」


「…………」


　あんまり直球すぎる台詞で、あんまり純じゆん粋すいな笑顔だったから、俺は黙だまって頷うなずく以外のことを思いつくことができなかった。


　そしてそれは、初めてイリスに「凪」でなく「あなた」って呼ばれたこともあるんだと思う。……なんだか聞いてる俺の方が妙みように緊きん張ちようしちまったじゃねえか。


「そのようなわけで、今後ともよろしくお願いします」


「おう」


「そ、それじゃあ……ふ、ふつつか者ですが、あの……今日も一緒に添そい寝ねを──」


「それはダメだ」


「え？　緊張する？　わ、わたしも緊張しますけど頑がん張ばりますね」


「って、おい。てめぇまで人の服を脱がしてどうする気だよ!?　ちょ、ちょっ……待て、だから俺はダメって言っただろうが。ああくそっ、どいつもこいつも俺の話をききやがれぇぇぇぇっっっっっっっっっっ！」


　かくして。


　ちょっぴり純情なやり取りはどこへやら。


　ベッドに潜もぐりこもうとするダ家メ政イ婦ドと、それを防ごうとする俺の攻こう防ぼうが幕を開けたのだった。ていうか、痺しびれた俺に勝ち目ない気がするけどさ。




　　Phase.xxx『傷だらけの──』







　世界を救いたいって決めたのは、いつだろう。


　いつから私は、聖女って言われていたんだろう。聖女エルマリアの後こう継けいなんて言われたんだろう。


　……もう覚えてない。


　……それは本当に、生まれた時から自分の使命って信じてた。


　世界を救うのに理由なんてなかった。


　私には両親も親しん戚せきもいなくて、物語の主人公みたいに命を賭かけて助けたい恋こい人びともいないんだもん。漠ばく然ぜんと『世界』というものは素す晴ばらしくて、それを守ることに意義と宿命と生き甲が斐いを感じていた。


　でも、大人になっていくにつれ、少しずつ世界の美しさというのにも疑問を持つ年とし頃ごろになってきた。大人はみんな汚きたなくて、子供はみんな泣き虫で。


　だけど──


　それでも私は、この傷ついた世界を救う。


　それが聖女だから。


　私は紗しや砂さ・エンデンス・凜りん・ケール。聖女は自分の幸せなんか望まない。ただ漠然と世界を救って…………それでいい。


　たとえこの世界が疲ひ弊へいしきって傷だらけだったとしても、その世界の傷を癒いやすのは、きっと私が世界を救った後で誰だれかがやってくれると信じてる。


「Elisエリス Elmaエルマ……そんな名前の術式なんて忘れてたのに」


　傷エだリらスけ・のエ世ル界マ。


　禁きん断だん水すい晶しようから力を授さずかったエルマリアがそう名付けたとされている。


　それを、人型機械体アンドロイドである不完全神性機関イリスからの洗礼によって、その主人である人間が再び授かるというのは皮肉なのかもしれない。


「ねえエルマリア？　貴女あなたはなんで、守護結界にそんな名前をつけたのかしら？」


　窓まど枠わくに手をかけて、私は目を細めた。


　……陽ひがまぶしい。


　カーテンの隙すき間まからこぼれる夜明けの光はとても眩まぶしくて、きっとこの光だけは、どんな沁しん力りよく術式をもってしても再現することはできないんだろうと思う。


「────」


　目を閉じて、まぶたの裏側に意識を集中。


　遠視。


　不完全神性機関イリスがはるか遠方の幽ゆう幻げん種しゆを観測するのと同様に、遠方の情報を映像のかたちで見ることができる。


　……もうホテルのすぐ傍そばまで近づいてきてる。


　……アイツらも不完全神性機関イリスを狙ねらってる。


　駄だ犬けんには守護結界があるとしても、それ以外のクラスメイトやホテル従ボ業ー員イに飛び火したら犠ぎ牲せい者しやが出る。不完全神性機関イリスはアイツらの手に落ちる。駄犬も、危険人物扱いとしてアイツらの標的にされるかもしれない。


「その前に終わらせなくちゃ」


　私がイリスを保護するしかないんだ。イリスを隔かく離りすれば、一いつ般ぱん人の駄犬にまで危険が及およぶことはないはずだから。


　……本当は傷エだリらスけ・のエ世ル界マのことも調べたかったけど。


　……だけどもう時間がない。


　アイツらが駄犬の傷エだリらスけ・のエ世ル界マに気づけば、最悪、駄犬までもが標的になる可能性がある。そのために自分が結界の発生条件を調べつくしておきたかった。傷エだリらスけ・のエ世ル界マが、アイツらの標的になる可能性があるのかどうかを。


　でも無理だ。


　とにかくイリスだけでも連れて逃にがさないと。


「凪なぎお兄ちゃん、サラのこと嫌きらいになっちゃうかな……」


　おどけたつもりだったのに。


　窓ガラスに映る私の顔。どうして、泣き笑いみたいに歪ゆがんでいるの？




　　Phase.4『眠らざる者ゴースト』
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　朝九時。


　……えー突とつ然ぜんですが、クラスメイトが朝食を取っている間、俺はなぜかホテル最上階の通路で正座させられています。現在進行形で。


「いや、だからな、俺に罪はないんだって本当……」


「まだ言い足りませんの、この変態」


　正座する俺の正面で、腰こしに手を当ててふんぞり返ってるのはミカエルだ。


　どういうことかというと話は簡単で、本当は朝八時半にクラスメイトで通路に集合して、皆みんなで朝ご飯に行こうって話だったわけですよ。


　でも昨日は紗しや砂さやら幽ゆう幻げん種しゆやらイベントがありすぎて、おまけに痺れ薬まで盛られた俺は朝になっても熟じゆく睡すいしてた。そんなこと露つゆ知しらず、いつまで経っても現れない俺を不ふ審しんに思ったシィとミカエルが部屋の扉とびらをこじ開けて…………まあ、あれだ、痺れ薬で寝てる俺と、その両りよう隣どなりで添い寝してるサラとイリスを見つけてしまったと。


「人型機械体アンドロイドと少女を両りよう脇わきに抱かかえて熟睡とは、さぞ素敵な夢を見れたでしょうね」


「……おう。痺れ薬で動けなくなったところに、イリスに無理やりクソまずい飯を食わせられる夢を見たぜ。うなされてただろ？」


「そういえば脂あぶら汗あせが浮うかんでいた気もしますが、でもダメですわ！　あなたの行こう為いが明らかに破は廉れん恥ちな痴ち漢かん行為であったことに変わりはありません。シィなんかショックでヤケ食い中なんですわよ！　謝るべきですわ！」


「謝ろうとする俺を捕つかまえて正座させてるのは誰だよ」


　タイミングが悪いというか。イリスは昨日また不完全神性機関として力を使ったせいでシステムダウン。「……今日一日は寝させてください」ってスリープモードだ。サラもまだ熟睡中で起きる気配無し。


　俺を擁よう護ごできる二人が起きてこないことにはなあ。


「……とはいえ」


　こほん、とミカエルが咳せき払ばらい。


「実のところはどうなんですの？」


「ん」


「昨夜、あなたがサラちゃんに連れられてホテルから出ていったのは知っています。二人だけで何をと考えもしましたが、どうやらイリスさんも外出していた様子」


「……気づいてたのか」


「人型機械体アンドロイドは眠らないのですわよ？　声と足音でバレバレですわ」


　にっ、と不敵な笑えみでミカエルが指をふる仕草。


「そしてイリスさんのスリープモード、あれは以前に不完全神性機関として覚かく醒せいした直後のシステムエラーに酷こく似じしてますわ」


「よく見てるなおい」


「イリスさんが幽幻種を見つけて討とう伐ばつに。それを知らないあなたとサラちゃんが、行方ゆくえ不明の彼女を探しに外へ出ていった──というのはどうです？」


　……ぐうの音も出ないってのはこういうのを言うんだろうな。


　イリスが幽幻種を殲滅しに出向いたことをサラが知っていたことさえ抜ぬかせば、ほぼ全ての状じよう況きようがミカエルの推理どおりじゃないか。


「お前の性格じゃそのまま尾び行こうって感じだけどな」


「思いとどまりましたわ。私の室内にもクラスメイトが寝ねていますし、ホテルはホテルで緊きん急きゆう時じの戦力を残しておかなくてはいけませんから。でも大方その後の予想もつきます。イリスさんを見つけて三人で帰ってきて、そのまま疲つかれて朝まで寝てしまったと」


「そこまでわかってんなら俺、正座の必要なくないか？」


「幽幻種が出しゆつ没ぼつしているエリアにサラちゃんを連れていった罰ばつですわ」


　ああ、そっか。


　俺がサラを危険な目に遇あわせたと。だからミカエルは怒おこってるのか。


「イリスが幽幻種を殲せん滅めつさせる時な、『サラちゃんは一人で部屋に泊とまってるから不安です』って、様子を見に行くフリして出ていったんだよ。そんな事情で、イリスを探そうと思ったらサラに話を聞きにいくのが一番自然だろ。そしたら一いつ緒しよに連れてけ連れてけって大おお騒さわぎってわけ」


「ふむ……」


　顎あごに手をあててミカエルが黙もつ考こう。


　俺の考えられる一番真っ白なウソだけど、コイツはそれも怪あやしいって感じてるんだろう。部屋の二人にも話を合わせてもらわないと後で裏を取られそうだ。


「ま、いいでしょう。話の大筋は通りますわ」


「正座の刑けいも終しゆう了りようか？」


「ええ。シィにはわたくしから事情を説明しておきます」


　ぱちんと指を鳴らすクラスリーダー。


　良かった。サラの正体を隠かくしてる部分は後ろめたいけど、こういう場合の判定人がミカエルってのは地味にありがたい。誠意で説明すればわかってくれるもんな。


「わたくしは皆のところに行ってきますわ。シィのやけ食いも止めないといけませんから。凪なぎもご一緒にどうです？」


「行く……前に二人の様子を見てくる。先に行っててくれや」


　ミカエルに手を振ふって、彼女が通路の曲がり角まで歩いて見えなくなるまで見届ける。足音が聞こえなくなったのを確かく認にんして、俺は真後ろにふり向いた。


「あ、終わったんだ？」


　俺の部屋の自動扉が開いていく。そこから顔を覗のぞかせるのは、ベッドで寝ているはずだった紗砂だ。


「正座もやめちゃうの？　駄犬にピッタリの姿勢なのに」


「……誰のせいだと思ってんだよ」


　ミカエルが俺の部屋に押し入ってきた時、実はコイツも起きてたんだろうなとは予想できていた。スリープモードのイリスは別として、機械扉をこじ開ける轟ごう音おんで目を覚まさない奴やつなんていないって。


　が──


「…………」


　チビ聖女の雰ふん囲い気きがいつもと違ちがう？


　そう気づいたのは、俺を見つめる彼女のまなざしに、昨日まであったはずの嘲ちよう笑しようめいた悪戯いたずらっぽさが一いつ切さい感じられなかったからだ。


　今日の双そう眸ぼうはなんだか寂さびしそうで、悲しそうで、すごく弱々しいものに思えた。


「…………」


「どうしたんだよ。ずいぶん萎しおれてるじゃねえか」


「──ありがとう」


　それは。


　それは、俺の聞き間違いだろうか。お偉えらい聖女サマを自じ称しようする彼女からは絶対に聞けないと思ってた言葉だった。


「私は駄犬の大切な不完全神性機関イリスを奪うばいにきたのに。駄犬は、最後まで私をサラとして扱あつかってくれたわ。……今朝だって、駄犬のベッドで寝てるのだって叩たたき蹴けって廊ろう下かに放ほうりだせばいいのに、私が起きるまで同じベッドを使わせてくれた」


「そりゃイリスが寝かせとけって言ったからだろ。サラの件も、完全にうちのクラスメイトがお前のこと気に入っちまったから邪じや険けんにできないってだけの話だ」


「……嬉うれしかった」


　聖女がふっと脱だつ力りよくする。


「恨うらまれて当然のつもりで接していたのに。たとえそれがクラスメイトの為ためだったとしても、駄だ犬けんは私に優やさしく接してくれた」


「そうかい。で、その礼に豪ごう華かな屋や敷しき一つでも恵めぐんでくれるのか」


「そうしたいところだけど……」


　くすっ、と口元をやわらげて紗砂が微笑ほほえんだ。


　エルマリア神教界の聖女ができる最高の贈おくり物。他国の一いつ般ぱん人に過ぎない俺に見せた、正しよう真しん正しよう銘めいの好意の微び笑しようだってふしぎとわかった。


「やめておくわ。だって……そんなことくらいじゃ絶対に許してもらえないくらい、私は駄犬に非ひ道どいことをするから」


　視界がブレた。


「っぐ!?」


　真後ろから羽は交がい締じめにされて、右手と左手を摑つかまれた。ホテルの従ボ業ー員イ？　それに旅行客のはずのカップル？　なんでこいつらが紗砂の命令聞いてやがるんだ。


「私の従者くらい潜もぐりこませて当然でしょ？　詳くわしい事情は教えてないし、駄犬には絶対に危害を加えないように言ってるわ。敵意は限りなくゼロだから駄犬の結界も効力が弱いはずよ」


「……傷エだリらスけ・のエ世ル界マ対策ってか」


「そう思う？　でもこれは……これだけは、私自身がそう願ってのこと。駄犬が傷つくのは見たくないから。さんざん好き勝手してた分際で都合がいいでしょ？」


　憂うれいを帯びた微笑でたたずむ彼女。


「イリスと再会したければエルマリア神教界に来なさい」


「てめぇ！」


「──連れていって」


　イリスを背に担かつぎ、一般のカップルとしか思えない男女二人組が昇降機エレベータを降りていく。その昇降機エレベータの前にさらに数人、非常階段の前にも従ボ業ー員イに扮ふんした部下たちが。


「くそっ離はなせ！　離しやがれよお前ら！」


　どんなに抵てい抗こうしても動けない。昨日の浜はま辺べで紗砂に手を握にぎられているのと同じだ。それが攻こう撃げきでない場合、傷エだリらスけ・のエ世ル界マは発動しない。


「────」


　無言で紗砂が遠ざかっていく。


　部下の誘ゆう導どうにしたがって昇降機エレベータまで歩を進ませて。そして。


「さよなら凪……私のこと、恨みたいだけ恨んでいいわ。私に託たくされた計画を実現するためなら、私はあなたにとっての聖女でなくていい」


　その後ろ姿は、昇降機エレベータの扉とびらの奥へと消えていった。
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「…………」


「どうかしましたかシィ」


「あ、ミカさん。あのですね、なぎ先せん輩ぱいの声が聞こえた気がしたんです」


　ぼーっ、と窓の方を眺ながめているところに声をかけられ、シィはにっこり照れ笑いでふり返った。


　ホテルレストランのバイキング会場。


　いいんちょに代表される男子生徒勢はすごい勢いでベーコンとソーセージをよそってて、対照的に女子たちは「美容にはやっぱり野菜よね」なんて言いながらプチトマトをかき集めている最中だ。


「なぎ先輩もすぐ来るって言ってたんですよね？」


「ええ。……おかしいですわね、二に度ど寝ねでもしてるのかもしれませんわ」


　フロア中央の電子時計を見上げるミカエル。その手にもっているグラスには透とう明めいな液体が入っているようだけど？


「ミカさんのは」


「純正エタノールですわ。昔は自動車の燃料にも使われていたんだとか」


「……飲酒？」


「わたくしは人型機械体アンドロイドですから平気です。人間みたいに水だのジュースだのを体内に入れたら、それこそ大だい惨さん事じですのよ？」


　グラスを傾かたむけて唇くちびるをそえ、一気に中身を飲み干す彼女。……さすがミカさん。人間が飲んだら喉のどが灼やけてしまうはずのアルコールをいともたやすく。


「いいんちょ、様子を見てきてくださらない？」


「もぐ……かまわんが……もぐもぐ、腹がもぐ減ったらもぐもぐ、アイツの方でもぐもぐ来るだろもぐもぐ」


「食べるか話すかどっちかになさったら？」


「俺もそう思うが、このホテルのベーコンがあんまり美味だからな。向こうのオムレツと一緒にパンで挟はさんで食べると絶品なんだ」


　花より団子というか色気より食い気と言うべきか。


　見れば周りの男子も似たような感じだし、女子もデザートのケーキとヨーグルトをよそうのに一いつ生しよう懸けん命めいそうだ。


「……あたし様子見てこようかな」


「構いませんが、あと五分ほどでわたくしも部屋に戻もどるつもりですわよ」


　方向転てん換かんしようとしたところに、ミカエルの手がぽんと肩かたに乗ってきた。


「呼びに行くならご一緒しますわよ。どうせ男子はまだ三十分以上食べ続けそうだし、呼ぶのはその時でも良くて？」


「あ、それならそうしますです！　あたしもまだ全然ご飯食べれてないから」


　えーと何食べようかな。


　まずはハッシュポテトを山盛りでしょ。あとさっき食べて美お味いしかった目玉焼きとオムレツとサラダとベーコンとソーセージと、それにフルーツケーキとプリンとヨーグルトに蜂はち蜜みつかけて、それからそれから──


「？　どうしましたですかミカさん、そんなぼーっとしちゃって」


「いえ。……シィ、お腹は平気ですか。全然食べてないどころか、もう一時間くらい食べ続けてるようですが。そのフルーツケーキだけでも六個目かと思いましたが」


「そんなことないですよー。まだまだいけますです」


　心配そうに見つめてくる人型機械体アンドロイドに、両手の大皿を掲かかげてみせた。


「あたし、休日の朝ご飯はこの二倍食べますから」


「………………そうですか。だからシィの胸部装そう甲こうはそんなに見事に育って」


「装甲？」


「いえいえ、こっちの話ですの！　気になさらず！」





　──ホテル最上階で。


　非常事態を告げる警報が鳴り響ひびいたのは、その時だった。





　　　　２





　浜辺に並行して延びる一般車道。


　車内の窓ガラスに映る外の景色は、どこまでいけども真っ青な海と白い砂浜。


　この海はエルマリア神教界との国境近くとも面しているから、国境を越こえるまでは続く光景なのだろう。


「今日は天気がいいのね」


「雨の心配はありません。今日は本国も雲一つ無い快晴とのことでした」


「……浜辺で遊ぶにはもってこいだったのに」


「はい？」


「なんでもないわ」


　後部座席のシートに背を預けて、私──紗砂は重々しく溜ため息いきをついた。


　車道を駆かけていく電気自動車の乗客は三人。一人は運転席でハンドルを握る自分の部下。二人目が自分。そして三人目が、自分の隣となりで寝ている銀ぎん髪ぱつの人型機械体アンドロイド。


「国境までどれくらい？」


「道路の混み具合によりますが三時間。遅おそくとも四時間あれば」


「急ぎなさい。帝てい国こくの巡じゆん回かい兵に見つかったら面めん倒どうなんだから」


　そこまで一息で告げてから、自分がいつになく口早になっていることに気づいた。……私らしくもない。


　…………


　……でも、しょうがないか。


　やせ細った胸に手をあてる。トクントクンと伝わる小さな鼓こ動どうも、いつになくリズムが早い。それはきっと、緊きん張ちようよりも興奮が大きいせいなんだろうし。


「……イリス。やっとあなたと出会えたわ」


　禁きん断だん水すい晶しようの力をそのまま代だい執しつ行こうする権限を与あたえられた機き神しん。


　全機能を解放して出力すれば、その力はまさに人類の最終兵器と呼ぶにふさわしい。幽幻種との抗こう戦せんも情勢を一気にひっくり返す潜せん在ざい能力があるはず。


　──帝国にも武宮唐那国にも、そしてエルマリア神教界にも渡さない。


　──プロジェクト『エデン』に必要不可欠なメンバー。千年先の未来のために必要とされている機神なのだから。


「私とあなたでチームを作るの。私と禁断水晶とで織り上げたプロジェクトを実現するためのチーム。技術者も学者も、選えりすぐりの逸いつ材ざいだけの集団よ。そこに、あなたの生みの親のヨミもいる。あなたとも会いたがってたわ」


　眠ねむり続ける不完全神性機関イリス。


　この機神が目覚めた時が、プロジェクト『エデン』を世界に知らしめる時となる。ただ、そういえばヨミが気になることを言ってたっけ。





〝帝国に行くの？　え、宝ほう条じよう軍学校アカデミー？　そしたらさ、凪って子がいたらヨロシク伝えといてよ。黒くろ髪かみで瘦やせてて生意気そうな顔してるんだけど、昔あたしが機械いじりを教えてた奴やつなの。いわば、あたしの弟分ってやつ？〟





「……まさかね」


　頭に思い浮うかべた駄だ犬けんの顔を、すぐに意識の片かた隅すみへひっこめる。ヨミが造りだした機神の主人が、まさかヨミの知りあいだなんてそんな偶ぐう然ぜんありえない。


「いずれ全すべて教えてあげる。だから今はゆっくり休みなさい」


「話なら、凪と一いつ緒しよに聞くことを希望します」


　真っ赤な瞳ひとみ。


　宝玉を思わせる深しん紅くの双眸レンズが、まばたきもせずにじっと自分を見上げていた。


　──後部座席に横たわった姿勢で。


　──起動？　うそだ、つい直前まで凍こおりついたように停止していたのに？


「あ、あれイリスお姉ちゃん？　急に起きるからサラびっくりしたよ、ずっと寝ちゃってたから凪お兄ちゃんが心配してね、有名な機械技師のところに────」


「行き先はエルマリア神教界ですか？」


「…………」


「あなたの本名が紗砂・エンデンス・凜りん・ケールであることも、凪との会話で確かく認にんが取れています。普ふ段だんの口調で喋しやべっていただいて結構です」


「……あ、そうなんだ」


　上半身を起き上がらせたイリスが座席に腰こしかける。


　暴れだすかとも危き惧ぐしたけれどとんでもない。むしろお行ぎよう儀ぎよく膝ひざを揃そろえて座る仕草に、私は本人の前で溜息をもらしてしまった。


「いつから気づいてたの？」


「気づくも何も、昨夜の幽ゆう幻げん種しゆの発生で援えん護ごしてくれたのはサラちゃんの方です。魔ま笛てきを一いつ瞬しゆんで浄じよう化かした術式を見れば、エルマリア神教界の聖女であることは誰だれでも容易に想像がつきます」


「偉えらいわ。戦いながらちゃんと気づいてたのね。じゃあ私と駄犬の話も」


「遠えん隔かくモニタで会話と様子をチェックしていました。サラちゃんが凪にデコピンされて泣きそうにうずくまってる姿は本当に痛々しそうで……」


「消しなさい！　その映像だけは消しなさい！」


「残念ながら映像データは記録媒ばい体たいにコピー済みです。昨夜、サラちゃんが寝ている隙すきに『ふははは、チビ聖女の分際で俺に喧けん嘩か売ってきたことを後こう悔かいさせてやるぜ』と叫さけぶ凪に命令されて映像データを大量複製してしまいました」


「駄犬────────っっっっ!?」


　……は！


　危ない危ない。あやうく取り乱すところだった。私は聖女なんだから。聖女はどんな時だって落ち着きはらっていなきゃいけないのよ。


「……あなた変わり者ね」


　なんだろう、この機神。自分がどれだけ凄すごい力を持ってるのか知らないの？　それを私が利用しようとしていることも知ってるはずなのに、駄犬から連れ去ったことも感づいておかしくないのに。


「自分の状じよう況きようを理解してないの？　それとも理解していて、私の油断を誘さそうためにそんなトボけた振ふりしてるの？」


「私を利用するため、エルマリア神教界に連れ去ろうとしている最中だと認識しています。ホテルの最上階で、部下を使って凪の足止めをしていた様子も記録していました」


「じゃあ──」


「その上で、サラちゃんが私とお友だちになりたいのだと判断しました」





〝聖女なんて立場から見下ろすんじゃなくてよ、同じ高さに立ってイリスの友だちになってやれ。力を貸しても良いって思える仲になれば、イリスだって話を聞くさ〟





　……なんでこんな時に駄犬の台詞せりふを思いだすの？


　聞き流してたはずなのに、気づけば一言一句間ま違ちがえずに思いだせるのはどうして？


「お友だち？　そんな、何言ってるの。だって私は…………私は、駄犬の手元からあなたを誘ゆう拐かいしたのよ。そんな私と友だちだなんて」


　いや、そもそもおかしな話だ。


　部下を使って駄犬の足止めをしたことまで記録していたなら、その時には意識もあったことになる。機神の力なら抵てい抗こうどころか部下全員を一いつ蹴しゆうできたはずなのに。


「まさかと思うけど、わざと誘拐されたの？」


「え、ええ……だって」


　なぜか、ぽっと顔を赤らめて下を向く人型機械体アンドロイド。もじもじと身体からだをくねらせたり、指先で座席のクッション部分をなぞったり。


「あの凪がですよ？　すごい真しん剣けんに私を助けようとしてくれてるんですよ？　もう、もう嬉うれし恥はずかしくなっちゃって、今さら『起きてます』って言えないじゃないですかぁ。ご主人にああやって想おもわれたら家メ政イ婦ドロボ冥みよう利りにつきるってもんです！」


「…………」


　変わり者だ。


　間違いない、この不完全神性機関は頭のネジがどこかゆるんでる。


「でもね、利点はまだあるんですよ」


　のんびり笑え顔がおから一転、人型機械体アンドロイドの少女が表情を真ま面じ目めなものにした。


「私が抵抗するにしても、サラちゃんたちの拠きよ点てんを確認してからの方が有益だから。それに何より、私が捕つかまっても凪が助けに来てくれるから」


　確信に満ちあふれた口調で機神はそう告げた。


　駄犬が？


　ありえない。それは絶対ないはずなのよ。ホテルの部下は撤てつ退たいさせて誰だれ一人ひとり警備員に捕まっていないはずで、そこから情報が漏もれることはない。


　だとしたら駄犬がこの車に追いつくためには、何かの方法で行き先を探知して、さらに車の速度に追いつくなんて芸当でないかぎり不可能なはずなの。


「……呆あきれた。あいつはただの人間じゃない。あなたとは違う。奇き蹟せきを起こす力もないし、本当に平へい凡ぼんな人間よ」


「そうです。凪は機械じゃありません。私にない何かを持ってる人です」


「傷エだリらスけ・のエ世ル界マ？　それもあなたの洗礼のおかげじゃない」


「心です」


　自分の胸部に手をあてる人型機械体アンドロイド。その内側に格納されているであろう機械水晶こそイリスの核かくであり本体であり、人工知能であるＡＩを組みこんだ中ちゆう枢すうにあたる。


「昨日のことですが、私は凪に一つ聞いてみました」





〝……凪は、理想の女性に一番大事なものは何だと思いますか〟





「凪は迷ってました。それでその日は結局いいんちょさんに聞けってくり返してたけど、私がスリープモードになる直前に教えてくれたんです。『……ベタだけどよ、気が合う仲っつぅか、心配りできる仲ってのは大事だと思うぜ？』って」


　心と心が通じ合う仲。


　もちろん人型機械体アンドロイドにも擬ぎ似じ的な感情システムは組みこまれている。


　……でも人型機械体アンドロイドのソレは人間たちの心じゃない。


　あらかじめ登録された反射パターンの中で最適な行動をとることが人型機械体アンドロイドの思考。対して人間は時に迷い、悩なやみ、あるいは最適な思考から外れることさえある。


　驚おどろき。


　　怒いかり。


　　　喜び。


　　　　哀かなしみ。


　わき出す無数の感情が混ざりあい、振り子のようにブレる『揺ゆらぎ』こそが人間の心の本質なのだから。


「人型機械体アンドロイドのあなたが、人間の心に興味があるの？」


「はい」


「駄犬にそう言われたから？」


「それはキッカケです。私に心が宿れば、きっと、もっともっと凪の気持ちを奥深く理解できるようになるからって思いました。でも……」


　自分の胸に手をあてたイリスが、少しだけ悲しそうに両目を細めた。


「私には、まだ心というものがわかりません。禁断水晶が、私には自我に近いものが芽生えつつあるって言っていました。だけど今こうして話しているのがＡＩによる反射なのか、それとも自我によるものなのか判断できないから」


「…………」


「だから、私は凪と一緒にいたいのだと思います。滅めつ多たに褒ほめてくれない凪に褒められると、ちょっとだけ『嬉うれしい気持ち』が理解できた気になれるから」


「そう、ね……」


　お似合いのカップルなのね。そう口にしかけた言葉を慌あわてて押おし戻もどした。そのカップルを無理やり引き裂さいて、その片割れを連れ去ったのは自分なんだから。


　……そうよ。


　……あの駄犬がここまで追いついて来れるわけないじゃない。


「あなたは…………」


　私がイリスに言いかけた刹せつ那な。





　大地が震ふるえた。





「な、なによっ!?　急ブレーキするときは言いなさいってば！」


「い、いえ。速度は変えてません。で、ですが……紗砂様、すぐに避ひ難なんを！　車が、道路に沈しずんでいく!?」


　運転席の部下が悲鳴を上げる。


「強力な魔笛を感知。この車体の上空３００メートル────────来ます」


「結界は私！　イリス、私と運転手を抱かかえて跳とんで！」


　全てが同時だった。


　真っ先に動いたのがイリス。私と前座席の部下を抱え、後部座席の扉とびらを蹴けり開ける。続き、虚こ空くうに跳びだした三人を覆おおうように私の結界が完成。


　そして。


　その結界に、上空からの『何か』が衝しよう突とつした。


「くぅっ!?」


　結界に伝わる衝しよう撃げきが尋じん常じようじゃない。まるで自動車の体当たりを受けたような……いえ、そんなもんじゃない。隕いん石せき級の超ちよう威い力りよくだ。


「────なめんじゃないわよ！」


　結界の規模を爆ばく発はつ的てきに拡張させる。拡がった障しよう壁へきに押し出されるかたちで、その『何か』が後方へと吹ふき飛んでいく。


　それが車道に触ふれた途と端たん、強きよう烈れつな破は裂れつ音が轟とどろいた。


　鉄よりも硬かたく柔じゆう軟なんなはずの硬こう質しつアスファルトが薄うす紙がみのように剝はがされ、道路に巨きよ大だいなクレーターを作りだした。


「着地します。衝撃で舌を嚙かまないように」


　イリスに抱だきかかえられ、私は車道の真下に拡がる砂すな浜はまに着地した。


「ヴェイン、私にかまわず逃にげなさい」


「え、あ、は……はい？」


　事態を飲みこめていない部下へ、もうもうと粉ふん塵じんのわきあがるクレーターを指さした。


　目を凝こらせば、その粉塵の中に人ひと影かげが二人分。


「奴やつらよ。やっぱり不完全神性機関イリスを狙ねらって追ってきた。ヨミに連れん絡らくしておいて。この場は私が対処する」


　それきり部下のことは意識の中から完全に除外した。集中しなさい。敵は二人、それだけに集中しないと聖女とて危あやうい相手なんだから。


「イリス、簡潔に説明するわ」


「はい」


「今から襲おそってくる二人は私とあなたの共通の敵。協力しましょう。私は防ぼう御ぎよ特化で相手を攻こう撃げきするとかって術式は苦手なの。目には目を、機き神しんには機神よ。あなたの全力で思いきりぶん殴なぐってやりなさい」


「敵であることは認識しています。けれど」


　真横に立つイリスが、気け圧おされたように一歩後ずさった。


　粉塵から現れた二人の姿を一目見た時から、最強の機神であるはずの不完全神性機関イリスは明らかに動どう揺ようを隠かくせないでいた。


「魔笛を感じるから敵は幽幻種と判断していたのですが、あれは……何ですか」


「機神よ、あなたと同じ最強の軍用人型機械体アンドロイド。『御グ使リいオ』と『鉄の賢人ヴイデイス』、どっちも一年半前に破は壊かいされたはずっていうのは知ってるでしょ？」


　擦すりきれた軍服をまとう人型機械体アンドロイド二体。


　肩かたや肘ひじといった関節部の人工皮は大破し、内部の金属が黒く覗のぞいている。一体が遠えん距きよ離り用の重じゆう機き関かん銃じゆう、もう一体が近距離用の鎚矛メイスを握にぎりしめ────


　前まえ触ぶれなく、こちらに向かって突とつ進しんしてきた。


「イリス！」


「は、はい！」


　巨大な鎚矛メイスを振りあげる御グ使リいオ。それと撃うちあうかたちでイリスが大おお鎌がまを真下から一気に振りあげた。


　──ぎちっ！


　空間すら歪ゆがませて二つの超威力が衝突。その余波でもって砂浜の砂が空まで舞まい上がり、鎚矛メイスをもった御グ使リいオが大きく後方へと吹き飛んでいく。


「サラちゃん、アレはいったい何なんですか!?」


「禁きん断だん水すい晶しようが力を与あたえた人型機械体アンドロイドは十二体。だけど、幽幻種との戦いで徐じよ々じよに減って今は五体というのが帝てい国こくの公式発表よ」


「それは私にも情報として登録されています」


「いなくなった機神はどうなったと思う？」


　帝国が極ごく秘ひとして管理する情報。帝国司令部の一ひと握にぎり、あるいは自分のようにソレと戦った者にしか知られていない事実がある。


「『眠らざる者ゴースト』──大破した機体に幽ゆう幻げん種しゆの魔ま笛てきが取り憑つくことで、人類の敵として生まれ変わった機神たち。禁断水晶の沁しん力りよく術式は使えないけど、その素体ボデイにはまだ禁断水晶の力を宿してるわ。力も耐たい久きゆう力も桁けた違ちがいよ」


「そんなっ!?」


「信じる信じないより、目の前の危機に対応しなさい！」


　重機関銃を手にした鉄の賢人ヴイデイスの、その銃口がまっすぐこちらへと向けられる。
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　亡もう者じやの怨おん念ねんで紡つむぎ上げたかのような不気味な旋せん律りつ。


　幽幻種が使うのと同じ魔笛だ。


「ほんと、何から何まで幽幻種そっくりってわけなのね！」


　重機関銃から発射される弾だん丸がん状の魔笛。それが着弾する直前に、私は再び自分とイリスを防御する守護結界を展開した。


「沁力で洗礼を受けたはずの機神が……どうして魔笛なんか」


「あなたも軍用人型機械体アンドロイドなら知ってるでしょ、魔笛はあらゆる物質に取り憑いて浸しん蝕しよくするわ。その効果は腐ふ蝕しよくだったり高熱だったりと様々だけど、中には取り憑いた対象を狂きよう乱らんさせるものがある。その延長よ」


「……理解、するように努めます」


　少女の姿をした機神が唇くちびるを嚙みしめる。


「さらに恐おそろしいことを教えてあげましょうか？　眠らざる者ゴーストを作ったのは幽幻種じゃなくて人間よ。帝国より先に戦場から機神を回収したうえで、さっき言った魔笛の性質を利用して眠らざる者ゴーストを作ったの」


「────」


　今度こそ、言葉を失ってイリスが呆ぼう然ぜんと立ちつくす。


「そいつらが何者か、どれだけの規模なのか説明してる時間はないわ。だけど一つだけ言えるのは、そいつらがイあリなスたも狙っているってことよ。だから、一刻も早くあなたを保護して隠したかった。そうしないと周りの人間にも被ひ害がいが出ると思ったから」


「凪を心配してくれたんですね？」


「……解かい釈しやくするのは勝手にどうぞ」


　動きを止めた二体の機神を睨にらみつける。攻撃が二回続けて防御されたことで動揺してる？　叩たたくなら今が好機ってことね。


「機神を操あやつってるのが魔笛なら私が浄じよう化かできる。そいつらを取り押さえて」


「────」


「イリス？」


　ふと背筋に寒気を感じ、紗砂は真横の人型機械体アンドロイドへとふり返った。


「やっぱり……まだ、システムが完全には…………」


　大鎌の柄えを杖つえ代わりにしていたイリスが、その言葉とともに砂浜へと片かた膝ひざをつく。


　昨日の反動!?


　車の中で横たわっていたのは捕つかまったフリじゃない。本当に動くこともできなくて、かろうじて周囲の者と会話ができる程度にしかシステム修復できてなかったから？


　──だとしたらイリスは動けない。


　──イリスを庇かばったまま戦う？　自分が戦場を移してイリスを逃がすことを優先？


『…………』


　鎚矛メイスを構えた御グ使リいオが、その超ちよう重量の武具を凄すさまじい勢いで投げはなった。


『……来……タレ……王おう剣けん』


　轟ごう音おんを従えて飛来する鎚矛メイスが虚空で分解。またたく間に十二本の細身の錫しやく杖じようへと姿を変えた。


『破壊……セヨ、ソノ防御陣じん』


　一本、また一本と錫杖がまたたく間に結界へと突つき刺ささっていく。十一本まで刺さったと同時に、その錫杖が共鳴するように深い紫むらさき色いろに輝かがやきだした。


　最後の一本が飛来。


　その先せん端たんが結界に触れた瞬しゆん間かん、澄すみきった音を立てて沁力結界が砕くだけちった。


「魔笛による結界破壊!?　聖女わたしの結界を砕くなんて生意気すぎるわよ！」


　武器を失った機神が真横へ跳ちよう躍やく。その真後ろにいた鉄の賢人ヴイデイスの銃口が、結界を失って無防備な自分へと向けられる。


「サラちゃん」


「あなたは離はなれてなさい！　こいつらは私を狙ってる！」


　……ああもう！　私だってここ一年くらい絶っっ不調なのに。


　……本調子なら、こいつらに憑ついてる魔笛くらい百キロ離れてても浄化できるのに。


　もどかしさと焦あせりに奥歯を嚙みしめる。


　言っとくけど、イリスのように制御セーブしているわけじゃないわよ。今後の計画の核かくになる術式のために、沁力のほとんどを貯蓄ストツクに回さなきゃいけないんだから。


「拘こう束そくっ！」


　沁力の輝きが、眩まぶしいまでの緋ひ色いろから深い蒼あおへと色を移す。涼すずしげな蒼の光が鉄の賢人ヴイデイスの足あし下もとに降り積もり、一瞬の後に巨大な氷ひよう塊かいとなって対象を封ふう印いん。


　……でも、凍いてつく氷の中に機神の姿はない。


「機動力はやっぱり人型機械体アンドロイドね。普ふ通つうよけられっこない拘束術式なんだけど」


　鉄の賢人ヴイデイスの射出する魔笛の弾丸から真横に逃げる。結界で避よける弱点はこっちの動きも止まってしまうのが難点。イリスを狙われる場合も考えられるし、私の方が動いて敵の注意を引きつけておかないと。


　そのためには、かわせる弾丸は自力でかわす。


　そう自分に言い聞かせようとした矢先、突とつ如じよとして右みぎ肘ひじに激痛が奔はしった。


「～～～～～～～っ！」


　肘の皮と筋肉が割さけ、勢いよく血が噴ふきだす感覚。……なにこれ。肘の部分が濃こ紫むらさき色いろに腫はれ上がってる？　まさか鉄の賢人ヴイデイスの魔笛銃じゆう弾だんが直撃したってこと？　そんなわけない、私は明らかにかわせる弾丸しか────


「跳ちよう弾だんです！　サラちゃんの右後ろの岩にぶつかった弾丸が肘に直撃したんです！」


「そういうこと、ね……」


　背後の岩の角だけが魔笛を帯びてドロリと溶とけかかっている。弾丸が岩の中心でなく、その角にぶつかった証しよう拠こだ。


　──でも、魔笛の被ひ弾だんだけはまずい。


　──浄化で洗い流さないと肘から先が壊え死しして使い物にならなくなる。


「サラちゃん後ろ！」


「え？」


　一瞬だった。


　一瞬で浄化できると判断した魔笛に沁力を集中し、鉄の賢人ヴイデイスからの追つい撃げきを警けい戒かいするため鉄の賢人ヴイデイスに意識を集中してしまった。


『破壊セヨ、……セヨ』


　十二本に分ぶん裂れつした錫杖を空中でつかみ取り、御グ使リいオがそれを人型機械体アンドロイドの膂りよ力りよくでもって真下に投げおろす。それを察知するのが一瞬遅おくれた。


「しまっ……！」


　天上から迫せまる銀色の錫杖。その先端が突き刺さるのは頭？　それとも肩？　腕うで？　私の反射神経じゃかわせない。防ぼう御ぎよ結界だって間に合わない……！


　悪お寒かんが全身を駆かけぬけて────────





「このチビ聖女は俺の方が先約だ。出直してきな」





　機き神しんの錫杖が、明後日あさつての方向に弾はじかれた。


「…………」


　数秒、なにが何だかわからなかった。


　私を庇って誰だれかが前に現れて、飛んでくる錫杖を…………手で、素す手でで殴なぐり返した？


　待って、ありえないわ。そもそも機神の力で投げつけられた錫杖なんて、地面に刺さればクレーター確定じゃない、人間が殴り返すとか無いでしょ。錫杖の先せん端たんに拳こぶしが触ふれた途と端たんに肩までバラバラよ。


　駄だ犬けんがどんなに頑がん張ばったって────


　…………


　……駄犬？


「よぉチビ聖女。ようやく見つけたぜ」


　ポンと私の頭を小こ突づいて、軍学校アカデミーの制服を着た少年が不敵に笑ってみせる。


　凪・一いち咲さき・ジール。


　ホテルで別れたはずの、イリスの使し役えき者が私の目の前に立っていた。


「話は後だ。そこのポンコツ、よりによって魔笛に取り憑かれた姿でイリスに手ぇ出すんじゃねぇよ。そいつはうちのダ家メ政イ婦ドだ」


『……集つど……エ……王剣』


　砂すな浜はまを滑すべるように御グ使リいオが迫る。その周囲を囲む十二本の錫杖が御グ使リいオの手元で一つに集い、見上げるほどに巨きよ大だいな銀色の鎚矛メイスを形づくる。


　機神の力であんな物を振ふり下ろされたら……


「逃にげなさい駄犬。コイツら機神よ、ただの軍用人型機械体アンドロイドじゃないんだから！」


「…………」


　凪は背を向けたまま微び動どうだにしない。……やっぱり怒おこってる？　私が、イリスを誘ゆう拐かいしたことに本気で怒ってるんだ。


　だとしたら私の言うことなんか聞いてくれるわけがない。


「悪かったわ、私の行動なら後でいくらでも謝るから！　だから逃げて。これは遊びじゃないの。あなたは私やイリスと違ちがうんだから！」


「──へえ」


　意外そうな声をあげ、駄犬が横顔だけを向けてきた。大きく見開いた瞳ひとみ。悪戯いたずらっぽい不敵な笑えみを口元に残して。


「お前、本気で心配してくれてるんだ？」


「……そんなの私の勝手じゃない！」


「じゃあ、なおさら俺はひけねぇよ。これも俺の勝手ってことだ」


「どうして!?」


　喉のどを突いてでた声は、もはや悲鳴に近かった。


　轟ごうとうなる旋せん風ぷうを巻き上げる機神の鎚矛メイス。地を蹴けって高々と舞まい上がった人型機械体アンドロイドが、その全体重と膂力を武具にこめて振りおろす。


「お前、やっぱアホだろ」


　駄犬が拳を振りあげる。


　ただの軍学校アカデミーの一生徒であるはずの人間の拳が、真っ正面から鎚矛メイスと衝しよう突とつ。いや、衝突と喩たとえることもなく骨まで粉々に砕かれる……そう思っていた。


　だけど。


「イリスの友だちをな、イリスの主人オレが放ほうっておくわけねぇだろうが」


　その拳は、機神の鎚矛メイスを真正面から受けとめていた。


　否いな。無効化していた。


「さすが好き嫌きらいの激しいワガママ結界。嫌いなモノはとことん無効化するってか」


「傷エだリらスけ・のエ世ル界マ!?」


　エルマリアが禁きん断だん水すい晶しようから授さずかった結界。


　痛みを与あたえんとする悪意を打ち消し、かわりに痛みを与えるという伝説が残っている。敵意にしか反応しないからミカエルの投げたビーチボールは素通りするし、私が偶ぐう然ぜんにお茶をこぼせば火傷やけどする役立たずの結界…………そう思っていたのに。


　傷エだリらスけ・のエ世ル界マ。


　伝説の聖者エルマリアがそう名付けた理由を、私はようやく理解した。


　……その結界は。


　……誰かのために、自分が傷だらけになるのを躊躇ためらわない人間のためにある。


　……その者に代わって傷だらけになってくれる結界なのね。


　それはきっと、自分を助けようと傷だらけになる主ナ人ギを守りたくて、不完全神性機関イリスが無意識のうちに生みだした洗礼ギフトなんだろう。


「歯食いしばれよ機神、たぶんすげぇ痛いぞ」


　握にぎる左拳。真っ白くなるまで堅かたく堅く握られた拳を思いきり振りあげて、駄犬が全体重をのせて拳を振り下ろした。


　深く。


　深く、深く突きささる拳。もちろん鋼鉄でできた素体ボデイには一ミリの外傷もない。だけど私は、その拳が機神の内側に突きささる光景を確かに視みた。


『────────ッッッ!?』


　御グ使リいオから放出される言葉なき絶ぜつ叫きよう。


　痛覚をもたないはずの人型機械体アンドロイドが初めて体験した痛み。傷エだリらスけ・のエ世ル界マによって痛覚を強制付ふ与よされ、それをシステムが理解できずに強制エラーまでも引き起こす。


　よろめき、そして砂浜に膝ひざをついた御グ使リいオが機能停止。


「……ここまで」


　悪意をもたぬ相手には意味をもたない傷エだリらスけ・のエ世ル界マ。だけどそれが機械のような相手の、いわばシステム上の敵意にまで反応するなんて。


　ガシャッ。


　小さく砂を巻き上げて重じゆう機き関かん銃じゆうが砂浜に落下。それに目もくれず、距きよ離りをとっていた鉄の賢人ヴイデイスが突如として全速力で走りだす。その先には──


「追いかけて、イリスを強ごう奪だつする気よ！」


「ぐっ！」


　二十メートル以上も後ろから駄犬が機神を追いかける。でもだめだ、百メートル走で四秒を切る機動力の軍用人型機械体アンドロイドに人間が追いつけるはずがない。わざわざ重機関銃を捨ててまで身軽になってしまえばなおさらだ。


　今、イリスが捕とらえられれば追いかける術すべがない。万に一つ追いつけても捕ほ虜りよにされれば手は出せない。


「く……そっ、逃にげろイリス！」


　息を乱しながら駄犬が声のかぎり叫さけぶも、遅おそすぎる。浜辺に膝をついたままのイリスの胸むなぐらへと機神の手が。





「システム全機能修復。対神破は壊かいシステム『その運命に牙剝く者アマデウス』再起動します」





「修復、間に合いました」


　膝をついていた人型機械体アンドロイドが音もなく立ち上がり、優ゆう雅がな挙動でもって銀色の大おお鎌がまを振りあげる。


「不完全神性機関イリス、これより五秒以内に敵単体を無力化します」


『────』


　何もないはずの虚空から重機関銃を再構築する機神。その重機関銃から秒間何百発という魔ま笛てきの刻印弾が射出される。


　けれどイリスは止まらない。濃こ紫むらさき色いろの光をまとう銃じゆう弾だんの雨に自らとびこみ、その全すべてを銀色の大鎌一ひと振ふりによってなぎ払はらう。


「サラちゃんを傷つけたお返しです」


　鎌を振り回した勢いそのまま空中で一回転。機神の頭上で大鎌を振りあげる。


『ッッッ！』


　重機関銃を真横に掲かかげて防御の姿勢をとる鉄の賢人ヴイデイス。


　一いつ閃せん。


　その銃と、そして機神の身体からだに取り憑ついた魔笛の全てを銀色の閃光が断ちきった。


「……最初からそうしてくれりゃ早かったのに」


　砂に倒たおれる機神を見下ろし、私はぼんやりと呟つぶやいた。


　圧あつ倒とう的てき。


　まさにその一言に尽つきる。機神を操あやつっていた魔笛も一いち撃げきで浄じよう化かされてる。これなら再び動きだしても襲おそってくることはないはずだ。


　と思ったそばから。


「な────ぎ──────────っっ！」


　手にする大鎌をポイッと放り投げたイリスが、砂すな煙けむりを巻き上げて走りだして一直線に駄犬の胸むな元もとへと飛びこんだ。


「うおっ!?」


「凪、凪、やっぱり来てくれたんですね！　私ってば最初から凪のこと信じてたんですから。さすがです！」


　……なにアレ。


　さっきまで動くこともできなかったはずなのに、駄犬が来た途端にシステム修復して機神を圧あつ倒とう。ていうか駄犬に抱だきつくまでに回復したっていうの。


「え。あ、あれ？　おいイリスちょっと……」


「もう恰かつ好こよすぎです。特に機神をパンチ一発で撃退した姿と言ったら最高！　もう私、あの映像だけで一年間は生きていけそうな気がします！」


「いや、ていうか一撃ってならお前の方がまさにソレだった気がするんだけど」


　抱きついて離はなそうとしないイリス。


　そんな彼女を、抱きつかれた当人が無理やり引きはがした。


「ちょっと待て。おかしいだろ、まだスリープモードでろくに動けないんじゃないのかよ。だから俺こんなに急いで来たのに」


「凪が来てくれた喜びで全快しました。これが愛なんですね！」


「……………………愛？」


　ぷつん。


　私と駄だ犬けんの中で、今まで耐たえてきた何かが同時に切れた。


「ふざけるなぁぁぁぁぁぁぁっっっっ！」


「な、ちょ、ちょっと凪？　サラちゃんまで？　なっ、なんでそんな怒るんですか!?　感動の場面じゃないんですか!?」




[image: ]


「ふ、ふふふふ……」


　無言で頷うなずくや、私と駄犬はゆらりとイリスへふり返り、そして。


「このダ家メ政イ婦ド！　愛で直ったとか、そんな都合いいもので直るなら最初から直しとけ。ここまで自転車で激走してきた俺の苦労は何なんだよちくしょう！」


「そうよ。あなたが動けないって思ったから一人で戦ってあげてたのに、私の苦労も返しなさい。眠らざる者ゴーストを一撃ノックアウトって何よそれ。できるなら最初からやりなさい！」


　かくして。


　怒いかりの形相で、このとぼけた不完全神性機関への説教を開始したのだった。


「イリス、とにかくそこに正座しろ（しなさい）！」


「い、いやぁぁぁぁぁぁっっっっ!?　イリスはただの家メ政イ婦ドロボなので何も知りません！　何にも知りませんてばぁぁっ！」




　　Epilogue『帝てい国こく代表』







　　　　１





「……ぐすん、心配かけてごめんなさい」


「反省したなら許してやる。おら、さっさと帰るぞ。ホテルでユメルダ先生も待たせてるんだからな」


「は、はい！」


　正座するイリスに手を貸して起き上がらせる。その膝についた細かい砂をはらってやり、俺はホテルの方角を指さした。


「それじゃあ──」


「待って」


　ぐい、と制服の裾すそを摑つかまれた感かん触しよく。……やれやれ。この場合、誰だれが俺の裾をなんてのは考える必要もないんだろうな。


「なんだよチビ聖女」


「……ここに来たのは自転車って言ったわよね」


「おう。この類てのリゾートビーチってのはサイクリングロードが必ずあるからな。そこの貸し自転車をレンタルしてきただけだ。レンタル費用は後で請せい求きゆうするから覚かく悟ごしとけ」


「どうやってこの場所を突きとめたの」


　まばたき一つせずに俺を見上げる聖女。


　……なるほど、それが気になって仕方ないってわけね。


「大した方法じゃねえよ。だけど教えたら、また誰かさんがイリスを誘ゆう拐かいしたって時に後追いできなくなるじゃねえか」


「────」


　唇くちびるをぎゅっと嚙かみしめて押おし黙だまる本人。


「安心なさい。……もうそれは無いわ。そこの最強機き神しんさんは、あなたがいないと実力を発揮できないみたいだし。誘拐するならあなたと一いつ緒しよよ」


「さらっとヤバイ台詞せりふぬかしてんじゃねえよ」


「とにかく、教えてもらってもそれを利用する事態にはならないわ」


「…………」


　腕うで組ぐみしてしばらく黙もつ考こう。


　ま、教えてやってもいいんだけどな。俺がイリスの場所を突きとめたのはチビ聖女側のうっかりミスが原因みたいなもんだ。同じミスは二度もないだろうし。


「てめーが車で逃にげたからだよ」


「普ふ通つうでしょ。まさかバイクで逃げろなんて言う気？」


「車体に搭とう載さいされた全世界測位機カーナビにイリスが侵入ハツキングすりゃ位置だってモロバレだろうが。人型機械体アンドロイドに簡易通信機能があるのは知ってるよな？」


　軍学校アカデミーのセキュリティを突とつ破ぱした実績もあるイリスだ。車の全世界測位機カーナビに侵入ハツキングするなんて訳もない。あとは取得した座標データを俺の携けい帯たい通信機あてに送信すりゃあ、今どこを走ってるかなんて手に取るようにわかる。


「……よりによってそこなのね。最初、イリスがスリープ中だと思いこんでたもん。イリスが起きてると知っていれば侵入ハツキングの妨ぼう害がい工作もしてたんだけど」


「ご愁しゆう傷しよう様さまなこって」


「でもいいわ。私たちのドジだってわかれば諦あきらめもつくから」


　言葉のとおり、苦く笑しようを浮うかべて聖女がゆっくりと息を吐はきだした。溜ため息いきじゃない。全てを終えたことを示す安あん堵どの息だった。


「焦あせりすぎてたわね、私らしくない。……礼を言うわ。駄犬がいなかったら眠らざる者ゴースト二体を相手にするのは苦しかったかもしれない」


「謙けん虚きよだな？」


「おかげで敵の駒こまを潰つぶせたもん。眠らざる者ゴースト二体は十分すぎる戦果よ」


　肩かたやスカートに付着した砂をはらう少女。


「そう、聖女わたしの戦いは始まったばかり。これからどんな過か酷こくな戦いが待っていようと聖女わたしは挫くじけない。世界を幽ゆう幻げん種しゆの侵しん攻こうから救うまで」


「おう、頑がん張ばれ」


「ありがとう駄犬。それじゃあ私はエルマリア神教界に戻もどるわ。また会いましょう」


　心ここ地ちよい風に髪かみをなびかせて聖女が微笑ほほえむ。


「ああ、またな────」





「なんて言うと思ったか？」





「…………え？」


「イリス誘拐。痺しびれ薬投入。これまで俺をああも散々な目に遇あわせてくれた分際でこのまま綺き麗れいに終われると思ってないだろうな」


　ふり返る聖女の肩を鷲わしづかみし、俺はにやりと邪じや悪あくな笑みを浮かべてみせた。


「ど、どういうことよ!?」


「──イリス」


「はい」


　呆あつ気けにとられた表情の紗しや砂さ。その隙すきをついた俺の一声で、イリスが紗砂の肩をがしっと固定する。これでもう逃げることも抵てい抗こうもできない状態だ。


「さあ、傲ごう慢まんな聖女サマにおしおきタイムだ」


「え……あ、あの……ちょ、ちょっと待って！」


「悪わりぃが俺は聖女サマと違ちがって凡ぼん人じんその一なんでね。知ってるか、凡人てのは屈くつ辱じよくを我が慢まんしないから凡人なんだぜ？」


　指をポキポキと鳴らす俺。それを見て、ようやく状じよう況きようを摑んだらしきチビ聖女が怯おびえたまなざしながらも精せい一いつ杯ぱい虚きよ勢せいを張ってみせる。


「……や、やれるもんならやってみなさいよ！　私の本気の防ぼう御ぎよ結界の力を見せてやるわ。い、痛みにだって少しは免めん疫えきがあるんだから。傷エだリらスけ・のエ世ル界マにだって耐えてみせるんだから。どこからでもかかってきなさい！」


「その台詞、コレを見てからでも言えるか？」


　自転車の後ろカゴに固定していた金属ケースを取りだす俺。ケースの口をぴったりと閉じて、さらにその上から何重にも紐ひもで結わえた厳重管理な一品だ。


　そのケースの蓋ふたを、俺は一気に取り外した。


　もわぁん！


　ケース内部の黒い蒸気があたり一面にまき散らされる。


　途と端たん、近くを歩いていた子犬がキャンと一声鳴いて逃げていった。上空を飛んでいたウミネコまで群れをなして遠くの方向へと飛んでいってるしね。さすが、野生の勘かんでコレの恐おそろしさを見み抜ぬいたか。


「な、なに？　なにその見るからに邪悪そうな異い臭しゆう物質!?」


「イリスが昨日俺に作った朝食だ。うまそうだろ？」


　バナナラーメンと伊い勢せエビアイス。イリスは炭化したとか言ってたけどな、日にちが経たつごとにヤバイ物質に変化してきたわけだ。


「う、噓うそよ！　そんな真っ黒でゴツゴツした異臭を放つ暗黒物質が朝食なわけないでしょ。最新の毒ガス兵器に決まってるわ！　イリスは家メ政イ婦ドロボでもあるんでしょ。家メ政イ婦ドロボがそんな鼠ねずみも逃げだすような最終究極兵器を朝食に出すなんてありえない！……そ、そうよねイリス？」


　すがるような視線でもって紗砂が背後の家メ政イ婦ドロボを見やる。


「……………………ごめんなさい」


「イリス────────っっっっっ!?」


「事情は理解したな？　本当は罰ばつゲーム用にとっておいた代しろ物ものなんだけど、それを使って今から何が行われるかも予想がつくな？」


　そういって俺が取りだしたのはプラスチックのスプーンだ。それでケースの暗黒物質をかき混ぜようとした途端。


　じゅうぅぅぅっっっ……


「あ、プラスチックスプーンが溶とけた」


「いやぁぁぁぁぁぁぁっっっっ！　やっぱり兵器よ！　そんなのが朝食だったなんて認めないんだから！　い、いや！　穢けがらわしい！　穢らわしいわ！　そんなもの近づけてどうする気!?　早く、早くそれを捨てなさい！」


「気にするな。それにな、こんな時のために金属製スプーンも用意済みだぜ」


　ねちゃねちゃとケースの中身をかきまぜる俺。今この時でも相当な悪あく臭しゆうなんだが、不幸中の幸いというか俺は昨日経験済みだから少しは耐たい性せいがついている。


「イリス、口を押さえてろ」


「む、むぐぅ？　むぐうぅぅっ、うぅぅっっ!?」


「ちなみにクラスの最高記録はいいんちょのスプーン四杯はいだ…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………記録、更こう新しんしてみるか？」


「いやぁぁぁぁぁっっっっっっっっっっっっっっっっっ!?」


　砂すな浜はまに、聖女の断だん末まつ魔まがこだました。





　　　　２





　ホテルにて。


　俺がイリスを連れてロビーに戻るなり、ソファーに座ってたシィが飛び跳はねた。


「なぎ先せん輩ぱい！　お帰りなさいです、サーちゃんは無事に見つかりましたか？」


　心配そうに俺を見上げるシィ。なんたって表向きはサラとイリスが二人で遠出して行方ゆくえ不明。それを探すために俺が向かったっていうシナリオだからな。


「ミカさんもずっと心配してたんですけど……」


「おう。ほらちゃんと向こうに」


　俺たちからやや後方に位置する円柱の陰かげ。そこから恐る恐る顔だけ出してこっちの様子をうかがっている女の子が一人。


「なんだかすごく怯えてませんか」


「そうか？　気のせいだろ」


「なぎ先輩のことめちゃくちゃ睨にらんでる気が」


「そんなことないって。おーいサラこっちこいって。みんな心配してたんだから」


「…………」


「まだアレはたっぷり残ってるんだけどな」


「い、いきます！　今すぐそちらに向かわせていただきますから！」


　全速力で走ってくるチビ聖女。


　よしよし、さっきのお仕置きがまだ効いてるみたいだな。


「うっ……まだ吐き気が」


「反省したか？」


「……お、覚えてなさいよ凪なぎ。聖女に向かってあんな暗黒物質を押しつけるなんて」


　ようやく俺の名前を言えるようになったか。


　小声で俺に呟つぶやくも、今ばかりはさすがに力が入らないみたいだ。それに、ようやく人様の名前をまともに呼べるようになったのも大きな進歩かもな。


「よぉ凪、ようやく帰ったか」


「思ったよりは早かったですわね。まったく勝手に遠くまで探しにいって」


　大きなトランクケースを持ったいいんちょに、こちらは機関銃マシンガン入りのケースを肩から担かついだミカエル。二人とも夏らしい半はん袖そでシャツ。もう帰り支じ度たく済んでるのか。


「凪、あと一時間半でホテルのチェックアウトですわよ」


「げ、もうそんな時間か」


「とっくに俺たちは帰りの準備完かん了りようだ。……ああ、短かったが素す晴ばらしいリゾート気分を味わえたな。海は綺麗だしホテルの飯は極上だし、なにより夢中で撮とった全１０７８枚の写真一枚一枚が俺の新たな宝となった」


　高性能の望遠レンズ付きカメラを大事そうに抱かかえるいいんちょ。……どうせその八割近くがイリス一人なんだろ。いつか写真の中身を確かく認にんしてやらないとな。


「…………」


「どうしたチビ聖女」


　こっそり俺の制服を後ろから引っぱってくる聖女。


「今日が帰りなの？」


「おう。もともと二泊はく三日の予定だったからな。それくらい調べてあるんだろ？」


「……そっか」


　口元をまっすぐ水平にして言葉少なげに頷うなずく彼女。


　結局、イリスの言ってたとおりなのかもしれない。このチビ聖女はチビ聖女で、俺らと海で遊ぶのは楽しかった。そんな経験なかったから。でもそうやって本音を出すことにも慣れてないから言い出せない。


「凪、夏休みは何か予定があるの？」


「いやまだサッパリ。適当に作りかけの機械でも完成させるくらいだな」


「なら良かった。夏休みは時間を空けておきなさい。きっと大変なことになるだろうから。時間がいくらあっても足りなくなるわ」


「……また悪わる巧だくみか？」


「私じゃないもん」


　どういう意味だ？


　今までのこいつが言ってきた脅おどしとはちょっと質が違うように聞こえるぞ。


「覇は権けん戦争では気をつけなさい。あなたはまだ、帝てい国こくにはびこる悪意を知らない。その悪意は傷エだリらスけ・のエ世ル界マだけじゃ逃にげきれないかもしれない。……エルマリア神教界の聖女として警告するわ」


「？　俺、覇権戦争なんて興味ねぇぞ。テレビ中ちゆう継けいだって見る気ないからな。帝国代表が誰だれに決まったかも知らないし、軍学校アカデミーは授業あるから応おう援えんにも行けないし」


「……やっぱり駄だ犬けん。情報の入手が遅おそすぎる」


　エルマリア神教界の覇権戦争代表が呆あきれたまなざしで首を横にふる。


「この私が、こんな早急な真ま似ねをしてまであなたとイリスに接せつ触しよくしようとした理由が予想つかない？」


「…………」


　そこまで言われれば、いくら俺だって思いつく予想くらいある。だけどそれは、明らかに常識外れの決定だ。まさか。万に一つだってその可能性は────


「ついさっき、覇権戦争の帝国代表が決まったわ。代表者は二人。凪・一いち咲さき・ジールと、その所有物である人型機械体アンドロイドのイリス」


「…………」


　それ本気で？


「肝かん心じんの俺が、まだ何も聞いてないんですが……」


「私だってなかば強制的にエントリーだもん。言っておくけど出場辞退なんてできないわよ。あと数時間後には帝国全土に公式発表がされるはずだから。武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くにの方もそろそろ代表者が公式発表されるでしょうね。あっちはツァリで確定だけど」


　ツァリ。


　その名前は帝国でも有名だ。噓か誠まことか、人間の身でありながら人型機械体アンドロイドをも超ちよう越えつした強さの最上位武人だって噂うわさで持ちきりだ。


「でも、まだ武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くには何の発表もしてないんだろ」


「本人が直接教えてくれたもん。武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くにの代表になったからよろしくって。ちなみに帝国の代表があなたになったのを教えてくれたのもツァリよ」


「は？」


「不完全神性機関イリスを手に入れた時から、ツァリはずっとあなたを見てるわ。今だってどこかであなたを見てる。諜ちよう報ほうじゃなくて単なる興味だと思うけど」


「……ぞっとしねぇよ」


　エルマリア神教界の聖女と武ぶ宮きゆう唐とうの那なの国くにの最上位武人てのは、仲がいいのか？　どうやら頻ひん繁ぱんに情報交こう換かんしてそうだしな。


「っておい待て、だから俺は聞いてねえぞ！　なんで俺がそんな面めん倒どうくせぇ大層なイベントの代表にならなきゃいけねえんだよ！　イリス、お前からも言ってやれ」


「覇権戦争って何ですか？」


「言うと思ったよちくしょう！　だから、どいつもこいつも俺を巻きこむんじゃねぇっ！」





　その一時間後。


　ホテルのロビーに備え付けられた大型テレビで、俺はイリスやサラと一いつ緒しよに帝国司令部の公式発表を聞いていましたとさ。


　覇権戦争代表が決定。


　代表は、宝ほう条じよう軍学校アカデミー傭よう兵へい科の二年生・凪とその家メ政イ婦ドロボのイリスだってさ。


　……ええ。


　うちのクラス全員が大おお騒さわぎでしたよ。ったく、どうなっても知らねぇからな。






　　あとがき







　……初夏なのに、なぜこうも殺人的に暑いんだ。


　６月にして早くも夏ばて気味な細さざ音ねです。道路で日向ひなたから隠かくれ、ひたすら日ひ陰かげを縫ぬうように歩くのがマイブームになりつつあるあたり、だいぶマズイ気がします。





　さておき、『イリス』２巻を手にとってくださってありがとうございます。


　作中でも夏休み、こちらも夏。ちょうど良い感じに時期合わせとなった本巻ですが、イリスの残念なダ家メ政イ婦ドっぷりに凪なぎが振ふり回される図はいつも通りで。あと個人的に、赤あか髪がみのロボ子とか金きん髪ぱつの子とかが夏に向けて頑がん張ばる姿は書いてて楽しかったです。一方で某ぼう委員長は相変わらず変態道を往ゆく……。


　さて、そんな凪＆イリス＆クラスメンバー一同ですが、このたびコンプエース様にてコミカライズが決定しました！　７月発売号から実際に漫まん画がスタートということなので、こちらもぜひご覧くださいませ。ページの中を縦横無む尽じんに暴走するイリスのダ家メ政イ婦ドっぷりは必見です！





　ここで関係各位に謝辞を。


『イリス』をはじめ並へい行こう展開してる『エデン』シリーズをここまで支えてくださった担当Ｓ様、期間としては短いながらも本当にお世話になりました。Ｗコミカライズを成立させてくださったこと、自分の中で忘れられない報告になりました！


　同じくＷコミカライズ原動力であるカスカベアキラ先生。今回も最高に素す敵てきなイラストありがとうございます。いつもイリスが本当に可愛かわいいです！





　次回予定。


　一応、本年12月くらいに３巻目を出せるよう作業中です。少しお待たせしますが、確実に刊行できるよう全力奮ふん闘とう中なのでご期待ください。


　最後に、本書を手に取ってくださった全すべての方にあらためてお礼を。


　それではまた、『不完全神性機関イリス３』でお会いできますように。





　２０１２年　６月




細音　啓けい





不ふ完かん全ぜん神しん性せい機き関かんイリス２


１００億おくの時ときめぐる聖せい女じよ





細さざ音ね　啓けい
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